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曲
水
の
宴

福
岡
県
太
宰
府
市
に
あ
る
太
宰
府
天
満
宮
で
三
月

五
日
、
恒
例
の
行
事
「
曲
水
の
宴
」
が
開
催
さ
れ
た
。

や
り
み
ず

曲
水
の
宴
は
、
庭
園
の
鑓
水
に
杯
を
浮
か
べ
、
水
の

流
れ
に
合
わ
せ
て
和
歌
を
一
詠
む
、
平
安
時
代
の
優
雅

な
宮
中
行
事
。
菅
原
道
真
を
祭
る
同
{
呂
が
昭
和
三
十

八
年
、
道
真
の
{
呂
中
で
の
往
時
を
し
の
び
、
同
宴
を

ひ
と
-
え

復
活
さ
せ
た
。
十
二
単
の
女
性
と
衣
冠
装
束
の
男

、ゅん

性
の
計
二
十
人
が
姫
や
貴
族
に
扮
し
、
き
ら
び
や
か

な
王
朝
絵
巻
を
再
現
し
た
。

太
宰
府
天
満
宮
の
あ
る
太
宰
府
市
は
、
古
代
九
州

の
政
治
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
数
多
く
の

歴
史
的
文
化
遺
産
を
抱
え
て
い
る
。
昨
年
十
月
に

「
九
州
国
立
博
物
館
」
が
開
館
し
た
の
を
機
に
、
同

博
物
舘
を
核
と
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
リ
に
視
点
を

置
い
た
「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
構
想
を
提
唱
・
推
進
。

市
内
に
点
在
す
る
歴
史
的
文
化
遺
産
と
観
光
の
振

興
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
そ
れ
ぞ
れ
謂
和
さ
せ

た
、
個
性
的
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

「歴
史
と
み
ど
り
豊

か
な
文
化
の
ま
ち
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
0

.
文
H
沢

・
力
メ
ラ
H
小
形
又
男

編集=(財)地域活性化セン女一地域づく り編集

太宰府天満宮
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「千葉市らしさの確立Jを目指して

... 

~夢と誇りが持てるまちづくり~

わ
が
国
は
、
少
子

・
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

経
済
活
動
、
さ
ら
に
は
三
位

一
体
の
改
革
な
ど
、
大
き
な
荒
波
の
中
に

あ
り
、
地
方
自
治
体
は
住
民
の
多
様
な
ニ

l
ズ
を

「市
民
視
点
」
と

「納
税
者
視
点
」
で
と
ら
え
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
千
葉
市
は
、
市
政
運
営
の
中
長
期
的
な
指
針

「ち

ば
・
ビ
ジ
ョ
ン
幻
」
に
基
づ
く
第
二
次
の
実
施
計
画
と
し
て
、

「
千
葉
市

第
二
次
五
か
年
計
画
」
を
平
成
十
八
年
二
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
目
標
に

「夢
と
誇
り
が
も
て
る
安
全

・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
未
来
へ
の
希
望
と
郷
土
と
し
て
誇
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
自
然
災
害
や
犯
罪
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
や
健
康
、
環
境
な
ど
に
対
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
時
代
潮
流
に
対
応
し
た
計
画
と
す
る
た
め
、
策
定
に
当
た
っ

て
、
十
二
の

「ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
視
点
」
を
定
め
ま
し
た
。
そ
の

主
な
も
の
は
、

「千
葉
市
ら
し
さ
の
確
立
」
と
し
て
個
性
と
魅
力
を
活
か

し
た
都
市
づ
く
り
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
ε

つ
く
り
」

と
し
て
誰
も
が
活
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
ほ
か
、

「少
子
化
へ
の
取

り
組
み
」
や

「超
高
齢
社
会
へ
向
け
て
の
対
応
」
「安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
」
な
ど
で
す
。

首
都
圏
に
位
置
す
る
千
葉
市
は
、
こ
れ
ま
で
明
確
な
都
市
イ
メ
ー
ジ

が
な
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

二
十

一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト

の
年
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
千
葉
市
の
市
長
に
就
任
し
た
私
は
、
「
花
の

都
・
ち
ば
」
を
都
市
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
確
立
す
べ
く
、
現
在
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
全
市
を
挙
げ
て
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
の
千
葉
市
は
、
市
動
物
公
園
の
レ
ッ
サ
l
パ
ン
ダ
「
風
太
君
」

の
立
ち
姿
が
大
人
気
と
な
っ
た
ほ
か
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
l
ン
ズ
が
三

-. 

， 

e . 

年
ぶ
り
の
日
本

一
、
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
初
代
王
者
に
輝
き
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
監
督
が
世
界

一
マ
ナ
l
の
良
い
フ

ァ
ン
と
た
た
え
る

「
二
十

六
番
目
の
選
手
」
た
ち
と
と
も
に
、
優
勝
パ
レ
ー
ド
を
行
う
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
エ
フ
千
葉
も
新
ス
タ
ジ
ア
ム

「
フ
ク
ダ
電
子
ア

リ
ー
ナ
」
を
本
拠
地
に
大
活
躍
し
、
見
事
ナ
ビ
ス
コ
カ

ッ
プ
を
制
し
、

初
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
明
る
い
話
題
の
全
国
的
な
発
信
は
、
千
葉
市
の
都
市
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
第
二
次
五
か
年
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
有
識
者
懇
話
会
か
ら

改
め
て

「千
葉
市
ら
し
さ
の
確
立」

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
視
点
の
ト
ッ
プ
に
掲

げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
策
を

一
過
性
の
も
の
で
な
く
、
継

続
的
か
つ
戦
略
的
に
進
め
る
た
め
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
千
葉
市
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
戦
略
プ
ラ
ン
」
(
仮
称
)
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

十
人
口
減
少
社
会
へ
の
突
入
、
都
市
間
競
争
の

一
層
激
化
の
中
、
都
市

の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
定
住
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
、

そ
し
て
企
業
立
地
の
促
進
が
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
都

市
と
し
て
の
魅
力
を
増
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

「シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
戦
略
プ
ラ
ン
」
は
、
本
市
の
自
然
、
文
化
、
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
千
葉
市
ら
し
い

「魅
力
あ
る
資
源
」

を
発
掘
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
育
成
を
図
り
、
市
の
内
外
に
向
け
て

「戦
略
的
な
情
報

発
信
」
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
都
市
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
後
、
第
二
次
五
か
年
計
画
の
着
実
な
推
進
な
ど
に
よ
り
、
「
千
葉
市

ら
し
さ
の
確
立
」
を
目
指
し
、
九
十
二
万
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
な

が
ら
、

全
国
に
誇
れ
る
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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三
十
五
団
体
の

活
動
と
功
績
を
た
た
え
る

地
域
の
個
性
豊
か
な
発
想
を
活
か
し
、
住
民
を
は

じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
取
り
組
む
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
市
町
村
お
よ
び
地
域
づ
く
り
団
体
を

表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
、
平
成
十
七
年
度

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
が
決
ま
り
、
東
京
・
千

代
田
区
の
グ
ラ
ン
ド
ア

l
ク
半
蔵
門
で

一
月
十
八

日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

山
崎
力
総
務
副
大
臣
の
式
辞
後
、
表
彰
を
受
け
た

の
は

「地
域
振
興
部
門
」
が
二
十
二
団
体
、

「国
際
化

部
門
」
が
五
団
体
、

「情
報
化
部
門
」
が
八
団
体
の
三

部
門
計
三
十
五
団
体
。
各
団
体
を
表
彰
し
て
そ
の
功

績
を
た
た
え
、
広
く
全
国
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る
の
が
目
的
だ
。

今
回
の
表
彰
団
体
は
、
前
回
(
昨
年
は
三
部
門
計

三
十
二
団
体
)
よ
り
三
団
体
多
か
っ
た
。
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
都
道
府
県
か
ら
の
推
薦
と
併
せ
、
地
域

づ
く
り
懇
談
会
構
成
員
か
ら
の
推
薦
団
体
に
つ
い
て

も
対
象
に
し
た
。
他
の
模
範
と
な
る
先
進
性
や
地
域

の
独
自
性
、
活
動
の
継
続
性
、
規
模
や
内
容
の
発
展

性
、
自
主
性
、
住
民
と
行
政
の
協
働
・
連
携
性
、
住

民
の
満
足
度
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
審
査
基

準
に
し
て
、
決
定
し
た
。

地
域
振
興
部
門

空
洞
化
が
進
行
し
て
い
る
中
心
市
街
地
の
再
活
性

化
、
地
域
の
特
産
品
・
観
光
地
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ

る
地
域
経
済
の
振
興
、
外
部
か
ら
の
新
た
な
産
業
導

入
や
地
元
産
業
の
育
成
、
地
域
伝
統
文
化
の
振
興
、

森
林
保
全
や
ご
み
減
量

・
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
高
齢

者
・
障
害
者
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

子
供
を
産

み
育
て
や
す
い
ま
ち
a

つ
く
り
、
秩
序
あ
る
街
並
み
づ

平成'7年度
地域づくり総務大臣表彰式
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平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

く
り
や
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
行
政
へ
の
住
民
参
加

な
ど
で
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
が
選
ば
れ
た
。

地
域
の
国
際
化
を
推
進
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
、
在
外
外
国
人
支
援
の
た
め
の
施
策
へ
の
取
り
組

み
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
活
動
や
外
国
企
業
の
誘

致
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
団
体
が
選
ば
れ
た
。

国
際
化
部
門

海
外
か
ら
の
人
材
招
致
や
政
府
間
合
意
に
基
づ
く

交
流
事
業
な
ど
国
際
交
流
の
推
進
、
海
外
か
ら
の
研

修
生
の
受
け
入
れ
な
ど
人
づ
く
り
に
対
す
る
協
力
、

海
外
へ
の
専
門
家
の
派
遣
や
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
、
地
域
の
国
際
化
に
対
応
し
得
る
人
材
の
育
成
、

車
問
日
限
レ

u
n
p回
』

雌
U
H
S
苧

d
t
aロ
目
1

入
に電
よ子
る申
行請
政ン
運ス
蛍ア

のム
簡や
素電
効子
率 入
化そし

主ヌ
務 τ
改 A

廿の
で導

<22団体〉

.特定非営利活動法人霧多布湿原トラスト[北海道浜中町1
・青森県鶴田町

・農事組合法人宮守川上流生産組合【岩手県遠野市1
.特定非営利活動法人あかねグループ[仙台市]

・山形県金山町

・福島県鮫川村

.特定非営利活動法人まちづくり活性化パス土浦[茨城県土浦市1

.特定非営利活動法人飛組{前橋市]

.アポポ商庖街振興組合【埼玉県入間市]

・上野の山文化ゾーン連絡協議会【東京都台東区1
.住江町商店街振興組合【東京都青梅市]

・野毛大道芸実行委員会【横浜市】

.スーパ一大火勢実行委員会[福井県大飯町1

.岐阜県美濃市

.ふれあいパス運営協議会[愛知県豊田市]

.ねや川水辺クラブ(寝屋川再生ワークショップ)[大阪府寝屋川市1
・自然と文化の森協会[兵庫県尼崎市】

.百姓王国[岡山県吉備中央町]

・特定非営利活動法人 GOODWILL[愛媛県新居浜市1
・しもつま福祉パス運営協議会[福岡県筑後市]

.五ケ村村おこしグループ[宮崎県高千穂町]

・ゃんばる展実行委員会【沖縄県名護市]

国際化部門 <5団体〉

地域振興部門

I
T
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
化
、
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
利
用
に
よ
る

住
民
の
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
づ
く
り
、

I
T
を
利
用

し
た
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
情
報
化
の
推
進
、

I
T活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

I
T
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
や
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
、

I
Tを
利
用
し
た
行
政
と
住
民
と
の

協
働
・
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、

I
Tを
活
用
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
が
選
ば
れ
た
。

<8団体〉

.特定非営利活動法人 eネット・リアス[岩手県釜石市1

.山形県酒田市

・埼玉県皆野町

.大阪府豊中市

.特定非営利活動法人情報社会生活研究所[兵庫県丹波市1

.岡山市

.広島県尾道市

.宮崎市
.は地域づくり団体等、.は地方公共団体

.社団法人滝川国際交流協会[北海道滝川市1
・山形ボランティア日本語協会[山形市]

.千葉県八千代市

.岐阜県高山市

.タイム(とっとり国際交流連絡会)[鳥取市]

情報化部門

2006・4月号 接記誕肉強5 



特
定
非
曽
利
活
動
法
人
霧
多
布
湿
原
ト
ラ
ス
ト

自
然
を
生
か
す

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

霧
多
布
湿
原
の
広
さ
は
約
三
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
。
海
岸
線
か
ら
扇
状
に
広
が
っ
て
い

る
。
東
西
約
四
キ
ロ
、
南
北
約
九
キ
ロ
、

北
、
西
、
南
の
コ一
方
を
丘
陵
に
固
ま
れ
、

東
が
太
平
洋
に
面
し
て
開
け
た
標
高
ゼ
ロ

か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
低
地
に
発
達
し
た
泥

炭
湿
原
で
あ
る
。
そ
の
中
央
部
の
八
百
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
泥
炭
形
成
植
物
群
落
と

し
て

一
九
二
二
年
に
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
九
三
年
に
は
、
国
際

的
に
も
貴
重
な
湿
原
と
し
て

「
ラ
ム
サ
l

ル
条
約
」
に
登
録
さ
れ
た
。

野
生
の
生
き
物
、が
生
息
す
る

「
花
の
湿
原
」

同
湿
原
は
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
「
花
の

湿
原
」
と
呼
ば
れ
始
め
た
。
そ
の
名
の
通

り
、
春
の
終
わ
り
か
ら
夏
に
か
け
て
、
多

く
の
植
物
が
次
々
と
咲
き
連
な
る
景
観

は
、
ま
さ
に
原
生
花
園
は
こ
う
い
う
も
の

だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
美
し
さ
を
見
せ

• 伊
東
俊
和

事
務
局
長

る
。
さ
ら
に
、
湿
原
の
魅
力
は
見
事
な
花

畑
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
に
生
息
す
る
野

性
の
生
き
物
た
ち
に
よ
っ
て
さ
ら
に
印
象

付
け
ら
れ
る
。
頂
点
に
立
つ
特
別
天
然
記

念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
野

鳥
た
ち
、
冬
に
は
数
百
頭
の
群
と
な
っ
て

移
動
す
る
エ
ゾ
シ
ヵ
。
こ
れ
ら
自
然
の
ま水辺で餌をついばむタンチョウの親子 (撮影:大坪俊裕)

ま
の
姿
が
目
の
前
に
息
づ
い
て
い
る
。
も

し
湿
原
の
魅
力
や
特
徴
を

一
言
で
表
す
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
湿
原
と
人
と
の
距
離
の

近
さ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
思
う
。

そ
の
霧
多
布
湿
原
は
、
周
辺
が
民
有
地

に
囲
ま
れ
、
海
沿
い
に
集
落
が
続
い
て
い

る
。
そ
れ
こ
そ
買
い
物
の
行
き
帰
り
に
湿

原
の
景
観
や
野
性
の
姿
が
楽
し
め
る
ほ

ど、

普
段
の
生
活
の
す
ぐ
近
く
に
野
性
の

世
界
が
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
が
湿
原
の

持
つ
最
も
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
ま
た
そ

の
こ
と
が

一
方
で
は
、
常
に
湿
原
の
保
全

に
対
し
て
の
脅
威
と
な
る

一
而
を
伴
う
。

民
有
地
の
買
い
取
り
保
全
と

指
定
管
理
者
と
し
て
の
活
動

湿
原
の
保
全
に
は
、
周
辺
部
を
囲
む
民

有
地
を
保
全
で
き
る
か
が
大
き
な
カ
ギ
に

な
っ
て
い
る
。
N
P
O法
人
霧
多
布
湿
原

ト
ラ
ス
ト
は
、
こ
の
民
有
地
を
現
状
の
ま

ま
保
全
す
る
た
め
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト
に
よ
る
民
有
地
の
買
い
取
り
を
進
め

て
き
た
。
民
有
地
の
面
積
は
約

一
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
現
在
三
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
をナショナルトラスト:小さな力が

集まって大きな自然を残す

6 

買
い
取
り
、
保
全
用
地
と
し
て
管
理
し
て

い
る
。
こ
の
保
全
に
つ
い
て
の
協
力
の
呼

び
掛
け
に
、

賛
同
す
る
会
員
が
現
在
、

全

国
に
二
千
六
百
人
を
超
え
た
。
そ
の
中
に

は
浜
中
町
も
法
人
会
員
と
し
て
含
ま
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
湿
原
保
全
の
取

り
組
み
を
二
十
年
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て

き
た
が
、

一
貫
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

「
自
然
保
護
は
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
の
手

段
」
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
き
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
行
政
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
い
た
だ
い
て
き
た
が
、
そ
れ
は
支

援
と
い
う
よ
り
も
、
今
言
わ
れ
て
い
る

「協
働
」
の
形
だ
っ
た
と
言
え
る
。
町
自

身
が
民
有
地
を
買
い
取
る
保
全
を
い
ち
早

く
行
い
、
保
全
啓
発
の
役
割
を
担
う
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
(
霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
)

を
建
設
す
る
な
ど
、
将
来
を
見
越
し
た
大

き
な
枠
組
み
の
中
で
、

一
緒
に
な
っ
て
自

然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
感
じ
を
受
け
る
。
こ
の
こ
と
が
今
、
改

め
て
エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
す
る

新
た
な
湿
原
の
ワ
イ
ズ
ユ

1
ス
へ
と
つ
な

が
り
、
地
域
の
期
待
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

平
成
十
七
年
よ
り
私
た
ち
は
霧
多
布
湿

原
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
そ

の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

2006・4月号地 誠句



「
朝
ご
は
ん
条
例
」
を
制
定
し
て

町
民
の
健
康
を
増
進

平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

企
画
課
計
画
推
進
係

• 山
本

栄

町
民
総
参
加
に
よ
る
健
康
づ
く
り
運
動
と

し
て
展
開
し
た
。

乎
成
十
四
年
に
、
小

・
中
学
生
を
対
象

に
食
生
活
状
況
調
査
を
実
施
し
た
が
、

一

割
以
上
の
子
供
が
朝
食
を
取
ら
ず
、
し
か

も
十
時
以
降
に
就
寝
す
る
夜
更
か
し
児

童

・
生
徒
が
多
数
い
る
と
い
う
結
果
を
得

た
。
町
民
の
長
寿
を
守
る
に
は
、
ご
は
ん

を
中
心
と
し
た
日
々
正
し

い
食
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
、
町
の
食
育
基
本
法
と

も
い
う
べ
き
「
鶴
田
町
朝

ご
は
ん
条
例
」
を
同
十
六

年
四
月
に
制
定
施
行
し
、

早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は

ん
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
民

の
健
康
増
進
を
図
ろ
う

と
、
朝
ご
は
ん
推
進
運
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

鶴
田
町
は
、
津
軽
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
総
面
積
は
凹
十
六
・

コ
一人
平
方

キ
ロ
と
小
さ
い
が
、

岩
木
山
、
岩
木
川
な

ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
観
光

地
と
し
て
日
本

一
な
が
い
木
の
橋
「
鶴
の

舞
橋
」
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
鶴
の
里
健
康
長
寿
の
町
」
を
宣
言

町
の
総
人
口
は

一
万
五

千
七
百
九
十
四
人
(
平
成

十
二
年
国
勢
調
査
)
で
、

町
民
の
平
均
寿
命
が
全
国

平
均
を
大
幅
に
下
回
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十

二
年
に
「
鶴
の
里
健
康

長
寿
の
町
」
を
宣
言
し、

集
団
検
診
の
検
診
率
向
上

や
生
活
習
慣
病
か
ら
守
る

た
め
の
食
生
活
改
善
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

鶴田町朝ごはん運動推進本部会議を開催

の 生 で学 になンをてンり度結供いジン策 務ラが米供勤 し
あ活関合ま推どザ対採ゴ毎後成 ③ おヤ類と 学事 イ示文 ④ のたこ
りを催宿た進、キ象層を食半し 学 い 1のし校業ンさ化地推食の
が坦し戸、し子ツと ⑤ 給、の食校しを全て給をおれの産進生条
たし、円小た供チし示食地五材給い導面は食展よて替地 ② 活例
主て参言学 。をンた亭の元カを食ご入廃、に開びお本消姿のに

言語型え干 12f信望号品費量究主 志省 宇Z露吹ゐ 安全霊 q
Eんはま六 と施ズ学と生に ④ 隊を温信ノ;fこ計そ六一安 ②①

22!?? iE4工L4白ふ記JLilfillzi
ぞミk話芸 君園凶hE通区羽温t量副ちで与塁強高是3
h 家団六に 強 ..  __!::=持司，戸、軍曹司面司闘・薗園 、イ方化のき
'ち族体日通 力開国・パ't:liιて ，弔唖・ 事ド針 ⑥ 提運と

子
供
を
中
心
と
し
た

食
育
の
推
進
と
地
域
活
性
化

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
が
食
育

ド日μ日運5•••• ，- 443司フ司JE貢SZii S自
予さ火フられ、で動ら ・・・E掴・・・E・ ~φ 一 生を乏培る民りり
定らとオれ改塩はをれ ・・・・・・・・・Eピ為〆~~イ~， 酔デ 産遠 μ し 農に 、上
でにな l た 善 分、開る圃・・・・極 トJ#l/fi:!P! ð:~，Þ しきれ 家浸町げ
あ運らラ 。 さ摂欠始よ F ー圃園田園凶~ζ二 雪量晶 地けりい庁、透をる
る動なム今れ取食 しう 判受給食応援隊浦和こ食宗主才一一ι 田 一一 元る栽る Xし挙こ
。をいを後る 量 児てに 玄 」培 米た始げと
強よ開もな、 童 かな光つ声徒校を国士てう 上い習な しがちめてが
力う催シど野生らつ景たをにし掛児がき 。まし、費どて長はての多
ににしン、菜徒二たがほ掛学てけや登た朝たて生すとい寿、い速く
推注、ポ大摂数千 。毎ほけ校きる保園?ご、い産る、るド「る動な

主そT22Eh号 明言竺完売 i警主=見云そ議論す;きZi於Z
めな組ム成が満調 繰しと生童たにき保食は ががをゴごとた産確こ
てがみま果そ児査 りいいが生登 声 た育べよ 向整持がごち業実と
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農
事
組
合
法
人
宮
守
川
上
流
生
産
組
合

集

落

農

場
」
を
目
指
し
た

効
率
農
業
経
営
を
展
開

ー---，

宮
守
川
上
流
生
産
組
合
は
岩
手
県
中
央

部
の
遠
野
市
宮
守
町
に
あ
り
、
北
上
山
系

の
中
の
農
業
を
中
心
と
し
た
中
山
間
地
域

で
あ
る
。
私
た
ち
は
「

一
集
落

一
農
場
」

の
実
現
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
地
域
づ

く
り
と
集
落
営
農
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
当
生
産
組
合
は
、
平
成
六
年
に
始

ま
っ
た
ほ
場
整
備
事
業
を
機
に
発
足
し

た
。
こ
の
整
備
事
業
を
導
入
す
る
に
当
た

り
、
同
三
年
に
推
進
委
員
会
を
結
成
し
、

ほ
場
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
河
川
、
道
路
の

改
修
を
含
む
地
域
の
将
来
を
考
え
て
、

三

百
四
を
超
え
る
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

農
地
集
積
に
よ
る

農
作
業
の
機
械
化
を
実
現

ほ
場
整
備
と
生
産
組
合
の
発
足
は
、
地

域
の
農
業
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
整
備
さ
れ
た
大
規
模
聞
で
は
、
ト
ラ

ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
大
型
農
業

機
械
を
中
心
に
し
た
作
業
に
な
っ
た
。
平

代
表
理
事
組
合
長

照
井

歪

• 

成
十
二
年
か
ら
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
大
豆
の
集
団
転
作
も
始
ま

り、

三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
当
生
産
組
合
の

全
面
受
託
に
よ
る
大
型
機
械
活
用
の
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
米
、
大
豆

の
農
作
業
は
機
械
化
と
農
地
集
積
の
推
進

集団転作大豆の播種作業

当 まきわのみ市や活れやと担私っこ会齢 業 たきをぎ農の こに

整自世 智芸売会主Zz型tZ主主主2モ五Z宮古ぞfZ-菜花翌五 t
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、文交 動な玉造、物導ど画験れ齢成業そななの苓でなが農を 高 いた域
小 化流 し地寺成 t加やのでをぞ者との、がる機 高農つ で 業 防齢 手 。の
学 保・ て域り・ 工 助検き . 化の 担

手去 三?字国}去を宮奇 的色 隔週幽固 定E2
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供
た
ち
の
農
業
体
験
を
受
け
入
れ
、

農
業

へ
の
理
解
や
親
し
み
を
育
て
る
取
り
組
み

に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
で
は
研

修
パ
ス
を
持
ち
、
営
農
活
動
を
高
め
る
研

修
に
使
用
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の

高
齢
者
交
流
組
織

「ホ
ッ
ト
サ
ロ
ン
」

へ
の
参
加
者
送
迎

に
利
用
す
る
な

ど
、
地
域
活
動
に

も
活
用
し
て
い

る
。

2006・4月号~詰誠治

小学生の豆腐作り体験学習

さ
ら
に
、
女
性

た
ち
が
活
動
す
る

環
境
部
会
を
中
心

に
、
地
域
の
自
然

や
文
化
を
守
り
育

て
る

「遠
野
郷
案

山
子
ま
つ
り
」「
郷
土
料
理
講
習
会
」
、
そ

し
て
宮
守
川
の
ホ
タ
ル
の
保
護
、
流
域
へ

の
桜
や
レ
ン
ギ
ョ
ウ
の
植
栽
な
ど
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
る
。

農
業
が
生
活
の
基
盤
で
あ
る
私
た
ち
の

地
域
で
は
、
農
業
を
守
る
こ
と
が
地
域
を

守
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
を
元
気
に
す
る

こ
と
は
、
農
業
を
元
気
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
、
農
業
振
興
を
図
る
と

と
も
に
、
子
供
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
活

き
活
き
と
し
た
「

一
集
落

一
農
場
」
を
目

指
し
て
い
く
。



特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ

弁
当
配
達
を
通
じ
た

地
域
の
高
齢
者
見
守
り
活
動

平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
は
、

主
婦
た
ち
の
自

己
実
現
の
場
と
し
て

一
九
八
二
年
に
発
足

し
た
。
活
動
中
、
ヘ
ル
パ

l
先
で
見
た
お

年
寄
り
の

「
モ
ヤ
シ

一
肌
」
の
寂
し
い
食

卓
風
景
。
「せ
め
て
、
イ
モ
の
煮

っ
こ
ろ

が
し
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
ゴ
マ
あ
え
を
届

け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
私
た
ち
の

配
食
活
動
の
原
動
力
で
あ
る
。
鍋
、
釜
を

か
き
集
め
、
台
所
を
改
造
し
試
食
を
重
ね

て
八
四
年
、
念
願
の

「あ
か
ね
弁
当」

が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

健
康
・
生
活
状
態
の
把
握
か
ら

心
の
ケ
ア
ま
で
も

月
二
回
、
十
七
食
で
始
ま

っ
た
配
食
サ

ー
ビ
ス
だ
が
、
年
三
百
六
十
二
日、

一
日

平
均
百
四
十
五
食
を
届
け
る
ま
で
に
な

っ

た
今
も、

「
モ
ヤ
シ

一
皿
」
の
精
神
は
生

き
て
い
る
。
高
齢
者
が
食
べ
や
す
い
家
庭

的
な
メ
ニ
ュ
ー
と
、
旬
の
食
材
を
活
か
し

た
味
わ
い
豊
か
な
手
作
り
料
理
を
工
夫

事
務
局

笹
本
淳
子

• 

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
心
掛
け

て
い
る
。
ま
た
、
お
弁
当
だ
け
で
な
く

「心
も
届
け
た
い
」
と
、
毎
回
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る

「お
た
よ
り
」
に
加
え
て
、
さ

さ
や
か
で
は
あ
る

が
、
お
誕
生
日
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
チ
ヨ
コ
、
節
分

の
ピ
l
ナ
ツ
な
ど
も

届
け
て
喜
ば
れ
て
い

る
。

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

室
内
で
転
倒
し
て

動
け
な
い
高
齢
者
を
見
つ
け
、
救
急
車
に

一
報
を
入
れ
る
な
ど
、
危
機
回
避
に

一
役

買
っ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
る
。
こ
ん
な
こ

と
を
繰
り
返
し
、
皆
の
中
に
自
然
と

「案

じ
る
心
」
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

配
達
は、

主
に
運
転
と
配
達
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
二
人
が
ベ
ア
を
組
み
、
七
コ

l
ス

に
分
か
れ
て
利
用
者
宅
を
訪
れ
る
。
均

一

の
物
を
た
だ
配
る
わ
け
で
は
な
く
、
健
康

状
態
や
好
み
に
合
わ
せ
て
食
材
の
硬
さ
や

味
の
濃
淡
、
塩
加
減
な
ど
、
で
き
る
限
り

の
個
別
対
応
を
し
て
い
る
の
で
、
間
違
い

な
く
配
食
を
終
え
た
時
が
ホ
ッ
と
す
る
瞬

間
だ
。
調
理
は
主
婦
の
得
意
分
野
で
あ
る

が
、
配
達
は
ヤ
マ
ト
運
輸

(企
業

の
社
会
貢
献
活
動
)
を
は
じ
め
、

し
か
し
、
昨
今
の

社
会
状
況
の
中
、
な
ん
と
い
っ
て
も
重
要

な
の
は
弁
当
を
手
渡
す
際
の
声
掛
け
や
安

否
確
認
で
あ
ろ
う
。
冬
の
夕
暮
れ
時
、

雪

の
降
り
積
も
っ
た
高
齢
者
宅
を
訪
れ
る

と、

誰

一
人
と
し
て
訪
れ
た
様
子
の
な
い

一
面
の
雪
:・
。
「
今
日

一
日
、
誰
と
も
話

を
交
わ
し
て
い
な
い
ん
だ
・
:
」
と
思
い
つ

つ
、
他
愛
の
な
い
話
を
し
て
帰
っ
て
来
る

「あかね弁当Jと毎日付ける「おたよりJ(右上)
高齢者に弁当を配達 (下)

シ
ニ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
お
世
話

に
な

っ
て
い
る
。

「
食
」
に
よ
る

地
域
の
つ
な
が
り
と
支
え
合
い

さ
て
、
私
た
ち
の
活
動
の
基
本
は
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域

(在
宅
)
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
支
え
合
い
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
介
護
保
険
事
業
、

サ
ポ
ー
ト

(助
け
合
い
)
活
動
、
サ
ロ
ン

(軽
食
・
喫
茶
ル

l
ム
)
活
動
や
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ

ン
タ
ー
も
開
設
し、

一
人
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
つ
く
っ
て
き
た
。
二
十
四
年
間
、
地
道

に
活
動
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
の
輸
が

口
コ
ミ
で
広
が

っ
た
り
、
パ
ザ
l
に
協
力

し
て
く
だ
さ
る
人
が
増
え
た
り
と
、
う
れ

し
い
手
応
え
が
あ
る
半
面
、

若
い
世
代
の

関
心
が
薄
い
と
感
じ
る
こ
と
も
多
い
。
メ

ン
バ
ー
に
若
手
が
少
な
い
の
も
課
題
の

一

つ
で
、
私
た
ち
の
活
動
を
多
く
の
世
代
に

知
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
て
い

る
。「地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
。
私
た
ち

は
、
命
の
源
で
あ
る

「食
」
を
通
し
て
地

域
に
住
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

つ
な
が

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

湯
気
立
ち
上
る
厨
房
を
活
動
の
拠
点
に、

人
の
和
・
輸
を
つ
な
げ
て
、
こ
の
地
域
で

支
え
合
い
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

i記局也2006・4月号9 



住
民
参
加
の
個
性
あ
ふ
れ
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
ゃつ
く
り

わ
が
町
は
山
形
県
の
北
東
部
に
位
置

し
、
農
林
業
を
主
要
産
業
と
す
る
人
口
約

七
千
人
、
千
八
百
世
帯
の
雪
深

い
山
間
地
域
で
あ
る
。
特
徴
的

な
施
策
と
し
て
、
自
治
体
で
全

国
初
の
公
文
書
公
開
条
例
に
よ

る
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
、
地
区
交
付
金
制
度
に
よ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
、

景
観
条
例
を
基
に
し
た

「
街
並

み
景
観
づ
く
り
百
年
運
動
」
に

』

よ
る
京
観
整
備
な
ど
が
挙
げ
ら

宅

a

れ
、
小
さ
い
町
な
が
ら
も
個
性

血

あ
ふ
れ
る
オ
ン
リ
ー
ワ

ン

の

ま

仙な

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

一問
与
、

全
町
美
化
運
動
と

ィ

街
並
み
景
観
条
例
の
施
行

景
観
施
策
の
き
っ
か
け
は
、
昭
和
三
十

八
年
、

当
時
の
町
長
が
欧
州
の
美
し
い
街

並
み
に
感
銘
し
て
始
め
た
全
町
美
化
運
動

松
田

員

• 
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山
型
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
景
観
施
策
を
進
め
て
き
た
中
で

重
要
な
視
点
が
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
林
業

や
建
築
業
、
商
業
な
ど
各
種
産
業
へ
の
波

及
効
果
で
あ
る
。
住
宅
材
と
し
て
優
れ
て

い
る

「金
山
杉
」
は、

基
幹
産
業
で
あ
る

林
業
の
中
核
を
な
す
商
品
で
あ
る
が
、

質

が
高
い
建
築
技
術
の
広
が
り
と
と
も
に
経

済
効
果
も
非
常
に
大
き
く
、
町
が
支
出
し

て
き
た
景
観
助
成
金
を
は
る
か
に
超
え
て

い
る
。
二
つ
目
の
視
点
は
住
民
の
意
識
に
あ

る
。
こ
こ
ま
で
普
及
・
定
着
し
て
き
た
背

景
に
は
、

一
度
も
市
町
村
合
併
経
験
が
な

10 

い
、
い
わ
ば
町
全
体
が

「大
き
な
家
族
」

と
い
う
町
民
性
も
影
響
し
て
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
、
以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
全
町

美
化
運
動
の
理
念
が
町
民
の
根
底
に
あ
る

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
で
は
、

景
観
条
例
適
用
住
宅
の
建

築
が
当
た
り
前
と
い
う
理
解
を
い
た
だ

き、

一
生
に

一
度
の
大
事
業
で
あ
る
住
宅

新
築
時
に
町
の
施
策
に
賛
同
し
て
く
れ
る

前
向
き
な
考
え
方
は
非
常
に
あ
り
が
た

く
、
そ
の
住
民
意
識
の
高
さ
は
町
の
誇
り

で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
住
民
が
自
ら

の
手
で
美
し
い
街
並
み
景
観
を
実
現
さ
せ

て
い
る
と
い
う
強
い
思
い
が
、
行
政
主
導

で
あ
っ
た
施
策
を
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
る
。

町
全
体
を
「
金
山
型
住
宅
の

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
」
に

2006・4月号地 誠治

街
並
み
景
観
の
整
備
に
よ
り
、
あ
る
程

度
の
経
済
効
果
が
得
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
町
が
自
立
す
る
上
で
は
さ
ら
な
る
ス

テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
や
住
み
や
す
い

住
環
境
な
ど
の
視
点
を
加
え
な
が
ら
、
徹

底
的
に
景
観
・
環
境
に
こ
だ
わ
っ
た
施
策

を
推
し
進
め
、
個
性
化
を
図
り
な
が
ら
も

独
自
の
町
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
町
を
訪
れ
た
人
か
ら

「金
山
杉
と
金

山
型
住
宅
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

持
ち
続
け
た
い
と
考
え
る
。



平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

大
豆
の
生
産
加
工
振
興
で

村
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

• 

鮫
川
村
は
福
島
県
の
南
部
に
位
置
し
、

村
の
大
部
分
が
標
高
四
百

1
七
百
メ
ー
ト

ル
の
典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
、
畜
産
と

稲
作
、
夏
秋
野
菜
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

農
業
中
心
の
村
(
人
口
四
千
三
百
人
)
で

あ
る
。
こ
こ
十
年
間
に
農
業
生
産
額
は

一

六
%
、
小
売
業
の
販
売
額
が
三
九
%
減
少

す
る
な
ど
、
地
域
経
済
が
停
滞
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
化
率
が
約
三

O
%
に
達
し
、

医
療
費
が
こ
こ
十
年
間
に
二
四
・
五
%
増

加
し
た
。
さ
ら
に
本
村
は
、
市
町
村
合
併

に
対
す
る
住
民
投
票
の
結
果
、
自
立
の
道

を
選
択
し
て
お
り
、
自
立
の
た
め
に
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
と
、
低
迷
し
て
い
る
地

域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

大
豆
特
産
晶
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
を
発
足

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
村
長

の
提
唱
に
よ
り
平
成
十
五
年
十
二
月、

企
画
調
整
課
長

• 鈴
木
治
男

「豆
で
達
者
な
む
ら
づ
く
り
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
豆
に
特
化
し
た
の
は
、
こ
の

事
業
で

一
点
を
突
破
し
、
自
信
を
つ
け
て

次
の
展
開
に
入
り
や
す
く
す
る
た
め
で
も

あ
っ
た
(
一
点
突
破
・
全
而
展
開
方
式
)
。

ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
役
場
内
に

「
大
豆

特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
」

(
企
画
、
農
林
、
保
健
関
係
職
員
で
構
成
)

を
発
足
さ
せ
、
醸
造
学
の
権
威
者
で
あ
る

東
京
農
大
の
舘
博
教
授

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お

願
い
し
た
。
大
豆
に
こ

だ
わ
っ
た
の
は
、
日
本

型
食
生
活
の
基
本
を
成

し
、
多
様
な
加
工
が
可

能
で
あ
り
、
疾
病
予
防

な
ど
の
機
能
性
に
優
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
村

の
高
齢
者
は
、
昔
か
ら

自
家
消
費
用
み
そ
な
ど

の
加
工
の
た
め
に
大
豆
を
栽
培
し
て
お

り
、
栽
培
技
術
に
長
じ
て
い
た
な
ど
が
、

主
な
理
由
で
あ
る
。

こ
の
事
業
を
効
果
的

・
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め

「地
域
再
生
計
画
」
(
里
山
の

食
と
農

・
自
然
を
活
か
す
地
域
再
生
計

画
)
を
つ
く
り
、
平
成
十
六
年
六
月
に
国

の
認
定
を
受
け
た
。
最
初
の
事
業
と
し
て
、

六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
大
豆
と
エ
ゴ
マ
の
栽
培
を

奨
励
し
た
(
参
加
農
家
十
六
年

度
百
三
十
戸

↓
十
七
年
度
二

百
二
十
二
戸
)
。
こ
れ
と
併
行

し
て
若
手
職
員

一
人
を
東
京
農

大
の
大
学
院
に
研
究
生
と
し
て

派
遣
し
、
舘
教
授
の
下
で
発
酵

学
を
学
ば
せ
た
。

特
産
晶
の
相
次
ぐ
開
発
と

販
売
所
の
オ
ー
プ
ン

特
産
品
開
発
の
第

一
弾
と
し

て
、
東
京
農
大
と

の
連
携
で

「ド
リ

ン
ク
用
き
な
粉
」
を
開
発

し
た
。
お
湯
に
溶
け
や
す

く
、
風
味
豊
か
で
、
売
り

出
し
た
結
果
、
大
き
な
反

響
が
あ
り
、
好
調
な
売
り

上
げ
に
よ
っ
て
職
員

・
村

民
の
自
信
へ
と
つ
な
が
っ

た
。
ま
た
、
農
大
と
の
連

携
で

「麹
加
工
機
械
」
を

みその加工

めの 習グ観 る 上園・・Eヨ晶画.:.咽・E人:・・E祖..  匝里圃量当官 あ し 品が功昧開
ものリ・た今回盟国園調 E 罵園 凶 圃 圃 圃圃圃圃圃置こるてを開 し 噌発
さの受 1白め後る町宮 陣置・吋W .7WI司明EE--E'E温れ 。 、開発た H し
らをけン然には売 聞置認F一元 ・z・~ 可1園田E画盛極量ら み発し 。「
「 入ツ生有、れ園田盈:弘ムィニー'ft~"""~~-J.，，Vi' t..、羽聴監理の そ した 豆 そま
る地れ l態機さ行薗殴磐ぺ豆地Y 10JYJ 璽翻 商 と、品腐ばろ
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::;gi護身:受z実2干;7557;tそZ2 32i ??i 
考す川環か農を 。予販加し六内ラ郷のプめ直昨稚場 行腐用福とる
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い
る
。
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
づ
く
り
活
性
化
パ
ス
土
浦

士ア
ィ
パ
ス
に
よ
る

中
心
市
街
地
活
性
化

土
浦
市
は
、
霞
ヶ
浦
の
西
岸
に
位
置
し
、

東
京
か
ら
六
十
キ
ロ
、
新
東
京
国
際
空
港

か
ら
四
十
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
茨
城
県
南

の
中
心
都
市
で
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
城
下
町
と
し
て
栄

え
、
県
南
の
商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て

き
た
が
、
大
型
庖
の
郊
外
立
地
や
交
通
事

情
な
ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化

が
進
ん
で
い
る
。

中
心
市
街
地
は
、
城
下
町
で
あ

る
た
め
に
街
路
が
狭
く
、
車
で
は

走
り
づ
ら
い
と
い
う
消
費
者
の
不

満
と
、
郊
外
に
向
か
う
消
費
者
を

呼
び
戻
す
手
段
と
し
て
、

「ま
ち

づ
く
り
活
性
化
パ
ス

・
キ
ラ
ラ
ち

ゃ
ん
」
が
発
案
さ
れ
た
。

平
成
十
三
年
に
市
、
商
工
会
議

所
、
企
業
、
住
民
を
メ
ン
バ
ー
と

し
た

「中
心
市
街
地
活
性
化
の
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
検
討

コ
ミ
ユ

• 小
松
重
雄

理
事
長

会
」
が
設
立
。
以
来
、
運
輸
関
係
者
、
福

祉

・
医
療
関
係
者
、
観
光
関
係
者
な
ど
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

パ
ス
実
現
の
た
め
の
検
討
が
続
け
ら
れ
て

き
た
。
実
現
化
に
向
け
て
①
中
心
市
街
地

の
活
性
化
②
パ
ス
利
用
不
便
地
域
の
緩
和

③
公
共
交
通
利
用
の
促
進
|
の
三
点
を

目
的
と
す
る
運
行
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

とぶ 共 客しう距街あ 人 二 が 二 車 とのでにな

22主主喜三号緊 急君主丈品交突きZZ委E葬 当震
れにが車果コあら ケ 市つ、在と万てをこな地路 初ケ
るよなす、 l つ歩浦のて ー は見人い超と路域線 予浦
。りいる 高 スたくは地い日乗込、るえか線 住 に 想コ
、地よ齢をがに、域る 平車 ん 一 。るらの民つ を l
需 域う者 霞 、は中 資 。均数で日 当 乗、 設 のい 超ス
要とにやケ 設 遠心源 三 九い 平 初 車当定意 て えの
が中な親浦定い市で 百 万た均乗 率 初が 見 向 る設

刊はれ 悪日 r..，，-=; r ~.:ごlh- 2 コ 乗定
起街 。 れココ 茸守市問弁!こ J~tí\ 三 日 映 l 害で
さ地既、 1 1圃凶，-副1'1!:~ l叫J '，d-r ~i"::'-~ しス 数
れを 存 観スス ー .."..，・開 F主主 Lユ，"""，.正一号 、設
た 結 公光との ・・・Il:官#神配置.胃、~培盟国邑 ミ 真定

「キララちゃん」パスと利用客

地
域
通
貨
と
の
連
携
で

商
届
街
に
相
乗
効
果

ま
た
、

当
初
の
目
的
で
あ
る
中
心
市
街

地
の
活
性
化
の
た
め
、
パ
ス
利
用
者
と
商

庖
を
結
ぶ
仕
組
み
づ
く
り
の

一
環
と
し

て
、
地
域
通
貨
「
キ
ラ
ラ
」
を
導
入
し
て
い

る
。
当
日
乗
車
証
明
券
を
持
参
し
て
、
協
賛

屈
で
千
円
以
上
の
買
い
物
を
す
る
と
地
域

12 

通
貨
券

一
枚
が
も
ら
え
、
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん

パ
ス
乗
車
券
と
し
て
利
用
で
き
る
。
協
賛

庖
は
当
初
約
九
十
底
舗
だ

っ
た
が
、
現
在

は
二
百
を
超
す
庖
舗
数
と
な

っ
て
い
る
。

j
a圃
目

・

地
域
通
貨
と
連
携

一国

岡

国

さ
せ
る
こ
と
に
よ

Ea---・悶
る

パ

ス

乗

客
と
商

沼野
正
園
田
岡
剛
凶

山岡
パ
岨
a闇
醐
庖
街
活
性
化
の
相

調
h
-
r
n
dy
M
T
E刷
園
田

Ba

一喝

4'ι
ト

4
i
J回
目
同

E
島
田

FE--
乗
効
果
が
出
て
お

・
・
・
・
・
・
圃

り
、
商
庖
街
の
経

・
・
・

a・
闇
A

済
効
果
は
二
千
百

--
1.潤凶
"
』

内

f
d喝
ー凶

圏

諸

万

円
以
上
と
見
込

・
・
・
田
園

ド

ま
れ
て
い
る
。

-----E
M他方で
は
、
地

・・・・・・・・・・・・
・・ち

.

.

.

.

.

.

.
 一打

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

園
田
・
・
・
・
・
同

が
交
替
で
パ
ス
に

乗
り
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
通
行
安

全
確
保
や
地
域
通
貨
キ
ラ
ラ
の
利
用
方
法

の
広
報
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
パ
ス
が
地
域
住

民
と
の
触
れ
合
い
パ
ス
と
な

っ
て
お
り
、

地
域
住
民
や
高
齢
者

・
障
害
者
な
ど
の
交

流
が
図
ら
れ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
的
な
ま

ち

・
商
庖
街
を
つ
く
り
上
げ
る
か
を
協
議

し
、
中
心
市
街
地
の

「訪
れ
た
く
な
る
ま

ち
づ
く
り
」「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
、
パ
ス
利
用
者
の
増
加
を

図
る
こ
と
で
、
市
街
地
活
性
化
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

2006・4月号地域~也



特
定
非
営
利
活
動
法
人
飛
組

平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

防
犯
活
動
と
ま
ち
ゼ
つ
く
り
を

体
的
に
展
開

前
橋
市
日
吉
町
二
丁
目
は
中
心
市
街
地

に
近
く
、
戦
後
に
移
り
住
ん
だ
人
が
多
い

静
か
な
住
宅
地
で
、
約
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
世
帯
数
三
百
八
十
戸
、
人
口

一
千
人
が

暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
町
の
有
志
で
つ
く

る
祭
実
行
委
員
会
が
、
江
戸
時
代

の
前
橋
祇
園
祭
の
華
や
か
さ
を
復

み

ニ
し

活
さ
せ
よ
う
と
、
山
車
や
神
輿
を

新
調
し
、
親
ぼ
く
の
輸
を
広
げ
て

き
た
。祭

実
行
委
員
会
が

ま
ち
がっ
く
り
団
体
に
衣
替
-
え

し
か
し
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

こ
の
団
結
力
を
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
大
災
害
の
時
な
ど
三
日

か
ら

)
週
間
は
、

支
援
の
手
が
回

ら
な
い
、
そ
の
聞
は
地
域
で
頑
張
る
必
要

が
あ
る
。
食
事
の
提
供
も
必
要
だ
。
お
年

寄
り
も
助
け
る
必
要
が
あ
る
。
治
安
も
維

持
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
環
境
保

熊
魯

繁

副
理
事
長

• 

製作何な_l-'恒常事評暫空軍E P 団は 全
しるとめ・ ~，~泊齢J26F 市場冨忌哩盟国L 地 O 体 自 も
全 こから・ \，.-.盟t叩..... ~;~司.域法に分大
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にになた 凋・r-.... 孟~軍陣哩..J圃，...--~j 着「替 ちだ
配なけま |唱r.開田・・A.圃・・・園田型飛ひえで
布りれま L-___ Uf.軍，[""j・・~・・・E司曹F闘の組;すや 自

し、ばで 難な人年体く組他ド占目法 」 るろ分
た町とよこ 事 くに 五 でれに町長めの人のこうた
。内防いの件 J移月ある残にんる 会 で誕ととち

i T232btE3TJそごd5i i 5i i 
所タュ泥し内て P成ト力てたの九町るたづる
で lふ 棒 ?に問 O 十 なしも人 貸 割 二。。 くこ
作を 。に 。盗も法 五 団て飛が 家 を 丁 N りと

そ
の
後
、

警
察
署
と
の
意
見
交
換
会
で

泥
棒
は
明
る
さ
を
嫌
う
話
を
伺
っ
た
。
会

員
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
人
が
い
る
。

電
気
工
事
士
、
大
工
、
溶
接
工
、
建
物
保

守
作
業
者
、
建
築
士
な
ど
の
技
術
者
が
い

る
。
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
工
事
に
協
力
し

て
く
れ
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
皆
快
く
引

き
受
け
て
く
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
内
各
戸
に
防
犯
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
百
五
十
個
を
取
り
付
け

た
。
こ
れ
で
安
心
と
思
っ
た
ら
、
数
件
泥

棒
に
入
ら
れ
た
。
そ
れ
な
ら
も
っ
と
泥
棒

が
嫌
う
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
た
。車

に
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
て

パ
ト
ロ
ー
ル

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
基
準
も
つ

く
っ
た
。
安
全
は
地
域
全
体
で
考
え
、
効

果
的
に
配
置
す
る
。
取
り
付
け
工
事
も
技

術
者
た
ち
の

士
、

日
曜
日
の
作
業
だ
。

群
馬
大
学
工
学
部

の
協
力
を

得

て、

町
内
の
主
要
な
所

に
防
犯
カ
メ
ラ
三

十
五
台
を
設
置
し、

二
十
四
時
間
作
動

し
て
い
る
。

ま
た
、

青
色
回

転
灯
を
会
員
の
自

家
用
自
動
車
十

一

台
に
装
備
し
て
、
前
橋
市
内
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

皆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
て
い
る
。

活
動
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が
寄
付
金
で、

祭
の
時
の
任
意
の
寄
付
を
全
部
使
わ
ず
、

防
犯
活
動
や
災
害
備
蓄
、
環
境
保
全
な
ど

に
使

っ
て
い
る
。
飛
組
の
下
部
組
織
の
雅

会
が
祭
の
時
に
大
量
に
作
る
調
理
業
務

は
、
非
常
災
害
時
の
食
事
提
供
に
即
対
応
で

き
、
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構
築
さ
れ
て

い
る
。
祭
り
の
時
だ
け
の
活
動
よ
り
、
地
域

住
民
の
協
力
も
高
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

祭
開
催
の
力
が
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題

に
即
応
で
き
る
体
制
に
整
い
つ
つ
あ
る
。

地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
さ
ま
ざ

ま
な
特
技
を
持
っ
た
人
が
お
り
、
総
合
す

る
と
す
ご
い
力
に
な
る
。
一

声
掛
け
る
と

協
力
的
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
力

を
利
用
で
き
る
組
織
づ
く
り
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

住
民
が
行
政
に
す
べ

て
頼
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
と
協
働
し
、

住
民
自
ら
行
う
方
が

効
率
的
な
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
そ
う
だ
。
今

後
も
で
き
る
こ
と
か
ら

少
し
ず
つ
、
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

地 同也2006・4月号13 



ア
ボ
ボ
高
届
街
振
興
組
合

協
働
連
携
に
よ
っ
て

街
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
活
性
化

• 
ア
ポ
ポ
は

「
街
申
が
ス
テ
ー
ジ
だ
!
」

"
ア
っ
と
い
う
ま
に
ひ
と
ボ
こ
ポ
こ
“
を

目
指
し
た
ま
ち
ε

つ
く
り
を
始
め
て
ほ
ほ
十

年
。
き
っ
か
け
は
、
商
庖
街
を
法
人
化
し

た
時
に
付
け
た
名
前
の
「
入
岡
市
壱
番
街

商
庖
街
」
が
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、
愛
称

募
集
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
ア
ポ
ポ
と
い
う
名
は
、

二
千
八
百
二

十
六
通
の
応
募
の
中
か
ら
学
生
の
提
案
に

よ
り
、
敗
者
復
活
に
よ
っ
て
決
定
。
そ
の

後
、
活
動
は
地
元
の
祭
り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
や
商
脂
街
マ
ッ
プ

・
逸
品
カ
タ
ロ
グ
作

成
、
大
型
庖
や
大
学

・
映
画
館
と
の
連
携
、

街
路
の
景
観
整
備
事
業

(
T
M
O
事
業
)

へ
と
発
展
し
た
。

ソ
フ
卜
事
業
で

大
型
届
な
ど
と
連
携

夏
恒
例
の
サ
マ

l
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

地
元
の
神
社
の
春
や
秋
の
祭
り
に
、
地
元

• 松
井
秀
男

専
務
理
事

ツ
プ
で
周
辺
を
歩
い
て
も
ら
う
推
薦
コ
ー

ス
を
紹
介
し
た
り
、
地
元
の
商
庖
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
逸
品
情
報
カ
タ
ロ
グ
を

作
成
し
て
配
布
し
た
。
お
隣
の
町
屋
通
り

商
庖
街
と
連
携
し
て
探
検
隊
を
組

司
副

織
し
、
情
報
を
集
め
、
消
費
者
も

曜
圏

含
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
閉
院
即

行
い
、
検
討
し
た
結
果
、
い
い
も
で

A

の
が
で
き
上
が
っ
た
。

一

、
J

大
型
庖
と
の
連
携
で
は
、
「
い
固
E

・

る
ま
ん
な
か
協
議
会
」
を
つ
く
り
、

・
・
園

瓦
版
(
年
六
回
発
行
)
や
歳
末
ス

.

.

.
 

タ
ン
プ
ラ
リ
l
(大
型
庖
と
商
庖

聞
縄

街
の
ス
タ
ン
プ
が
そ
ろ
う
と
抽
選

調
輔

が
で
き
る
)
を
実
施
、
来
訪
客
に

開
園
E

好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
丸
広
百

-
--

貨
庖
が

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
l
ル
を
開

放
し
て
く
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
活
用
、
写
真
展
や
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
に
利
用

し
て
い
る
。

シ
、
不
コ
ン
の
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ

14 

駅
前
街
路
の

景
観
整
備
事
業
を
実
施

駅
前
区
画
整
理
事
業
の
最
後
の
仕
上
げ

と
し
て
、
電
線
地
中
化
に
合
わ
せ
街
路
灯

三
十

一
基
、
絵
タ

イ
ル

二
十
五
カ

所
、
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
ボ
l
ド

2006・4月号地誠治

八
カ
所
を
設
置
し

た
。
街
路
灯
は
歩

道
を
照
ら
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
茶

の
花
を
あ
し
ら
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。

絵
タ
イ
ル
は
歩
道

の
八
十
セ
ン
チ
角
に
設
け
た
も
の
で
、
地

元
中
学
校
・
高
校
・
大
学
や
美
術
サ
ー
ク

ル
や
芸
術
家
に
お
願
い
し
て
描
画
し
て
も

ち

ら
い
、
設
置
し
た
。
イ
ン
フ
ォ
メ

ザ

l
シ
ヨ
ン
ボ
l
ド
は
東
京
電
力
の

?

ド
分
電
盤
の
前
に
設
置
、
無
機
質
な

F
卜
感
じ
を
和
ら
げ
て
い
る
。
こ
の
事

E
U
業
は

T
M
O事
業
と
し
て
国
、
県
、

圃・

シ

ヨ
一
市
か
ら
の
補
助
金
も
付
き
、
昨
年

'Z
メ

同
一
一
川
の
十
二
月
二
十
三
日
に
は
完
成
記

」

わ
念
式
典
も
行
っ
た
。

今
後
は
、
も
っ
と
商
庖
街
の
フ
ァ
ン
を

増
や
す
べ
く
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
地
域

の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
し
て
、
挑
戦

を
続
け
て
い
く
。

景観整備事業完成記念コンサー卜

マ
と
の
連
携
で

は
、
自
主
上
映
会

や
試
写
会
を
年
数

回
実
施
し
た
り
、
新
成
人
に
映
画
チ
ケ
ッ

ト
を
配
っ
た
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
映
画
館

に
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
の
開
拓
に

も
力
を
入
れ
た
。



上
野
の
山
文
化
ゾ

l
ン
連
絡
協
議
会

異
な
る
組
織
が
上
野
の
山
か
ら

文
化
芸
術
情
報
を
発
信

平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

東
京
都
台
東
区
と
言
っ
て
も
ぴ
ん
と
く

る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
上
野
、

浅
草
と
言
っ
た
方
が
親
し
み
を
感
じ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

上
野
の
山
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
、

国
立
科
学
博
物
館
、
国
立
西
洋
美
術
館
、

東
京
文
化
会
館
、
東
京
整
術
大
学
な
ど
、

日
本
の
芸
術
文
化
の
入
り
口
が
あ
り
、
浅

草
に
は
江
戸
の
町
人
文
化
が
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
十
平
方
キ
ロ
と
い
う
小
さ
な
面

積
に
、
お
も
ち
ゃ
箱
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
の
が
台
東
区
で

あ
る
。

文
化
施
設
が
結
集
し

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

上
野
公
園
は
平
成
十
八
年
、
百
三
十
年

を
迎
え
る
。
徳
川
将
軍
家
の
菩
提
寺
で
あ

っ
た
寛
永
寺
や
国
立
、
都
立
、
区
立
の
博

物
館
、

美
術
館
、

音
楽
ホ
l
ル
、
国
立
の

芸
術
大
学
、
学
術
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

事
務
局

(台
東
区
企
画
財
政
部

文
化
振
興
課
長
)

・

太
田
清
聞

都
民
の
憩
い
の
場
と
と
も
に
、
日
本
の
文

化
芸
術
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

運
営
母
体
が
異
な
る
文
化
施
設
が
相
互

に
交
流
し
な
が
ら
、
各
館
の
魅
力
と
個
性

を
結
集
し
、
上
野
の
山
を
芸
術
・
文
化
の

拠
点
と
し
て
発
展
・
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
平
成
二
年、

「上
野
の
山
文
化

ゾ
l
ン
連
絡
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
会

長
は
日
本
画
家
で
あ
り
、
前
東
京
整
術
大

学
学
長
の
平
山
郁
夫
氏
が
就
任
し
、
委
員

と
し
て
上
野
の
山
に
あ
る
文
化
、

学
術
施

設
、
観
光
連
盟
、
民
間
企
業
、
鉄
道
事
業

者
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

協
議
会
の
意
見
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、

「上
野
の
山
文
化
ゾ

l
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
開
催
で
あ
る
。
毎
年
秋
に
、
上
野

の
山
全
体
で
企
画
展
や
講
演
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
も
の
で
、
平
成
四
年

に
始
ま
り
、
今
年
で
十
五
年
目
を
迎
え
る
。

講
演
会
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
平
山
郁
夫
会
長

の
山
全
体
と
し
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。

の
講
演
を
は
じ
め
、
日
本
学
士
院
、
日
本

芸
術
院
な
ど
の
会
員
の
協
力
を
得
て
、
著

名
な
人
に
よ
る
講
演
会
を
無
料
で
開
催
し

て
い
る
。
ま
た
、
寛
永
寺
で
の
徳
川
歴
代

将
軍
の
霊
廟
の
特
別
公
開
な
ど
は
毎
年
抽

選
と
な
る
人
気
で
あ
る
。

各
文
化
施
設
の
企
画
展

・
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
紹
介
す
る
年
二
回
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
分
か
り
ゃ
す

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
。
ま
た
、
区
や

各
館
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
を
利
用
し
、
上
野

連
携
に
よ
る
文
化
息
づ
く

活
力
あ
る
ま
ち
-つ
く
り
に
挑
戦

今
回
の
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
異
な
る
組
織
体
が

連
携
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た

さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
協
議
会
で
の
交
流
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま

れ
て
き
て
い
る
。
平
成
十
七

年
度
に
は
、
東
京
国
立
博
物

館
や
国
立
科
学
博
物
館
、
区

立
朝
倉
彫
塑
館
の
展
示
会
場

を
利
用
し
、
台
東
区
の
芸
術

家
の
演
奏
を
行
う
な
ど
、
文

化
ゾ

l
ン
の
連
携
に
よ
り
、

新
し
い
文
化
の
表
現
に
も
挑

戦
し
て
い
る
。

ま
た
、
上
野
の
山
で
は
、

東
京
都
美
術
館
の
八
十
周
年

や
東
京
整
術
大
学
百
二
十
周

年
な
ど
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
今
後
と
も
上
野
の
山
の

文
化
ゾ

l
ン
の
連
携
に
よ

る
、
文
化
が
息
づ
く
に
ぎ
わ

い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た

'v 
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住
江
町
商
庖
街
振
興
組
合

老
い
支
度
か
ら
生
ま
れ
た

「
お
う
め
ま
る
ご
と
博
物
館
」

仲
間
の
ハ
ン
コ
屋
さ
ん
が
閉
庖
し
、
そ

の
前
は
食
料
品
庖
で
、
ま
た
ま
た
そ
の
前

に
は
衣
料
品
屋
さ
ん
が
底
を
閉
じ
た
。
そ

お
や
じ

れ
ぞ
れ
が
親
父
の
代
か
ら
の
長
い
付
き
合

い
の
あ
る
商
応
街
仲
間
だ
っ
た
。
怖
い
も

の
で
シ
ャ
タ

l
を
下
ろ
し
た
庖
や
取
り
壊

さ
れ
た
庖
の
跡
は
駐
車
場
と
な
り
、

昔
か

ら
の
商
庖
街
の
空
気
を
カ
ラ
カ
ラ
に
変
貌

さ
せ
て
い
る
。
商
庖
街
が
老
い
た
の
だ
。

商
庖
街
が
老
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

商
庖
街
の
老
い
を
知
る
こ
と
で

始
め
る
街
づ
く
り

人
間
誰
し
も
が
老
い
を
感
じ
、
そ
の
支

度
を
す
る
時
は
、
モ
ノ
の
整
理
と
心
の
覚

悟
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
商
庖

街
の
活
性
化
を
老
い
支
度
の
観
点
か
ら
始

め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
商
庖
街
の
歴

史
か
ら
生
ま
れ
た
モ
ノ
を
、
捨
て
る
の
と

生
か
す
の
に
分
け
た
。
す
る
と
、
捨
て
る

の
は
と
も
か
く
、
残
す
価
値
の
あ
る
モ
ノ

青
梅
赤
縁
不
二
夫
館
館
長

横
川
秀
利

• 

が
商
庖
街
に
意
外
と
多
い
の
に
気
が
付
い

た
。昭

和
レ
ト
ロ
商
品
博
物
館
、

青
梅
赤
塚

不
二
夫
会
館
、
昭
和
幻
燈
館
の
三
つ
の
博

物
館
や
映
画
看
板、

雪
女
の
部
屋
、
ネ
コ

公
園
、
お
化
け
電
話
、
時
計
塔
、
招
き
猫

神
社
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
こ
の
商
庖
街

で
生
ま
れ
育

っ
た
私
た
ち
ゃ
庖
の
数
々

・:
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
財
産
を
次
世
代

に
託
す
作
業
の
中
で
生
か
す
方
法
は
な
い

も
の
か
と
皆
で
考
え
た
。

昭和レ 卜口商品博物館

そシ東マ まヤ興zとてのし色持物が商 が街ちし庖
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野
毛
大
道
芸
実
行
委
員
会

地
域
を
代
表
す
る

大
型
イ
ベ
ン
ト
に
発
展

平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

野
毛
大
道
芸
は
、
平
成
十
七
年
四
月
の

開
催
で
「
第
三
十
回
二
十
年
」
の
節
目
を

終
え
、
多
く
の
人
の
協
力
・
指
導
に
よ
り
、

囲
内
を
は
じ
め
世
界
に
発
信
で
き
る
地
域

活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
自
負
し

て
い
る
。

と
ま
や

さ
て
、
横
浜
・
野
毛
は
そ
の
昔
、
苫
屋

の
煙
が
た
な
び
く
小
さ
な
漁
村
で
あ
り
、

開
国
の
中
で
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
発
展

し
て
き
た
。
野
毛
の
民
謡
で
あ
る
「
ノ
l

エ
節
」
に
は
、
野
毛
の
山
か
ら
異
人
館
を

見
れ
ば
、
鉄
砲
担
い
だ
外
国
兵
が
隊
列
を

組
ん
で
行
進
を
し
て
い
た
様
子
が
見
え

た
、
と
歌
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
最
初
の
鉄
道
の
終
点
で
あ

っ
た
横
浜
駅
は
、
現
J
R
桜
木
町
駅
で
あ

り、

当
時
の
に
ぎ
わ
い
は
相
当
の
も
の
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

土
地
柄
か
ら
、
開
港
時
に
伊
勢
山
皇
大
神

宮
や
成
田
山
横
浜
別
院
(
野
毛
の
お
不
動

、.
，
一h-v-
実
行
委
員
長

• 河
本
博
文

様
)
が
建
立
さ
れ
、
港
を
行
き
交
う
船
や

外
国
に
出
港
す
る
船
の
航
海
安
全
、
町
の

安
全
と
繁
栄
を
見
守
っ
て
き
た
。

地
盤
沈
下
し
た
商
庖
街
の

に
ぎ
わ
い
復
活
に
参
加

野
毛
は
、
門
前
町
と
し
て
も
多
く
の
人

や

し

が
集
ま
り
、
そ
こ
に
香
具
師
や
大
道
芸
人

た
ち
も
集
ま
り
、
見
せ
物
小
屋
が
で
き
、

芸
人
が
い
ろ
い
ろ
な
芸
を
披
露
し
て
い

た
。
そ
の
に
ぎ
わ
い
も
戦
後
、
焼
け
野
原

と
な
っ
た
野
毛
に
闇
市
が
で
き
、
野
毛
に

行
け
ば
何
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
、
復
活
し

た
が
、
終
点
で
あ
っ
た
国
鉄
桜
木
町
駅
が

延
伸
に
よ
っ
て
通
過
駅
と
な
り
、
野
毛
商

庖
街
の
露
庖
も
撤
去
さ
れ
た
上
、
近
郊
の

開
発
な
ど
も
あ
り
、
野
毛
全
体
の
地
盤
沈

下
が
続
い
た
。

そ
の
後
、
み
な
と
み
ら
い
地
区
の
開
発
、

東
急
東
横
線
の
廃
線
と
い
う
二
重
三
重
苦

の
中
で
、
地
元
有
志
が
昔
の
に
ぎ
わ
い
を

復
活
さ
せ
よ
う
と
、
商
庖
街
で
街
頭
画
廊

を
開
催
し
、
そ
の
時
に
大
道
芸
人
の
参
加

を
お
願
い
し
た
の
が
、
野
毛
大
道
芸
の
始

ま
り
で
あ
る
。

最
初
は
数
十
人
の
お
客
し
か
集
ま
ら
な

か
っ
た
が
、
春
と
秋
の
野
毛
祭
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
客
も
増
え
、

今
日
、

百
万
人
を
超
、
え
る
見
物
人
や
観
光
客
で
あ

ふ
れ
で
い
る
。
し
か
し
、
野
毛
大
道
芸
と

し
て
拡
大
す
る
う
ち
に
経
費
も
増
大
し
、

よ

み

今
年
は
二
十

一
年
目
と
し
て
「
黄
泉
が
え

り
」
を
テ
l
マ
に
し
て
原
点
回
帰
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
手
作
り
の
野
毛
大
道
芸
と
し

て
地
区
住
民
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

倹
約
に
心
掛
け
て
企
画
運
営
の
準
備
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
お
客
が
楽
し
く
見
れ
る

ピエロと子ども (野毛商庖街)

ょ
う
、
素
晴
ら
し
い
芸
を
披
露
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。

グラスに水を入れてのワンマンバンド (野毛商庖街)

新
潟
と
連
携
し
た

地
域
の
相
互
活
性
化
に
貢
献
ヘ

今
回
は
、
特
別
企
画
と
し
て
大
道
芸
だ

け
で
な
く
、
新
潟
県
の
関
係
者
と
連
携
し

て
、
新
潟
物
産
展
を
会
場
に
し
て
開
催
す

る
。
こ
の
企
画
は
、
町
と
町
が
連
帯
し
て

地
域
の
ま
ち
お
こ
し
に
な
れ
ば
と
思
い
、

計
画
し
た
。
中
越
震
災
や
雪
害
に
頑
張
っ

て
い
る
新
潟
の
人
に
い
く
ら
か
で
も
協
力

で
き
れ
ば
と
思
い
つ
つ
、
ま
た
地
域
活
性

化
に
お
互
い
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
と
地
域
の
連
携

で
互
い
に
活
性
化
す
る
よ
う
、
他
の
地
域

と
も
協
力
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

2006・4月号 誌記誕ぬ17 



ス
ー
パ
ー
-
〈
火
勢
実
行
委
員
会

伝
統
的
な
火
祭
り
を

地
域
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
継
承
・
発
展

お
お
い

大
飯
町
(
現
お
お
い
町
)
は
福
井
県
の

西
端
に
位
置
し
、
昭
和
三
十
年
に
三
つ
の

村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
人
口
約
六
千
五

百
人
の
町
で
あ
る
。

合
併
に
伴
う
町
民
連
携
の

「
炎
」
の
祭
典

こ
の
町
が
町
制
施
行
四
十
周
年
(
平
成

七
年
)
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
各
地
区
が

一
つ
と
な
れ
る
町
の
イ
ベ
ン
ト
の
創
造

と
、
記
念
行
事
を
町
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト

と
す
る
こ
と
に
よ
り
町
民
同
士
の
連
帯
感

の
醸
成
を
図
ろ
う
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
で
企
画
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

本
町
は
弥
生
時
代
に
塩
を
焚
き
、
都
に
送

っ
て
い
た
。
そ
し
て
今
、
そ
の
火
が
原
子

力
と
な
っ
て
都
市
を
支
え
て
い
る
。
ま
た
、

わ
が
町
に
は
三
百
年
余
り
の
伝
統
を
持
つ

愛
宕
の
火
祭
り
大
火
勢
(
う
ち
福
谷
区
の

大
火
勢
が
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
)
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
う

委
員
長

• 古
池

久

総さタ渡炎さニはの パし しなし保象久にし
勢れ I しをれユ、メス lていくて 存徴のな た
約たトの採てメ丸 1 1大壮町 未、すと炎ぞ「
五悠す儀火いン 山ンパ火絶の 来そるし 」 っき
百 久る 」 するト公イ l勢な伝へのこてとての
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受 地はナとく熱い 一一一- "，J ー~"t"一一ー-ーーー け人集悠人 」 勢、海れ 青つ
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を
、
見
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
派
手
な

イ
ベ
ン
ト
に
変
え
た
」
と
い
っ
た
批
判
の

声
も
聞
か
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
回
を

重
ね
、
町
を
挙
げ
て
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
い
く
中
で
、
現
在
で
は
新

旧
の
大
火
勢
が
お
互
い
を
高
め
合
う
関
係

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

町
の
一
番
熱
い
一
日
を
演
出
し
て

地
域
を
活
性
化

2006・4月号j議誕誕~

町
民
総
参
加
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
多
く

の
町
民
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
運
営
に

参
加
し
て
い
る
。
行
列
に
用
い
る
松
明
の

製
作
を
は
じ
め
、
準
備
作
業
や
当
日
の
運

営
、
翌
日
の
会
場
清
掃
な
ど
、
町
内
五
十

二
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た

「
ス
ー
パ
ー
大
火

勢
推
進
員」

や
各
種
団
体
、
町
職
員
の
協

力
に
よ
り
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
成
り
立
っ
て

い
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
る
の
ぼ
り
旗
立
て
は
、

実
行
委
員
会
と

と
も
に
町
民
の
手
に
よ
り
町
内
全
域
で

一

斉
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
日
に

合
わ
せ
帰
郷
す
る
人
も
多
く
、
み
ん
な
で

作
り
上
げ
、
み
ん
な
が
楽
し
み
に
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
成
長
し
て
き
た
。

町
民
に
何
ら
か
の
形
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ー
パ
ー
大
火

勢
が
立
ち
上
が
っ
た
時
の
感
動
を
分
か
ち

合
い
た
い
。
そ
の
思
い
を
胸
に
、
今
後
も
、

大
飯
町
の

一
番
熱
い

一
日
を
演
出
し
、
わ

が
町
の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
き
た
い
。



平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
を

保
存
・
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

美
濃
市
は
、
岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
面

積
約
百
十
七
平
方
キ
ロ
、
長
良
川
な
ど
の

清
流
や
豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ
た
都
市
で
あ

る
。
「
住
み
た
い
ま
ち
訪
れ
た
い
ま
ち
美

濃
市
」
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
千
三
百
年
の
歴
史
を
誇
る
美
濃

和
紙
の
産
地
を
持
ち
、
市
の
中
心
部
に
は
、

和
紙
に
ま
つ
わ
る
商
家
が
連
な
っ
て
い

る
。
そ
の
商
家
に
は
、
財
力
の
象
徴
で
あ

る

「う
だ
つ
」
を
残
す
家
屋
が
十
九
軒
も

現
存
し
て
い
る
。
「
う
だ
つ
が
上
が
る
、

上
が
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
に
も

な
っ
た
、
あ
の

「う
だ
つ
」
で
あ
る
。
こ

の

「う
だ
つ
」
か
ら
美
濃
市
の
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
っ
た
。

国
の
保
全
地
区
選
定
を
機
に

官
民
協
働
で
景
観
を
整
備

う
だ
つ
の
町
並
み
に
暮
ら
す
人
々
の
大

半
は
、
そ
の
価
値
に
気
付
い
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、

二
十
年
ほ
ど
前
、
町
並
み

総
務
部
総
合
政
策
課

ま
ち
づ
く
り
係
長

加
藤
広
安

• 

の
歴
史
的
価
値
を
再
認
識
し
た
こ
と
か

ら
、
住
民
の
中
に
そ
の
保
存
に
取
り
組
む

気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
地
道

な
活
動
の
中
、
平
成
五
年
ご
ろ
か
ら
自
主

的
に

「美
濃
の
町
並
み
を
愛
す
る
会
」
や

「
町
並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
発
足

し
た
。
市
民
の
潜
在
的
な
郷
土
意
識
が
目

夕方の点灯を待つ美濃

和紙あかりアート展

を
覚
ま
し
た
と
吾一
守
え
よ
う
。

そ
し
て
平
成
十

一
年
五
月
十
三
日
、
う

だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
地
区
が
国
の
「
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定

さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
町
並
み
の
家
屋

修
理
・
景
観
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
住
民
の
意
見

を
反
映
し
て
策
定
す
る
な
ど
、
官
民
で
こ

の
地
区

一
帯
の
景
観
整
備
を
進
め
て
い

る
。
主
な
も
の
と
し
て
、
電
線
類
の
地
中

化
を
は
じ
め
、
商
庖
街
の
空
き
庖
舗
で
民

間
が
実
施
す
る
景
観

に
配
膳
し
た
建
造
物

の
修
理

・
修
景
に
対

す
る
支
援
な
ど
が
あ

る
。

美
濃
市
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し

た
。
行
政
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
て
い
る
。

川
を
テ
l
マ
に
し
た

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
、つ
く
り

う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
を
保
存
し
、

景
観
を
考
慮
し
た
統

一
イ
メ
ー
ジ
で
町
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
数
は
十
年
前

と
比
較
し
て
約
十
万
人
多
い
五
十
八
万
五

千
人
に
増
加
し
た
。
ま
た
、

空
き
庖
舗
で
あ
っ
た
所
に

新
た
な
庖
舗
も
開
業
し
て

活
性
化
し
て
い
る
。
住
宅

や
空
き
応
舗
活
用
な
ど
の

民
間
活
力
に
よ
る
修
理
・

修
景
は
、
現
在
も
多
く
の

補
助
要
望
が
あ
り
、
今
後

も
引
き
続
い
て
景
観
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

ま
た

一
方
で
、
千

三
百
年
の
歴
史
を
誇

シ」

る
美
濃
和
紙
と
、
う

主

だ
っ
の
上
が
る
町
並

M
-守
J

L

P

み
を
コ
ラ
ボ
レ

l
シ

計
ン
み
ベ

ヨ
ン
さ
せ
た
あ
か
り
問
料

の
オ
ブ
ジ
ェ
の
公
募

叩一万

イ
ベ
ン
ト

「
美
濃
和

光
齢

紙
あ
か
り
ア

l
ト
展
」
を
、
住
民
を
中
心

と
し
た
実
行
委
員
会
が
平
成
六
年
か
ら
開

催
し
て
い
る
。
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
も

四
十
人
以
上
に
膨
ら
み
、
活
発
に
活
動
し

て
い
る
。
う
だ
つ
の
町
並
み
そ
の
も
の
を

展
示
会
場
に
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平

成
十
六
年

(
第
十

一
回
)
が
六
百
五
十
作

品
、
来
場
者
は
二
日
間
で
九
万
人
を
超
え
、

歴
史
的
な
町
並
み
の
周

辺
は
、
清
流
長
良
川
を
は

じ
め
板
取
川
な
ど
の
豊
か
な
川
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
美
濃
市
は
、
川
を

テ
l
マ
と
す
る
ま
ち
守つ
く
り

「
日
本
ま
ん

真
ん
中
美
濃
市
ま
る
ご
と
川
の
駅
構
想
」

を
推
進
し
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
シ
テ
ィ
ー
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と

光
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ふ
れ
あ
い
パ
ス
運
嘗
協
議
会

住
民
、
行
政
、
事
業
者
の

三
位
体
に
よ
る
パ
ス
運
行

民
間
パ
ス
路
線
廃
止
に
よ
る

交
通
空
白
地
時
の
出
現

平
成
九
年
五
月
、
豊
田
市
で
パ
ス
事
業

を
行
っ
て
い
た
民
間
事
業
者
が
、
不
採
算

路
線
を
廃
止
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
市

内
で
計
七
路
線
が
翌
十
年
度
か
ら
十
二
年

度
末
に
か
け
て
姿
を
消
し
た
。
パ
ス
の
廃

止
に
よ
り
、
鉄
道
路
線
か
ら
離
れ
て
い
る

堤
地
域
(
人
口
約
二
万
八
千
人
、
約
八
千

世
帯
)
は
、
交
通
空
白
地
域
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
堤
地
域
の
九
自
治
区
は
、
独

自
の
パ
ス
運
行
「
ふ
れ
あ
い
パ
ス
」
の
実

現
に
向
け
て
検
討
を
開
始
し
た
。
市
で
は
、

公
共
交
通
が
な
く
な
る
地
域
に
対
し
、

「地
域
が
主
体
と
な
っ
て
事
前
に
利
用
者

を
確
保
す
る
」
こ
と
を
条
件
に
、

実
験
的

に
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
た
が
、
市
と
住

民
の
話
し
合
い
は
難
航
を
極
め
た
。

堤
地
域
は
経
済
圏
が
知
立
、
名
古
屋
、

岡
崎
方
面
で
あ
り
、
特
に
隣
接
の
知
立
市

• 広
瀬

へ
の
接
続
を
希
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
市

は
、
市
内
の
鉄
道
駅

(若
林
駅
、
竹
村
駅
)

へ
の
乗
り
入
れ
を
主
張
し
た
。

再
三
に
わ
た
る
協
議
の
結
果
、
市
の
理

解
を
得
て
、
接
続
は
若
林
と
知
立
市
の
両

駅
と
な
り
、
乗
り
換
え
拠
点
を
高
岡
公
国

と
し
た
。
民
間
パ
ス
は
平
成
十
二
年
八
月

末
に
正
式
に
廃
止
と
な
り
、
翌
九
月
一
日

か
ら
無
料
で
の
試
行
運
行
を
行
い
、
十
月

一
日
に
有
料
運
行
を
始
め
た
。

住
民
に
よ
る

パ
ス
運
曽
組
織
の
発
足

中
田

・
駒
場
地
区
を
含
め

た
十

一
自
治
区
に
よ
る
「
ふ

れ
あ
い
パ
ス
運
営
協
議
会
」

が
平
成
十
二
年
八
月
に
設
立
。

交
通
事
業
者
の
組
織
「
豊
田

市
生
活
交
通
運
行
事
業
者
協

会
」
、
豊
岡
市
と
の
三
者
に
よ

る
運
行
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

20 

進

こ
れ
に
よ
り
、

道
路
運
送
法

に
基
づ
く
会
員
制
貸
し
切
り

パ
ス
と
し
て
誕
生
し
た
。

運
営
協
議
会
は
パ
ス
の

P
1

R
と
利
用
者
の
確
保
、
運
行

l

事
業
者
協
会
は
パ
ス
の
安
全

運
行
、
市
は
パ
ス
運
行
経
費

の
不
足
額
の
補
助
を
担
っ
て

い
る
。
料
金
収
入
で
は
賄
え

切
れ
な
い
運
行
経
費
分
は
、

圃

市
か
ら
事
業
者
に
支
払
わ
れ
圃

る
。
現
状
で
は
、
市
が
運
行
閉

経
費
の
六
割
強
程
度
を
負
担

圃

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
五
割

程
度
に
す
る
こ
と
が
協
議
会
の
自
様
で

あ
る
。

所
用
時
間
、
利
用
者

の
な
い
バ
ス
停
を
協

議
会
、
区
長
会
で
協

議
し
て
、
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
化
と
、バ
ス
停

削
減
を
図
り
、

平
成

十
四
年
四
月
か
ら
二

路
線
に
整
理
し
て
現

在
に
至
っ

て
い
る
。

運
行
は

一
時
間
に

一

本
程
度
で
、
朝
の
通

勤
・
通
学
の
便
か
ら

急
行
パ
ス
を
知
立
駅

ま
で
走
ら
せ
て
い
る

が
、
増
便
要
望
が
出
て
い
る
。

運
賃
は

一
回
二
百
円
で
、
近
隣
の
知
立

市
の
ミ
ニ
パ
ス
、

三
好
町
の
さ
ん
さ
ん
パ

ス
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
に
比
べ
割

高
で
あ
る
が
、
地
元
で
で
き
る
だ
け
負
担

し
よ
う
と
い
う
表
れ
で
あ
り
、
定
期
券

・

置

回
数
券
の
販
売
、
乗
り
継
ぎ
券
の
工
夫
を

ん

E日

し
て
い
る
。

吉
中川

二
路
線
の
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ

航

り
、
収
入
も
増
加
し
て
い
る
が
、
地
域
の

間

お
年
寄
り
ゃ
高
校
生
が
中
心
で
あ
る
た

枇

め
、
七

1
八
月
は
利
用
が
減
少
す
る
。

川

町

今

後
も
地
域
を
主
体
と
し
て
地
域
、
行

提山一

政
、
交
通
事
業
者
の
三
位

一
体
の
運
行
に

抗
間

努
力
し
た
い
。
特
筆
す
べ
き
は
、
ふ
れ
あ

叩
酬

い
パ
ス
運
行
に
地
域
住
民
が
無
償
で
活
動

峨
扮

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

2006・4月号

ふれあいハス2路線の接続風景。接続により利用が便利になった

~邸婦制

パ
ス
事
業
運
営
の
効
率
化
と

運
賃
負
担
の
工
夫

発
足
時
は
、
各
自
地
区
の
区
長
の
要
望

に
従
っ
て
五
路
線
だ
っ
た
が
、
道
路
事
情
、



平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ

を
踏
ま
え
た

「
寝
屋
川
再
生
計
画
」
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
六
十

一
人
の
公

募
委
員
に
よ
る

「
寝
屋
川
再
生
プ
ラ
ン
ワ

ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
が
誕
生
し
た
。一

年
の

論
議
を
経
て
全
体
計
画
、
重
点
整
備
個
所
、

行
政
と
市
民
の
役
割
な
ど
か
ら
成
る

「寝

屋
川
再
生
プ
ラ
ン
」
が
ま
と
め
上
げ
ら
れ

た
。
ま
た
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
中

で
、
さ
ら
に
積
極
的
に
川
に
か
か
わ
る
実

践
的
な
市
民
団
体
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

翌
十
四
年

「ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」
が
結

成
さ
れ
た
。

(
寝
屋
川
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
)

市
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

新
し
い
川
や
つ
く
り

矢
板
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
で
固

め
ら
れ
た
都
市
型
の
川
に
大
形
ボ

l
ト、

カ
ヌ
ー
な
ど
十
余
隻
が
連
な
っ
て
川
を
下

る
。
先
頭
の
舟
か
ら
は

「
野
崎
ま
い
り
」

の
曲
が
流
れ
、
川
に
架
か
る
橋
に
は
大
勢

の
人
だ
か
り
。
平
成
十
四
年
四
月
、

「ね

や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」
最
初
の
親
水
イ
ベ
ン

ト

「野
崎
ま
い
り
」
の
風
景
で
あ
る
。

生
活
排
水
で
か
つ
て
は

水
質
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン

一
級
河
川
寝
屋
川
は
、
大
阪
府
と
奈
良

県
の
県
境
と
な
る
生
駒
山
系
の
北
端
、

交

野
市
の
山
地
に
源
を
発
し
、

寝
屋
川
市
、

大
東
市
を
経
て
、
大
阪
市
内
で
大
川

(旧

淀
川
)
に
合
流
す
る
約
三
十
キ
ロ
の
川
で

あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
に
田
畑
や
里
山
の
宅
地
化
が
進
ん
で
人

口
が
急
増
し
、

生
活
排
水
で
川
の
水
質
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
競
う
ほ
ど
に
な

っ

た
。
ま
た
、
同
五
十

一
年
の

「
大
東
水
害」

で
も
"
暴
れ
川
“
と
し
て
有
名
に
な

っ
た
。

会
長

本
多
政
雄

• 

川
は
遊
水
池
の
減
少
に
よ
る
急
激
な
増

水
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
深
く
掘
り
下
げ

ら
れ
、
堤
防
は
矢
板
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
で
固
め
ら
れ
、

高
い
フ
ェ
ン
ス
で

閉
ま
れ
て
、
市
民
か
ら
は
速
い
存
在
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
橋
の
上
か
ら
は
カ
ン
や

ピ
ン
、
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
、
家
電
製

品
ま
で
が
捨
て
ら
れ

る
汚
れ
た
川
に
な
っ

て
し
ま

っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
の

大
阪
万
博
に
合
わ
せ
、

淀
川
か
ら
の
浄
化
用

導
水
路
の
完
成
や
公

共
下
水
道
の
普
及
で
、

水
質
は
徐
々
に
改
善

さ
れ
て
き
た
。

平
成
十
三
年
、
市

制
五
十
周
年
を
機
に
、

「協
働
」
と
河
川
法
に

お
け
る

「市
民
参
加
」

再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
動
で

川
が
憩
い
の
場
に

京
阪
寝
屋
川
市
駅
の

一
日
の
利
用
者
は

八
万
人
、
市
の
玄
関
口
で
あ
る
。
平
成
十

七
年
五
月
、
駅
前
を
流
れ
る
寝
屋
川
に
、

市
民
が
水
辺
に

近
付
き
憩
、
え
る

親
水
空
間

「寝

屋
川
せ
せ
ら
ぎ

公
園」

が
完
成

し
た
。
「
寝
屋

川
再
生
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
・
ね

水辺づくり土木作業

や
川
水
辺
ク
ラ

ブ
」
の
活
動
の

成
果
で
あ
る
。

公
園
で
は
植
物

観
察
や
魚

釣

り
、
船
着
場
を

クリーンリバー寝屋川

¥
 利
用
し
た
ボ

l
ト
遊
び
な
ど
が
で
き
る
。

現
在
、
同
川
で
は
ア
ユ
な
ど
二
十
余
種
の

魚
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
は
舟
遊
び
、
河
川

清
掃
、
水
質

・
生
物
調
査
、
源
流
域
で
の

間
伐
・
炭
焼
き
、
植
物
と
史
跡
調
査
、
水

辺
造
り
土
木
作
業
な
ど
を
行
政
と
の
協
働

で
、
市
民
参
加
の
活
動
と
し
て
展
開
し
て

い
る
。
特
に
河
川
清
掃
で
は
年
に

一
千
人

が
参
加
、
引
き
揚
げ
た
ゴ
ミ
は
二
ト
ン
車

五
十
台
に
及
ぶ
取
り
組
み
に
な

っ
て
い

る
。現
在
、
寝
屋
川
上
流
で
は
第
二
の
親
水

公
園
整
備
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
市
民
と

行
政
が
連
携
し
、
協
働
で
行
う
新
し
い
形

の
川
づ
く
り
が
よ
り
多
く
の
賛
同
者

・
協

力
者
を
得
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の

「ま

ち
づ
く
り
の
活
性
化
」
に
貢
献
で
き
る
も

の
と
努
力
を
重
ね
て
い
る
。
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自
然
と
文
化
の
森
協
会

地
域
の
資
源
を
探
し
て
活
か
す

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

工
業
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
尼
崎
市
だ

が
、
市
域
の
北
東
部
は
、
今
で
も
田
園
風
景

と
自
然
環
境
、
歴
史

・
文
化
資
源
が
多
く
残

っ
て
い
る
。
自
然
と
文
化
の
森
協
会
は
、
こ

う
し
た
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
幅
広
い
地

域
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

遊
休
農
地
の
里
芋
栽
培
が

市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に

都
市
に
残
る
農
地
は
、
ま
ち
の
景
観
と
し

て
も
貴
重
で
あ
る
が
、
毎
年
の
よ
う
に
そ
の

姿
は
消
え
、
無
機
質
な
マ
ン
シ
ョ
ン
群
に
変

わ
っ
て
い
る
。
「農
地
を
残
し
た
い
」
と
の

想
い
と
、
地
元
に
は

「皮
を
む
い
て
も
手
が

か
ゆ
く
な
ら
な
い
」
と
い
う
里
芋
が
農
家
に

伝
え
ら
れ
て
お
り
、

「
こ
の
里
芋
を
保
存
し

よ
う
」
と
い
う
一
一
つ
の
想
い
が
、
遊
休
農
地

で
の
農
作
業
体
験
講
座

・
里
芋
栽
培
と
な
っ

た
。
毎
年
、
公
募
に
よ
り
、

百
人
近
い
市
民

が
参
加
し
、
共
同
作
業
に
よ
る
栽
培
を
行
う
。

里
芋
畑
は
市
民
が
楽
し
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
な
り
、
秋
に
は
地
域
の
人
々
と
収
穫

会
長

• 内
田
大
造

の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
里
芋
収
穫
祭
を
催

し、

二
千
人
近
い
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
。

里
芋
の
っ
ペ
い
汁
、

里
芋
音
頭、

里
芋
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
ま
さ
に
里
芋
づ
く
し
の

祭
り
で
あ
る
。

都
市
河
川
の
清
流
復
活
を
目
指
す

協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

地
域
に
は
猪
名
川
と
藻
川
が
流
れ
て
い
る

が
、
大
都
市
河
川
で
も
あ
り
、
水
質
は
全
国

の
ワ
ー
ス
ト
四
。
二
年
前

「何
と
か
清
流
を

取
り
戻
せ
な
い
か
」
と
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

(地
域
の
情
報
交
換
の
場
)
で
ホ

ッ
ト
な
議

論
が
続
い
た
。
そ
こ
で
始
ま
っ
た
の
が
、
両

河
川
の
清
流
を
目
指
す

「水
辺
フ

ォ
l
ラ
ム
&
水
辺
ま
つ
り
」
で
あ

る
。
十
七
の
市
民
グ
ル
ー
プ
、
団

体
と
行
政
が
協
働
し
て
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、

青
空
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
そ
れ
に
カ
ヌ

l
、
ソ
ー
ラ
ー

い
か
だ
あ
し

筏、

葦
船、

E
ボ
l
ト
、
模
擬
庖
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
参
加
団
体
が

得
意
な
企
画
を
持
ち
寄
る
。
当
日
、
川
辺
に

そ
の
船
が

一
斉
に
浮
か
び
、
ま
さ
に
壮
観
。

子
供
た
ち
が
は
し
ゃ
ぎ
、
親
も
は
し
ゃ
ぐ
。

川
と
人
と
が

一
体
と
な
り
、
そ
こ
に
は
川
と

人
と
の
か
い
離
は
な
い
。
そ
し
て
今
年
は、

猪
名
川
流
域
に
清
流
復
元
の
活
動
を
広
げ
た

い
と
、
み
ん
な
の
夢
も
広
が
る
。

ま
た
、
猪
名
川
自
然
林
と
佐
瑛
丘
と
い
う

こ
つ
の
森
が
あ
る
。
こ
の
森
は
、

エ
ノ
キ

・
ム
ク
ノ
キ
林
と
し
て
都

色

市
に
残
る
貴
重
な
森
で
、
こ
の
森

"

を
保
全
し

よ

う

と

地

域

の

子

供

た

「

ち
と
植
物
や
昆
虫
、
野
鳥
を
探
し

Ma

た
り
、
木
々
の
こ
と
を
調
べ
た
り
、

・

弘

自
然
観
察
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ

ン

グ

幽

出

ゃ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
飼
育
ボ
ラ
ン
テ

』

イ
ア
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

4

い
る
。
来
年
度
は
、
尼
崎
市
と
の

L

協
働
で
猪
名
川
自
然
林
サ
ボ
l
タ
l
ク
ラ
ブ

を
発
足
さ
せ
、
本
格
的
な
猪
名
川
自
然
林
の

保
全
、
再
生
に
取
り
組
む
。

歴
史
・
文
化
資
源
の
再
発
見
に
よ
る

地
域
活
性
化

地
域
の
歴
史
は
古
く
、
弥
生
の
時
代
か
ら

人
の
営
み
や
農
耕
文

化
が
育
ま
れ
て
き
た
。

白
鳳
時
代
に
は
法
隆

寺
式
伽
麓
配
置
の
猪

名
寺
廃
寺
が
造
営
さ

れ
、
近
世
に
は
猪
名

川
通
船
が
運
行
す
る

な
ど
、
そ
の
歴
史
・
文

子供たちがカヌーや筏に挑戦 (猪名

川・ 藻川清流復元 水辺フォ ーラ
ム&水辺まつり)
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平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

「
百
姓
王
国
」
建
国
に
よ
る

中
山
間
地
の
農
業
公
園
化

吉
備
中
央
町
は
岡
山
県
の
中
心
に
位
置

し、

吉
備
高
原
の
一
角
を
占
め
て
お
り
、

平
成
十
六
年
十
月
に
旧
加
茂
川
町
と
旧
賀

陽
町
の
二
つ
が
合
併
し
た
町
で
あ
る
。
上

田
西
地
区
(
百
姓
王
国
)
は
、
円
城
台
地

に
属
す
る
中
山
間
地
荷
で
あ
り
(
王
国
会

員
数
二
百
五
十
九
人
、
世
帯
数
七
十
四
戸

で
構
成
)
、
標
高
は
二
百
1
四
百
メ
ー
ト

ル
。
町
の
総
面
積
は
二
百
六
十
人
平
方
キ

ロ
で
、
山
林
が
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
い

る
。
う
ち
、
上
田
西
地
区
の
面
積
は

一
平

方
キ
ロ
未
満
で
あ
る
。

町
長
と
の
ス
ル
メ
談
議
で

百
姓
王
国
の
建
国
が
提
案

町
で
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
県
の
中
心

地
で

「キ
ラ
リ
と
輝
く
日
本

一
の
ハ

l
ト

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
行
政
と
住
民
が
心

を

一
つ
に
す
る
こ
と
。
そ
こ
で
、
町
長
と

担
当
課
職
員
が
地
元
へ
出
掛
け
、
町
長
と

総
務
部
企
画
振
興
課

地
域
娠
興
係
長

.

岸
本
久
夫

町
政
を
語
る

「
ス
ル
メ
談
議
」
と
称
す
る

会
合
を
聞
い
た
。

こ
れ
は
、
ス
ル
メ
を
か
み
な
が
ら
酒
を

飲
み
、
普
段
口
に
し
な
い
住
民
の
声
を
聞

き
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
談

議
で
上
回
西
地
区
民
か
ら
「
町
が
全
町
公

園
化
を
目
指
す
よ
う
に
、
上
回
西
地
区
で

は
伝
統
あ
る
多
様
な
作
目
と
高
度
な
生
産

技
術
、
ま
た
美
し
い
生
産
環
境
と
地
域
の

述
帯
意
識
を
結
集
す
れ
ば
、
自
然
の
ま
ま

の
一
大
農
業
公
園
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
平
成
八
年
度

に
上
回
西
地
区
の

「
百
姓
王
国
」

が
建
国

さ
れ
た
。

総合学習でシイタケ作りを体験する神戸市立雲雀丘中学校の生徒

外 どち施年な先を成王すを顔 lよの命ツ作心

2t主天時宮ぞ罪想主要2喜存Aq田五よ2壁面 グ墨
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位リた、さ補 。啓ね図ツにア案大道助 1なっ十回 ン目
と l 。交と助さ体てとプ、ピ内臣へ事九どて 二 と ツ大
しン 流農事ら験行看を百 l看のの業年に二人同 l臣
トツ 体道業にがけ板作姓ル板似ゲに度任桃を|守 リの
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関
東
1
関
西
圏
の
中
・
高
校
生
に
よ
る
修

学
旅
行

(
農
業
体
験
コ

l
ス
)
受
け
入
れ

な
ど
、
異
世
代
聞
の
触
れ
合
い
と
交
流
の

場
に
な
っ
て
い
る
。

官
民
協
働
に
よ
る

農
業
の
第
六
次
産
業
化
を
実
現
へ

町
内
加
茂
川
エ
リ
ア
で
は
、

主
要
作
目

の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
百
姓
王
国
で
生
産

さ
れ
て
お
り
、

「道
の
駅
」
「
ふ
る
さ
と
交

流
プ
ラ
ザ
」
(
岡
山
市
内
に
設
置
)
に
あ
る

販
売
品
目
の
七

O
%
を
占
め
る
に
至
っ

た
。
上
回
西
地
区
全
体
を
「
農
業
公
園
」

a
Ea
れ
に
し
た
い
と
い
う
夢
を
見

y
h以
事

に
実
現
し
た
と
い
え
る
o

F
圃
明
言

ま
た
、
こ
れ
ま
で
単
に

有

一佐
川
生
産
農
家
で
あ
っ
た
大
臣

圃
唱
岨叫

-
陥
仰
章
。

一

一学
だ

が、

「
自
ら
の
畑
」
と
い
う

・
F

E

修
ひ

-
F

一の
国
教
室
の
教
壇
に
立
ち
、
今

園
開
i

一
校
王

田
園
J
一
詣
で
は
「
桃
の
先
生
」
「
白
菜

園
田

択

の
先
生
」
な
ど
と
呼
ば
れ

・・・・
圃圃・圃B
E
f
h川

・
・
圃
県
聞

な
が
ら
、

全
国
の
子
ど
も

圃
・
・
圃
阜
の

「
lji
J
岐
て

た
ち
に
親
し
ま
れ
、
テ
レ

ビ
の
全
国
放
送
な
ど
が
あ
れ
ば
、
電
話
や

手
紙
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
都
市
と
農
村
、
生
産
者
と
消

費
者
間
の
交
流
を
促
進
し
、
生
産
か
ら
消

費
ま
で
責
任
と
自
信
を
持
っ
た
農
業
の
第

六
次
産
業
化
の
早
期
実
現
を
図
る
。
そ
の

た
め
に
は
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た

る
官
民
の

一
層
の
「
協
働
の
確
立
」
が
望

ま
れ
る
。
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

G
O
O
D
W
I
L
L

構
造
改
革
特
区
の
提
案
で

島
を
再
生
ヘ

愛
媛
県
の
東
部
、
瀬
戸
内
海
側
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
新
居
浜
市
。
本
土
か
ら

渡
海
船
で
十
五
分
。
過
疎
化
と
高
齢
化
が

進
む
新
居
大
島
に
も
う

一
度
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
し
た
い
と
し
て
、
島
の
特
産
「
白

い
も
」
に
よ
る
島
再
生
の
取
り
組
み
を
始

め
た
の
は
、

三
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

大
島
自
い
も
特
区
の

申
請
を
認
定

平
成
十
五
年
夏
、
大
島
白
い
も
部
会
の

白
石
氏
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。
「わ
し
ら

は
七
十
歳
が
近
い
。
あ
と
五
年
は
白
い
も

を
作
れ
る
が
、
そ
れ
以
上

は
無
理
だ
ろ
う
」
。
島
の

農
家
は
い
ず
れ
も
高
齢

で
、
後
継
者
問
題
は
深
刻

度
を
増
し
て
い
た
。

こ
の
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
、

G
O
O
D
W
I

L
L
で
は
大
島
白
い
も
特

白
石

徹

理
事
長

• 

区
の
構
想
に
着
手
す
る
。一

つ
は
後
継
者
、

農
業
従
事
者
の
確
保
、

二
つ
は
白
い
も
の

販
路
拡
大
と
特
産
品
づ
く
り
で
あ
る
。
特

産
品
づ
く
り
で
は
、
白
い
も
焼
酎
「
あ
ん

ぶ
ん
」
を
開
発
し
た
。
ち
な
み
に
名
前
の

「あ
ん
ぶ
ん
」
と
は
禅
話
の

「安
分
以
養

福
」
に
由
来
す
る
。
安
分
は
安
心
と
同
じ

で
、
養
福
は
善
行
を
養
い
行
う
こ
と
。
真

の
安
心
は
こ
う
し
た
日
々
の
行
為
の
中
に

実
現
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
中
間
組
織
、

G
O

O
D
W
I
L
L
が
掲
げ
て
き
た
使
命
と
ぴ

っ
た
り

一
致
す
る
こ
と
か
ら
の

命
名
と
な
っ
た
。

実
は
こ
の

「あ
ん
ぶ
ん
」
の

販
売
に
は
お
ま
け
の
仕
組
み
が

あ
る
。
焼
酎

一
本
の
売
り
上
げ

ご
と
に
百
円
が
G
O
O
D
W
I

L
L
の
ま
ご
こ
ろ
銀
行
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
に
寄
付
さ
れ
る
の

「白いも」

苗植えだ
。
そ
う
し
て
こ
の
寄
付
金
は
、
年

助
成
を
希
望
す
る
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
へ
活
動
助
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
名

付
け
て

「飲
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
新
し
い
仕
組
み
の
登
場
と
な

っ
た
。
後
継
者
対
策
と
し
て
は
、
農
業
法
人
以

外
の
特
定
法
人
の
農
業
参
入
を
認
め
る
構

造
改
革
特
区
で
の
提
案
プ

ラ
ン
が
ま
と
ま
っ
た
。
G

O
O
D
W
I
L
L
は
新
居

浜
市
へ
特
区
提
案
を
要
望

し
、
市
か
ら
本
申
請
と
な

っ
た
。
こ
う
し
て
平
成
十

六
年
十
二
月

一
日
、
大
島

白
い
も
特
区
が
認
定
さ
れ

た
。
N
P
O
法
人
の
農
業

参
入
は
全
国
で
二
例
目
で

あ
っ
た
。
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笑
顔
の
芋
掘
り
大
会
と

元
気
に
な
っ
た
高
齢
者

2006・4月号

回

同
十
七
年
三
月
か
ら
白
い
も
オ
ー
ナ
ー

会
員
の
募
集
を
開
始
す
る
。
初
年
度
に
賃

借
す
る
畑
は
三
十
ア
ー
ル
。
白
い
も
栽
培

に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
に
参
画
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
会
員
は、

豊
か
な
島
の
自
然
を
舞
台
に
自
分
で
白
い

も
を
栽
培
す
る

「
フ
ァ
l
マ
1
会
員」
、

植
え
付
け
や
収
穫
な
ど
を
体
験
す
る

「オ

ー
ナ
ー
会
員」
、
市
外
在
住
者
が
遠
方
か

ら
大
島
を
支
援
す
る

「ふ
る
さ
と
会
員」

の
三
種
類
。
昨
秋
、
初
め
て
の
収
穫
祭
は

百
五
十
人
余
り
の
会
員
が
参
加
し
て
、
泥

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、

笑
顔
の
大
芋
掘

り
大
会
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
島
づ
く
り
を
振
り
返
り
、

何
よ
り
も
う
れ
し
い
の
は
島
の
年
寄
り
た

ち
が
元
気
に
な
っ
た
こ
と
。
ぜ
ひ

一
度、

島
を
訪
ね
て
元
気
な
姿
を
見
て
欲
し
い
。

.

.

 

活
力
に
満
ち
た
島
再

・
園

生
の
ま
ち
づ
く
り
は

蕗
比

始
ま
っ
た
ば
か
り

園
圃

で
、
こ
れ
か
ら
も
多

冒
司

様
な
事
業
展
開
が
待

'
t

っ
て
い
る
。
誇
り
と

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
た
い
と
の
島
の
夢

館
市

t

躍

は
、
今
、

着
実
に
そ

切

の
実
を
結
び
つ
つ
あ

鳩

る
。

諸説~也



百姓王国[岡山県吉備中央町] ・地滅娠興部門 (p23)

里山体験ツアー

平成17年層
ねや川水辺クラブ(寝匡川再生ワークショップ)[大阪府寝匡川市]

・地織娠興部門 (p21)川下りで野崎まいり

地域づくり総務大臣表彰
野の植え付けの手本を示す会?と

自然と文化の森協会【兵庫県尼崎市] ・地峨娠興部門 (p22)

ふれあいパスと利用客

ゃんばる展実行委員会[沖縄県名護市] ・地主事娠興部門 (p32)

陶芸、木工芸など個性豊かな
作品を集めた「ゃんばる展」

しもつま福継パス
運曽協議会

[福岡県筑後市1
・地機振興部門

(p30)しもつま福祉

パス「みどり号」

ふれあいパス
運営協議会

[愛知県豊田市1
・地嫌振興部門

(p20) 

特定非営利活動浪人 GOODWILL[愛媛県新匡浜市1
・地域振興部門 (p24)島づくりキャラバン出展

五ケ村村おこしグループ【宮崎県高千砲町1
・地盤事娠興部門 (p31)夜神楽体験ツアー



社団法人滝川国際交流協会[北海道滝川市1
・国際化部門 (p33)

山形ボランテイア日本語協会【山形市1・国際化部門 (p34)

鳩玉県皆野町 ・情綴化部門 (p40)

住民の基本データのパックアップ復旧訓練

千葉県八千代市 ・国際化部門 (p35)バンコクこども親善大使

厳阜県高山市 ・国際化部門 (p36)国際交流ボランティア養成講座

タイム(とっとり国際交流連絡会)【鳥取市1・国際化部門 (p37)タイムフェスティパル2005



山形県酒田市 .情報化部門 (p39)eーなかネ ッ ト開通式 (TV会議の様子)

U4・4、/;lト1:11~(j J~ 

岡山市 .情報化部門 (p43) 牟佐町内で行われた「パソコン何でも講習会J

大阪府豊中市

.情報化御門
(p41) 

パソコンヘルプ

デスク風景

イングリ ッシュ
キャンプの雪戦
会で相手の旗を

奪取

特定非営利活動法人 eネット・リアス[岩手県釜石市]
.情報化部門 (p38)

r、『

広島県尾道市 ・情報化部門 (p44)どこでも博物館トップページ

E 



全国高等学校選抜ラグビーフットホール大会
(埼玉県熊谷市/4月 1 日 ~7日 )

3大舎に総務大臣・国民スポーツ杯揖与
ースポーツ拠点づくD躍進事業-

臣・国民スポーツ杯」を受賞した。同杯を受賞したの

は、埼玉県熊谷市の全国高等学校選抜ラクビーフット

ポール大会、静岡県磐田市の全日本高等学校女子サッ

カー選手権大会、神奈川県横浜市の全日本少年軟式野

球大会。

昨年9月13日の表彰式は、カップが未完成だったた

め、目録を授与したが、今回、カップが完成したこと

から、開催市と優勝チームに正式に綬与した。

表彰者をたたえる総務大臣・国民スポーツ杯のデザ
こんじさ

インコンセプ卜は、カップの左右に金色の羽根を付け、

“飛刻と発展"をモチーフとして、勝者を祝福し、さら

なる成長を願う気持ちを具現化したのが特徴。なお、

それぞれ受賞したカ ップには、表彰されたスポーツを

表すシンボルマークが刻まれている。

(財)地域活性化センタ は、総務、文部科学両省と

の連携の下、「スポーツ振興jと「地域再生Jを結び
付けた新たな施策として、平成16年9月からスポーツ

拠点づくり推進事業に取り組んでいる。

この事業は、継続してスポーツの全国大会を行う市

町村とスポーツ団体を支援し、「高校野球の甲子園」、

「ラグビーの花園Jのように、青少年のあこがれとな
るスポーツ聖地を各地につくることで、その地域の再

生・活性化を図ろうという狙い (地域活性化センター

が事務局)である。

平成17年度は、全国34カ所をスポーツ大会の拠点

に選定。以来、各地で大会が順次開催されている。今

年8月末までに実施した大会の中から、地域への貢献

度、大会開催の実績などを踏まえ、3大会が「総務大 ~一一一一三ン
総務大臣・国民スポーツ杯

持
者

4
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醐
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仲
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大
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椀
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ら
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政
務
官

(左
)
と
鈴
木
鎗
田
市
長

(右
か
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人
目
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ら
全
日
本
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学
校
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サ
y
カ

選

手

権

大
会
関
係
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四

国
中
央
市
は
、
愛
媛
県
の
東
端
部

に
位
置
し
、
平
成
十
六
年
四
月
に
川
之
江

市
、
伊
予
三
島
市
、
土
居
町
、
新
宮
村
の

合
併
に
よ
り
新
し
く
誕
生
し
た
ま
ち
で
あ

る
。
名
前
が
示
す
通
り
、
四
国
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
北
は
波
穏
や
か
な
瀬
戸
内

海
の
縫
灘
に
面
し
、
南
は
険
し
い
四
国
山

地
を
背
に
、
平
野
部
に
は
紙
産
業
を
中
心

と
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る
工
業
地
帯
と
緑
豊

か
な
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。

当
市
を
象
徴
す
る
も
の
は
、
何
と
い
っ

て
も
「
紙
」
で
あ
り
、
お
札
と
切
手
以
外

な
ら
何
で
も
そ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

和
紙
の
生
産
に
端
を
発
し
た
製
紙
業
は
、

四
国
最
大
級
の
工
業
都
市
を
形
成
す
る
ま

で
に
発
展
し
、
現
在
で
は
紙
関
連
の
工
業

製
品
出
荷
額
が
五
千
億
円
に
も
上
る

「日

本

一
の
紙
の
ま
ち
」
で
あ
る
。

製
紙
業
は
、
俗
に

「紙

一
ト
ン
に
水
百

ト
ン
」
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
量
の

水
を
消
費
す
る
用
水
型
産
業
の
代
表
格
で

あ
る
が
、
当
市
は
平
野
部
が
狭
小
な
上
、

小
河
川
で
急
勾
配
で
あ
る
な
ど
、
た
び
た

び
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
現
在
で
は
、
先
人
の
地
域
の
発
展

を
思
う
強
い
気
持
ち
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
り
、
柳
瀬
ダ
ム
、
新
宮
ダ
ム、

富
郷
ダ

ム
の
三
つ
の
ダ
ム
が
造
ら
れ
る
な
ど
、
水

に
恵
ま
れ
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

古
来
よ
り
「
水
を
治
め
る
者
は
天
下
を

治
め
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
当
市

に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
も
ま
れ
な
三
つ

の
ダ
ム
群
に
よ
り
水
を
治
め
、
そ
れ
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
四
国
最
大
級
の
工
業

都
市
と
な
り
、
日
本

一
の
紙
の
ま
ち
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ

の
よ
う
な
当
市
は
、
合
併
先
進
県

で
あ
る
愛
媛
県
に
お
い
て
、
初
め
て
対
等

合
併
を
成
し
遂
げ
た
気
概
と
勇
気
に
あ
ふ

れ
た
素
晴
ら
し
い
市
民
の
英
知
あ
る
ま
ち

で
も
あ
る
。
し
か
し
合
併
後
二
年
が
経
過

し
た
が
、
市
民
の
中
に
は
「
実
感
が
わ
か

な
い
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」
と
感
じ
て

い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

市
町
村
合
併
は
、
そ
の
目
的
や
理
念
を

家
族
に
例
え
る
と
分
か
り
ゃ
す
く
、
こ
れ

ま
で
別
々
に
生
活
し
て
い
た
四
人

(川
之

江
市
、
伊
予
三
島
市、

土
居
町
、
新
宮
村
)

が

一
緒
に
住
ん
で
、
厳
し
い
時
代
に
力
を

合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
生
活
を
実
現
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
相
手
の
足
ら

な
い
と
こ
ろ
を
補
い
、
そ
し
て
長
所
は
互

い
に
刺
激
し
な
が
ら
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

別
々
に
暮
し
て
い
た
時
に
は
必
要
で
あ

っ
た
四
つ
の
お
風
呂
を

一
つ
に
減
ら
し
、

ま
た
四
つ
の
台
所
を

一
つ
に
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
扇
風
機
で
あ
っ
た
も
の
を

ク
ー
ラ
ー
に
変
え
た
り
、
台
所
を
よ
り
機

能
の
高
い
も
の
に
変
え
た
り
す
る
こ
と

で
、
よ
り
質
の
高
い
生
活
を
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
合
併
の
効
果
を
実
感
す
る

こ
と
は
、
道
路
と
か
福
祉
施
設
を
造
る
と

い
う
直
接
的
に
そ
の
効
果
を
市
民
が
実
感

で
き
る
も
の
と
は
速
い
、
あ
く
ま
で
も
間

接
的
で
、
数
年
後
、
そ
の
合
併
の
効
果
に

よ
り
生
ま
れ
た
財
源
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
年
月
が
必

要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

私

は
、
常
々
職
員
に
「
私
た
ち
は
合

併
先
進
地
で
あ
る
。
つ
ま
り
モ
デ
ル
と
す

「
四
国
ー一一...A

質
感
の
高
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て

る
合
併
市
は
な
く
、
い
わ
ば
未
聞
の
地
を

先
頭
で
歩
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思

う
。
か
と
言

っ
て
臆
し
て
立
ち
止
ま
れ
ば

新
天
地
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
ず
、

ま
た
、
後
発
の
市
に
抜
か
れ
る
こ
と
に
も

な
る
。
従
っ
て
険
し
い
荒
波
に
も
屈
す
る

こ
と
な
く
、
先
駆
者
と
し
て
の
気
概
と
使

命
感
を
持
っ
て
、
私
た
ち
の
市
が
県
内
は

も
と
よ
り
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
全

力
を
尽
く
そ
う
」
と
言

っ
て
い
る
。

つ

ま
り
前
進
を
す
る
上
で
、

最
初
か

ら
完
壁
で
な
い
施
策
や
、
修
正
を
加
え
な

が
ら
進
む
施
策
も
あ
る
が
、
市
政
の
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
は
、
改
め
る

こ
と
に
も
勇
気
を
持
っ
て
さ
ら
な
る
市
政

運
営
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
成
し
遂
げ
て
こ
そ
、
市
民
が
こ

の
地
に
住
む
こ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持

ち
、
満
足
感
と
幸
福
感
を
感
じ
る
よ
う
な

「心
の
質
感
」

や
、
政
策
立
案
過
程
か
ら
市

民
が
参
加
す
る
な
ど
、
行
政
手
法
の
取
り
組

み
具
合
に
よ
る
「
自
治
の
質
感
」
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る

「
四
国

一
質
感
の
高
い
ま

ち
」
が
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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し
も
'3
ま
福
祉
パ
ス
運
曽
協
議
会

行
政
と
住
民
の
協
働
で

実
現
し
た
地
域
公
共
交
通

事
務
局
長

松
竹
卓
生

• 

平
成
十
四
年
秋
、
下
妻
校
区
行
政
区
長

会
は
筑
後
市
長
か
ら
「
市
周
辺
部
の
高
齢

者
な
ど
の
通
院
や
地
域
住
民
の
交
通
手
段

の
確
保
の
た
め
に
、
市
が
自
動
車

(
十
人

乗
り
)
を
貸
与
す
る
か
ら
地
元
で
述
行
し

な
い
か
」
と
の
提
案
を
受
け
た
。
十

一
月

か
ら
検
討
を
始
め
、

翌
十
二
月
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
自
動
車
問
題

意
見
交
換
会
を
校
区

内
各
団
体

(行
政
区

長
会、

P
T
A
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
入
団

体
)
に
呼
び
掛
け
て

開
催
、
同
十
五
年

一

月
に
校
区
全
世
帯
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
を
受

け、

二
月
の
意
見
交

換
会
で
運
営
協
議
会

の
準
備
会
を
発
足
。

そ
の
後
さ
ら
に
検
討
・
協
議
を
進
め
、
同

年
五
月
十
日
に
運
営
協
議
会
を
発
足
、
同

年
七
月
七
日
に
運
行
を
開
始
し
た
。
福
祉

パ
ス
の
名
前
は

「み
ど
り
号」

で
あ
る
。

市
が
貸
与
す
る

利
用
料
金
無
料
の
福
祉
パ
ス

下
妻
校
区
は
、
市
南
西
部
か
ら
五
1
六

キ
ロ
の
田
園
地
帯
。
地

区
の
中
心
で
あ
る
田
ん

ぼ
の
真
ん
中
に
下
妻
小

学
校

(全
校
生
徒
九
十

三
人
)
が
あ
り
、
七
地

区
(
集
落
)

に
五
百
三

十
六
世
帯
、
千
九
百
十

者

七
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

甜

運
行
は

「
し
も
つ
ま

内

福
祉
パ
ス
運
営
協
議
会
」

瀞

が
実
施
、
利
用
料
金
は

岬

無
料
。
パ
ス
は
定
時
速

材

行
で
、

一
日
当
た
り
約

での号どみAM
 

者周忌々と手転運るす退

九
十
キ
ロ
走
行
。
運
行
は
午
前
八
時
か
ら

午
後
二
時
ぐ
ら
い
ま
で
か
か
り
、
四
人
の

運
転
手
が

一
日
交
代
で
担
当
し
て
い
る

(
一
日
報
酬
三
千
円
)
o

j

校
区
の
東
部
か
ら
市
中
心
部

4

へ
の

A
コ
l
ス
、
西
部
か
ら
は

Eaa

B
コ
l
ス
と
し
て
各
地
区
に
バ

Fa-

ス
停
が
あ
り
、
コ
ー
ス
上
に
市

富
向
圃

立
病
院
、

J
R
羽
犬
塚
駅
、
市

-
!
万

役
所
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

=

ー
な
ど
を
バ
ス
停
に
し
て
い
る
。
4

A
コ
l
ス
が
月
、
木
曜
日
、

B

J

コ
l
ス
が
水
、
金
曜
日
に
運
行
し
て
い
る
。

各
コ

l
ス
と
も
運
行
日
は

「行
き
」
一一
回、

「帰
り
」
一二
回
。
定
時
運
行
の
な
い
日
、

時
間
に
は
校
区
内
の
各
団
体
に
貸
し
出
し

を
し
て
い
る
。

平
成
十
五
年
七
月
の
運
行
開
始
以
来
、

今
日
ま
で
人
身
事
故
は
な
い
が
、
物
損

(
自
損
)
事
故
は

一
件

(け
が
人
な
し
)
。

30 

運
行
開
始
以
来
、

一
日
平
均
約
二
十
人
の

利
用
が
あ
り
、
お
年
寄
り
に
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
。
特
に
駅
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
乗
降
が
か
な
り
あ
る
こ
と
は
予
想

外
で
、
こ
の
福
祉
パ
ス
が
公
共
交
通
、
足

の
確
保
に
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
。

2006・4月号i誠誕誕!i

をでい会民 十か ..- - JI・Eli~醇L-一ζ 額 要 が動

選号訴 賀z主主~ ~~岬了FL??壬雪量 Jd ヰ 蓄 量 運住
し、で 寄 らり度 寄 晶畠也h国圏直舗圃置 七源行 害輩 転民
て校協付せ 号 は付 ・・匝掴 薗圃圃・・ 年 はに賠語 手の
い 区 力を去が型 金圃圃圃 ー 度、は償市 の会
そ住し 寄五走 ニ (バス停「市立病院jの時刻表 (西鉄パスと は市 年 保で 低費
民てせにれ十 会同居) 五 補間険用 報-
m ノ、毎る九 費 十 助約あ 意 酬寄

2bZ2273i i f i 1i i 1i i ;l f写SE
i i 515九ii E ii雪21;J53ii接
待らなの住 、会 パ、 l 、世 千 だ本政 半 必ソ 自



平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

五
ケ
村
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

若
者
が
定
住
す
る

民
芸
村
づ
く
り
を
推
進

高
千
穂
町
五
ケ
村
地
区
は
、
町
東
部
の

岩
戸
地
区
に
あ
り
、
世
帯
数
七
十
戸
、
人

口
約
二
百
五
十
人
の
村
で
あ
る
。
こ
の
村

に
平
成
六
年
、
町
営
の
天
岩
戸
温
泉
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
元
に
地
域
お

こ
し
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
た
。
し
か
し
、

事
業
に
地
元
負
担
金
が
生
じ
、
公
民
館
活

動
で
は
ど
う
し
て
も
参
加
で
き
な
い
人
が

出
て
き
た
。
そ
こ
で
地
元
九
人
が
集
ま
り
、

村
お
こ
し
協
議
会
を
結
成
し
、
特
産
品
販

売
や
飲
食
の
庖
舗
と
し
て
天
岩
戸
温
泉
茶

屋
の
建
設
を
行
い
、
営
業
を
始
め
た
。

地
元
産
晶
を
使
用
し
た

ヒ
ッ
ト
商
品
を
開
発

そ
こ
で
開
発
し
た
地
元
産
の
小
麦
粉、

小
豆
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
用
し
た

「
天
岩

戸
温
泉
団
子」

が
、
多
い
年
で
七
万
個
を

売
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
ま
た
、
地

元
産
の
小
麦
粉
と
地
鶏
を
使
用
し
た
「
地

鶏
う
ど
ん
」
も
人
気
商
品
と
な
っ
た
。

• 工
藤
正
任

村
お
こ
し
代
表

平
成
八
年
に
隣
町
の
日
之
影
に
あ
っ
た

築
百
三
十
年
の
民
家
を
譲
り
受
け
解
体

し
、
同
十

一
年
に
移
築
し
て
、
神
楽
の
館

と
し
て
再
建
し
た
。
こ
の
神
楽
の
館
は
、

途
絶
え
か
け
た
夜
神
楽
を
何
と
か
復
活
さ

せ
よ
う
と
の
思
い
か
ら
、
移
築
・
再
建
さ

せ
た
も
の
で
、
現
在
も
後
継
者
育
成
の
場

お
よ
び
五
ケ
村
地
区
の
夜
神
楽
の
宿
と
な

っ
て
お
り
、
途
絶
し
か
け
て
い
た
地
域
の

伝
統
芸
能
が
見
事
に
復
活
し
た
。
同
十
三

年
に
は
二
階
部
分
を
民
宿
に
改
築
し
、
翌

年
民
宿
業
を
開
業
、
年
間
四
百
人
以
上
が

宿
泊
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

夜
神
楽
復
活
と

都
市
住
民
と
の
交
流
促
進

域は地の桜館は 開どりにロれい都程 l と
各活も区イまを、そしの体行グて、市度、タ平
種性ち内ベつ利天のて独験つラい年住開刈イ成
の化ろにンり用 室 他い自やてムる問民催 干 ア十
体をん植ト、し戸のるの古おの 。八とし切ツ 三
験進のえ開観た温 。交代り閉ま百」、りプ年
ツめこる催月天泉 事 流生、発た人の地体しょ
アてと活、祭岩・ 業 事 活竹も、以交域験てり
lい岩動桜、 戸 神と 業 体の積体上侃のツト園
、亀 戸 をやコ温楽し も験子極験がを資ア夜民
民 U 地行ケン泉のて 展な掘的プ訪行源!神宿
泊区いヤサ をを楽 舎
や 全、キ l 圃圃圃圃ー・・活年体高
各 体 五 なト園町f一一、-か間験千
種 のケどな・・・・・・・田F冨> ~.~一品、・・し十ツ穂
イ 地村をど里里里里里里里-.;rぞ "¥可.た回ア荘

ベ
ン
ト
に
よ
り
、
五
ケ
村
地
区
に
は
年
間

一
万
人
以
上
の
来
客
が
あ
る
。
ま
た
、
同

二
千
万
円
程
度
の
売
り
上
げ
に
よ
り
、
常

時
三
人
を
雇
用
、
地
元
産
の
原
材
料
使
用

な
ど
で
併
設
す
る
天
岩
戸
温
泉
の
経
済
的

効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
経
済
に
多
少
な

り
と
も
貢
献
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

て 3 はるツク~ e寸助長調圃圃圃 い隼泊地
を若 。パ工『 、富幽hミ......融雪置圃・・・ と治村域現 =旦
き目者そチ芸 lh 凶・邑首脳圏園田園考内を内在 歪雲
た指がのの、 ・~ --~・‘~-可語種田E盟圃 えにつの 患

いし定技話固い ・圃直司・~五基盟置 てもく住宿 な民
と 、住の育炉ろ・・・圃慣園理竪孟墨田E孟占唖聾掴・圃 い交り民泊 村泊
2 元す保か 裏り 1年間に7万個も売り上げた天岩戸温泉団子 る流珂には つの
え気る存 E作 。の菜主神 く弧
てなさをの引楽ん昔 くらプい掘ど遊ま場の戸楽 り大
、村ぷ行り 七 、たをりをー マ円

そ7KL:禁£罪て2手z詰35A地z、広男掛起 で

2芸 将残作り今副村売やラたこ域農去宅け qだ
村来つり、で業地 しムなし 資 作子い主農 1
進づ的て、シもが区 てを体を源業供きみ家九
めくにいミル神盛は いさ験行のなのたく、民有
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ゃ
ん
ば
る
展
実
行
委
員
会

地
域
文
化
の
う
ね
り
が
起
こ
し
た

沖
縄
の
"
新
し
い
風
“

「
ゃ
ん
ば
る
」
と
は
、
沖
縄
本
島
北
部

の
周
辺
離
島
を
含
む
十
二
市
町
村
の
総
称

で
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の
ヤ
ン
バ
ル
ク

イ
ナ
や
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、
ヤ
ン
パ
ル
テ
ナ
ガ

コ
ガ
ネ
な
ど
、

貴
重
な
生
き
物
た
ち
が
生

息
す
る
手
付
か
ず
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

本
島
北
部
地
域
の
文
化
を
育
む

ま
ち
。つ
く
り

名
護
市
は
、
昭
和
四
十
五
年
に

一
町
四

村
の
合
併
に
よ
り
発
足
し
、
人
口
は
平
成

十
八
年

一
月
現
在
、

五
万
九
千
人
の
北
部

地
域
の
中
核
都
市
で
あ
る
。
昭
和
四
十
七

年
に
施
政
権
が
米
国
か
ら
日
本
に
返
還
さ

れ、

二
十
七
年
ぶ
り
に
沖
縄
県
が
復
活
し

て
、
社
会
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
の
同
四
十
九
年
、
名

護
市
の
芸
術
家
有
志
が
「
ゃ
ん
ば
る
で
文

化
を
活
用
し
地
域
活
性
化
を
」
と
発
案
し、

県
内
で
初
め
て
の
広
域
的
取
り
組
み
で
あ

市
教
育
委
員
会
文
化
課

文
化
振
興
係
長

.

平
得

薫

る
総
合
文
化
展
、
第

一
回

「ゃ
ん
ば
る
展」

が
岡
市
を
中
心
に
聞
か
れ
、
今
年
で
三
十

三
年
目
を
迎
え
る
。

第
一
回
展
は
、

三
部
門

(絵
画
、
書
道、

写

真
)
で
ス
タ
ー
ト
。
当
時
は
現
在
の
よ
う

に
展
示
会
場
や
展
示
パ
ネ
ル
な
ど
の
設
備

が
整
っ
て
お
ら
ず
、
出
品
者
、
市
民
、
行
政

職
員
が

一
丸
と
な
り
、

会
場
の
確
保
、

設

営
、
ベ
ニ
ヤ
板
で
の
パ
ネ
ル
作
り
か
ら
始

ま
っ
た
。
出
品
者
は
六
十
六
人
で
あ
っ
た
。

第
二
回
展
か
ら
は
、
部
門
も
六
部
門

(絵
画
、

書
道
、
写
真
、
民
芸
、
織
物
、
陶
芸
)

と
な
り
、

生
活
文
化
に
密
着
し
た
郷
土
色

豊
か
な
作
品
が
増
え
た
。
第
十
二
回
展

(昭
和
六
十
年
)
に
文
化
活
動
の
拠
点
と
な

る
名
護
市
民
会
館
が
開
館
、

会
場
、
施
設

の
備
品
な
ど
、
内
容
共
に
充
実
し
た
展
示

会
と
な

っ
た
。
そ
の
時
期
を

境
に
、
岡
市
以
外
の
十

一
町

村
が
単
独
で
展
示
会
な
ど
を

次
々
と
開
催
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
中
南
部
の
都
市
部

で
活
動
し
て
い
た
芸
術
家
が

田
舎
を
求
め
て
移
住
し
、
ゃ

ん
ば
る
の
地
で
活
動
を
繰
り

広
げ
始
め
た
。
ま
さ
に
ゃ
ん

ば
る
展
に
呼
応
し
た
文
化
活

動
の
新
た
な
息
吹
で
あ
る
。

第
三
十
回
記
念
展
は
、
本

島
北
部
に
あ
る
周
囲
二
十
二

キ
ロ
の
離
島
で
あ
る
伊
江
村
で
の
移
動
展

を
企
画

・
開
催
し
た
。
作
品
、

展
示
用
パ

ネ
ル
な
ど
を
船
で
輸
送
、

書
道
部
門
の
委

員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行

っ
て、

小
中
学
生
の
書
道
作
品
を
同
時
に
展
示

し、

学
校
教
育
と
の
連
携
も
で
き
た
。

参
加
型
文
化
展
へ
の
発
展
に
よ
る

観
光
振
興

第
一二
十

一
回
展
か
ら
は
出
品
者
の
後
継

者
育
成
、
底
辺
拡
大
を
図
る
た
め
、

高
校

生
の
出
品
参
加
を
促
し
、

鑑
賞
か
ら
参
〆加

型
文
化
展
へ
の
足
掛
か
り
と
し
て
、

第

一

回
展
で
行
わ
れ
た
即
売
会
や
体
験
コ

l
ナ

32 

ー
も
復
活
さ
せ
た
。
染
織
り
の
委
員
の
中

に
は
、

全
国
で
も
話
題
に
な

っ
て
い
る

「か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
l
」
(
ク
1
ル
ビ
ズ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
)
を
通
し
て
生
活
文
化
の
促

・
・
圃
‘

進
を
図
り
、
観
光
文
化

.

.

.
 

振
興
に
も

一
役
買
っ

て

E
-
-
E司
日

い
る
。

i
t

文
化
の
秋
に
定
着
し

・
・
園
・
圃

た
こ
の
展
示
会
は
、
現

=

・

・

在
で
は
木
工
芸
が
加
わ

，
 .
.
.
.
 

っ
て
七
部
門
と
な
り
、

島
ィ
プ
叫
ん戸

出
品
者
も
第

一
回
展
か

闇

F跡
品
ら
の
四
倍
増
、
鑑
賞
者

間

aa--a

・・・・'
'

b
F

Fa--
e剖も
当
時
と
比
較
す
る
と

--R-----園、
Iυ

圃
E

・v冗二倍
増
に
な

っ
て
い
る
0

・

・

司

ト

今

後
も
文
化
を
育
み、

.

.

 
，
院

日

定
着
さ
せ
、
ま
ち
づ
く

.

.

.

.

.

.

 球

-
圏
・
司

琉

り
へ
と
還
流
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
街
地
で
の
展
示
や
過
疎
地

域
へ
の
移
動
展
、

学
校
展
な
ど
、
ア
ウ
ト

リ
I
チ
事
業
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

ゃ
ん
ば
る
展
が
果
た
し
た
大
き
な
特
徴

と
し
て
、
市
町
村
や
出
品
部
門
を
超
え
た

人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

「ゃ
ん
ば
る
展」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

浸
透
し
て
い
く
中
で
、
北
部
の
各
市
町
村

で
「
お
ら
が
町
の
展
示
会
」

が
生
ま
れ
、

活
性
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。

こ
の
文
化
の
う
ね
り
を
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
地
域
に
新
し
い
風
を
呼
び
込
ん
で
い

き
た
い
。

2006・4月号誌記路舗



平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

社
団
法
人
滝
川
国
際
交
流
協
会

世
界
の
人
が
集
う
ま
ち

「
タ
キ
力
ワ
」

「
ム
リ
パ
ン
ジ
?
」
(
ご
機
嫌
い
か
が
?
)
。

「
デ
ィ
リ
ピ

l
ノ
・
カ
ヤ
イ
ヌ
」
(
あ
り
が

と
う
元
気
で
す
。
そ
ち
ら
は
?
)
l
ア
フ

リ
カ
・
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
か
ら
の
農
業
技

術
研
修
員
を
、
現
地
語
で
歓
迎
す
る
滝
川

市
民
。
彼
ら
は
、
地
球
の
果
て
の
よ
う
な

こ
の
地
に
来
て
、
ま
さ
か
母
国
語
で
歓
迎

さ
れ
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
驚
き
の
表
情
を
見
せ
る
が
、
す
ぐ

に
温
か
い
、
ま
る
で
故
郷
に
帰
っ
た
か
の

よ
う
な
笑
顔
に
変
わ
る
。

国
際
交
流
員
の
研
修
旅
行
が

中
心
事
業
に

間
滝
川
国
際
交
流
協
会
が
あ
る
滝
川
市

は
、
札
幌
の
北
約
九
十
キ
ロ
に
位
置
し、

人
口
四
万
六
千
人
、
面
積
は
百
十
五
平
方

キ
ロ
、

春
は
菜
の
花
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
が

咲
き
乱
れ
、
冬
は
雪
華
が
舞
う
風
光
明
美

な
都
市
で
、

基
幹
産
業
は
商
業
、
土
木
建

設
業
、
農
業
で
あ
る
。
と
り
わ
け
農
業
は、

を
目
指
し
て

• 前
田
康
吉

北
海
道
立
花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー
、
同

植
物
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
と
い
う
こ
大
試

験
研
究
機
関
を
抱
え
る
と
と
も
に
、
ホ
ク

レ
ン
滝
川
種
苗
生
産
セ
ン
タ
ー
、

空
知
東

部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

り
、
稲
作
、
畑
作
、
果
樹
、

畜
産
な
ど
の

農
産
物
を
幅
広
く
生
産
し
て
い
る
。

協
会
は
市
民
を
主
体
と
し
て
、
国
際
的

な
文
化
の
創
造
と
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す技業農の、り合M

阜
市
唱るすを導ua

 

業農でJl
 

内
J-フマ-

b
家

人

1
ク
門
ブ

専
ア
術

会民 訪員 と育活国 学 E 主 市プ妹年協る
のにねがり成用 青 指 T 軸とリ都に 会 こ
中人る 実 わにし年 導 プとのン市社 」 と
企 気 研施同努な招なロす 青 グ米国とを
事 が修す め多致どグる少フ国法し H
業 あ旅る国そ様 事 をラ 一 年イ・人主(~
こり行母際きな き tJム方交 lマ化 杢 に
成、は国交三人 つ ( 、流ルサさ成
長 協市を流、材を外 語 Jをドチれ 二 「
し 一- F 一一一一 ユた年 沌
て阻~ ， I 可 l 。 に 111
醇ー -~ごなとこ i砂 川 セ滝 設 市

モ iiB1 言明匝~ç 一前「つ JM宅医
口 1 ‘ 州 の同交

ス姉九流

ア
フ
リ
カ
の

震
業
技
術
支
援
を
展
開

設
立
当
時
は
、
多
く
の
交
流
団
体
が

「国
際
交
流
」
に
そ
の
重
点
を
置
い
て
い

た
が
、
協
会
は
国
際
貢
献
を
視
野
に
入
れ

た
国
際
協
力
に
も
当
初
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
。
地
域
の
財
産
で
あ
る
農
業
を
生
か

し
た
国
際
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
、

平
成
十
二
年
に
ア

フ
リ
カ
・
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
か
ら
農
業
技

術
研
修
員
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
「な
ん

で
そ
ん
な
こ
と
し
な
き
ゃ
い
か
ん
?」
と、

当
初
は
疑
問
視
さ
、
え
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
国
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

す
ら
分
か
ら
な
か

っ
た
農
業
関
係
者
が
同

十
五
年

一
月、

農
業
調
査
団
と
し
て
現
地

を
訪
問
し
、

翌
年
か
ら
は
農
業
技
術
専
門

家
と
し
て
現
地
で
実
地
指
導
を
行
う
ま
で

圃
圃
・
・
・

ン

に
な
っ
た
。
ま
た
、
よ

・
・
・
・

↓

り
多
く
の
市
民
に
現
地

.

.

.

.

.

.

.
 巴フ

幽
明
」
調

と

の
状
況
を
知
っ
て
も
ら

・21叫W
ー

h
-
w副
圃

J
'

J
判。

Ma-
ゥ

う
た
め
に
ス
タ
デ
ィ
!

?
噌
圃

ラ

-
U
R
ツ
ア
ー
を
実
施
。
無
口

・r民A討の
だ
っ
た
高
校
生
、
日
常

て

E
開
佐

市

業

務
に
忙
殺
さ
れ
て
い

.. ，R
U
た
銀
行
員
が
「
現
地
の

r

u

状
況
を
伝
え
た
い
!
」

a
t
ぶ

と
報
告
会
の
準
備
に
目

h----F
小
ん
沼
川

r
M司
一
以

を
輝
か
せ
る
ま
で
に
な

刊
悦
脳
同

L
手
か

っ
た
。

と
も
す
れ
ば
、
欧
米
先
進
国
の
華
や
か

な
世
界
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
な
国
際
交
流

だ
が
、
そ
れ
は
全
世
界
の
二
O
%
弱
に
過

ぎ
ず
、
残
り
の
八

O
%
超
が
貧
困
に
あ
え

ぎ、

苦
し
ん
で
い
る
。
地
方
財
政
は
極
め

て
厳
し
い
が
、
地
域
の
明
日
を
背
負
っ

て

立
つ
青
少
年
を
国
際
性
豊
か
な
人
材
に
育

て
、
地
域
再
生
を
目
指
す
に
は
、
ま
ず
世

界
の
現
状
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が

一
番

で
あ
る
。
地
方
だ
か
ら
で
き
る
温
か
い
も

て
な
し
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
世
界
の
人
々

が
集
い、

語
ら
い
、
世
界
の
平
和
を
発
信

す
る
。
そ
の
よ
う
な
国
際
交
流
を
実
現
さ

せ、

国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
。
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山
形
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
協
会

外
国
人
と
地
域
の
人
と
の

架
け
橋
を
目
指
す
日
本
語
教
室

公
民
館
の

一
室
で
外
国
人
の
た
め
の
日

本
語
教
室
を
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
十
七

年
前
の
こ
と
だ
。
教
室
を
立
ち
上
げ
た
き

っ
か
け
は
、
留
学
生
が
日
本
語
を
学
ぶ
場

が
な
い
、
と
い
う
話
や
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
来
た
人
た
ち
が
夫
や
家
族
と
言
葉
が
通

じ
ず
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
だ
っ
た
。「
同
じ
町
に
暮
ら
す
外
国

か
ら
来
た
人
た
ち
の
お
役
に
立
ち
た
い
」

「異
文
化
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
で

相
互
理
解
を
図
り
、
友
好
を
深
め
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

日
本
語
習
得
と
同
時
に

生
活
上
の
悩
み
相
談
の
場
に

教
室
を
始
め
た
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
の
手

探
り
状
態
で
、
学
習
者

一
人
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が

一
人
付
い
て
、
テ
キ
ス
ト
も
内
容

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て

い
た
。
学
習
者
が
増
え
る
に
従
い
母
語
別

の
ク
ラ
ス
編
成
に
し
た
り
、
進
度
別
の
ク

会
長

須
賀
ま
り
子

• 

ラ
ス
に
し
た
り
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

地
域
の
日
本
一諸
教
室
に
は
二
つ
の
側
而

が
あ
る
。
日
本
語
の
習
得
の
場
で
あ
る
と

同
時
に
、
生
活
上
の
悩
み
の
相
談
の
場
で

も
あ
る
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は

「質
の
高

い
日
本
語
教
室」

を
目
指
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
さ
ん
が

不
可
欠
と
な
る
。
会
員
が
勉
強
し
た
こ
と

を
教
、
え
合
う
学
習

会
、
教
育
の
内
容

や
進
め
方
の
検
討

会
、
ビ
デ
オ
学
習

会
、
外
部
の
先
生

を
招
い
た
研
修
会

と
、
週
二
時
間
の

授
業
を
す
る
た
め

の
準
備
や
学
習
の

時
間
は
か
な
り
の

も
の
に
な
っ
た
。

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
の
ス
タ
ー
ト

世る本は参め てでに修参と人う E 成
界 。語、加、中いあこを加いだチ立す平

座 で碓手分でどと語つだ英だ授者多国くるれ 重 す立かヤ主る成
の養あににけ 」 う 『 だて 。語け業がくや 。こらねる気らン袈た年
後成る答分はと違 が まとをはあの韓 とがで人軽日ス 室 め
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平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

世
界
に
貢
献
で
き
る

国
際
人
の
育
成
を
目
指
す

ふ
る
さ
と
創
生
一
信
円
を
活
用
し
て

基
金
を
創
設

八
千
代
市
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
実

施
さ
れ
た
「ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円
事
業
」

を
活
用
し
て
、
平
成
元
年
に
八
千
代
こ
ど
も

国
際
平
和
文
化
基
金
を
設
置
し
た
。
こ
の

基
金
に
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

世
界
に
貢
献
で
き
る
国
際
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

事
業
は、

①
国
際
理
解
事
業
H
日
本
ユ

ニ
セ
フ
協
会
制
作
ビ
デ
オ
、
新
聞
、
テ
レ

ビ
を
見
て
、
平
和

・
飢
餓
・
環
境
問
題
に

つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
小
学
校
五
年
生

と
中
学
校
二
年
生
を
対
象
に
国
際
平
和
作

文
と
し
て
募
集
し
、
入
賞
作
品
六
十
編
を

掲
載
し
た
作
文
集
「君
た
ち
を
忘
れ
な
い
」

を
発
行
②
国
際
文
化
交
流
事
業
H
八
千
代

こ
ど
も
親
善
大
使
の
バ
ン
コ
ク
派
遣
と
バ

ン
コ
ク
子
ど
も
親
善
大
使
の
受
け
入
れ
事

業
③
国
際
協
力
事
業
H
家
庭
に
眠
っ
て
い

市
長

豊
田
俊
郎

• 

る
文
房
具
を
市
内
小
・
中
学
校
で
集
め
、

こ
ど
も
親
善
大
使
が
バ
ン
コ
ク
を
訪
問
す

る
際
に
持
参
す
る
|
の
三
つ
の
柱
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
親
善
大
使
の
バ
ン
コ
ク
派
遣
と

ダ
イ
ラ
ッ
ク
ア
ン
活
動

国
際
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

六
十
人
の
中
か
ら
、
毎
年
十
人
を
タ
イ
王

国
バ
ン
コ
ク
へ
、
こ
ど
も
親
善
大
使
と
し

て
派
遣
し
て
い
る
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
文
章
の
良
し
悪

し
で
は
な
く
、
世
界

平
和
に
対
す
る
考
え

方
や
思
い
を
重
視
し

て
、
審
査
は
市
教
育

研
究
会
社
会
科
部
会

の
先
生
に
お
願
い
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ

ど
も
親
善
大
使
の
選

会は で会つつるか何こそち話たけ研 普 考
千、ダあ 72たな 。とかのしにをちる修大こは
葉日イるうのがそ考で経て、聞もこに使う両
県本ラ U 二がつんえき験、自き、と参はし接
支ラツ ~ Q宝なるなを帰分、歴を加、てで

起て者君主 25響z震でTモ? z?言語 52ま2278話Z暴言雪
び市委地 。キ者大の」弱共フ〆 ン O 上ちにうしは目語 替 に 。まれて
掛内員震まヤと使パを善催協で ~ Bががなって、にの大 喜 初でたい

針作勺げ主義主iaE既知・田園内れqi γ 
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金中 力はマを亨れこて国園田暦IUI・ タ司 いねイ子園のど
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こども親善大使のバンコクでの体験授業

め
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
そ
の
活
動
の
輸
を
広
げ
て
い
る
。

大
都
市
と
続
く

永
続
的
な
交
流
の
"
き
ず
な
“

うか 当 よ結も いにてに 置 曙翻臨す¥ ~ -WF.l- 4 はでな
とかたう成親昨ると、取臨」関翻悩司'>. . l 10， ... -1 、す都 E
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まつ平なれ呆にとて規組 |曹園都週・・‘a魁:Fj-ー |ィ 」 とっ
すた成つ、使は評、模ん | 望型園田問題 |のと交し
ま人 二 た代の、佃i素 はで l喝層圏柚..-- -， て河匝 |ど、流て
すた十 。表会パさ晴間ぃ ・ 一一一一 こよをぷ
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古
い
伝
統
の
息
づ
く
観
光
都
市
が

異
文
化
交
流
を
推
進企

画
管
理
部
企
画
課

和
仁
奈
緒
子

• 

高
山
市
は
岐
阜
県
の
北
部
、
飛
騨
地
方

の
中
央
に
位
置
し
、
人
口
約
九
万
七
千
人
、

面
積
は
約
二
千
百
七
十
七
平
方
キ
ロ
の
日

本

一
広
い
市
で
あ
る
。
広
大
な
市
域
に
は
、

緑
豊
か
な
山
々
や
美
し
い
清
流
、
温
泉
な

ど
の
恵
ま
れ
た
自
然
資
源
が
あ
り
、
古
い

町
並
み
や
高
山
祭
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
文

化
や
伝
統
芸
能
が
息
づ
い
て
い
る
。

市
が
国
際
化
へ
の
取
り
組

み
を
始
め
た
の
は
昭
和
三
十

五
年
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
デ

ン
バ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時、

海
外
都
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
は
全
国
で
コ
一十
番
目
、
岐

阜
県
下
で
は
初
の
試
み
だ
っ

た
。
親
善
訪
問
団
の
相
互
交

流
に
始
ま
り
、
昨
年
で
二
十

一
回
目
と
な
っ
た
高
校
生
の

相
互
派
遣
、

音
楽
団
体
や
商

工
関
係
団
体
に
よ
る
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

市
民
の
国
際
交
流
参
加
と

申
高
生
の
海
外
派
遣

市
民
が
国
際
交
流
を
積
極
的
に
推
進

し
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
体
制
を
強
化

す
る
た
め
昭
和
六
十
二
年
、
飛
騨
高
山
国

際
協
会
が
発
足
し
た
。
国
際
協
会
は
、
市

心
民
向
け
外
国
語
講
座
や
在
住
外

国
人
向
け
日
本
語
講
座
の
ほ
か
、

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
ガ
イ
ド
や

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
養
成
派

遣
、
諸
外
国
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活

動
は
、

気
軽
に
楽
し
く
国
際
交

流
に
参
加
で
き
る
機
会
と
し
て

定
着
し
て
お
り
、
毎
年
多
く
の

市
民
が
参
加
し
て
い
る
。

高山市長とデンバー市長の会談

ま
た
市
は
、
地
域
の
国
際
化
を
進
め
る

た
め
に
は
、

異
文
化
へ
の
関
心
や
幅
広
い

視
野
を
持
っ
た
若
者
の
育
成
が
必
要
と
考

え
、
中
高
生
を
中
心
と
し
た
市
民
を
海
外

に
派
遣
す
る
市
民
海
外
派
遣
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
派
遣
者
は
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
と
小
論
文
や
面
接
試
験
で
選
考

さ
れ
、
派
遣
先
の
国
の
文
化
・
・

や
言
語
に
つ
い
て
の
学
習
会

副
幽

を
経
て
、

一
週

間

の

海

外

派

.

，

遣
に
参
加
す
る
。
派
遣
先
は

.

.

.

.
 

カ
ナ
ダ
、
米
国
、
中
固
な
ど

-
-U
1

で
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
国
融

i
M

際
理
解
を
深
め
る
だ
け
で
な
梧

F

口凶

く
、
地
元
の
文
化
や
自
分
の

附

将
来
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
臥
ヰ

も
な
っ
て
い
る
。

山
田
圃

最
近
で
は
、
平
成
十
四
年
在

に
中
国
雲
南
省
麗
江
市
と
友
好
都
市
の
提

携
を
し
た
の
に
伴
い
、
毎
年
、
国
際
交
流

員
を

一
人
招
致
し
、
市
民
向
け
の
中
国
語

講
座
、
中
国
文
化
の
紹
介
や
料
理
教
室
な

ど
を
開
催
し
な
が
ら
、
中
国
と
の
友
好
交

流
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
二
年
前

か
ら
は
、
麗
江
市
の
職
員
を
研
修
員
と
し

て
毎
年
二
人
受
け
入
れ
、高
山
市
の
農
業
、

観
光
、
国
際
交
流
な
ど
の
分
野
で
研
修
を

行
う
交
流
も
始
め
た
。

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

バ
リ
ア
フ
リ
l
の
ま
ち
ゃつ
く
り

高
山
市
は
、
年
間
四
百
万
人
を
超
え
る
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(
と
っ
と
り
国
際
交
流
連
絡
会
)

市
民
開
放
型
の

国
際
交
流
推
進
と
情
報
の
発
信

平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

タ
イ
ム
は

一
九
八
八
年
に
創
立
さ
れ
た

民
間
の
国
際
交
流
団
体
で
あ
る
。
当
時
、

鳥
取
で
は
ま
だ
国
際
交
流
が
さ
ほ
ど
盛
ん

で
は
な
か
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
国

際
交
流
・
協
力
を
し
て
い
る
人
々
が
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
た
。
タ
イ
ム
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で

生
ま
れ
た
。
現
在
、
会
員
は
約
二
百
人
だ

が
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
会
員
以
外
の
人
も
多

く
参
加
す
る
。

タ
イ
ム
が
基
本
的
な
方
針
と
し
て
挙
げ

て
い
る
の
は
、
国
際
理
解
の
推
進
と
情
報

の
発
信
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
で

あ
る
。
し
か
し
、
国
際
交
流
・
協
力
に
関

す
る
こ
と
な
ら
活
動
を
限
定
せ
ず
、
そ
の

時
メ
ン
バ
ー
が
興
味
の
あ
る
こ
と
を
ど
ん

ど
ん
取
り
入
れ
て
い
く
。
具
体
的
な
活
動

と
し
て
は
、
機
関
紙

「
タ
イ
ム
・
ト
ッ
ト

リ
」
の
年
四
回
の
発
行
、
同
四

1
五
回
の

セ
ミ
ナ
ー
や
タ
イ
ム
・
フ
エ
ス
テ
ィ
パ

• ケ
イ
ツ
佳
寿
子

代
表

ル
、
外
国
人
支
援
活
動
な
ど
が
あ
る
。

ま
ず
セ
ミ
ナ
ー
。
こ
こ
十
年
ほ
ど
は
開

発
教
育
に
も
力
を
入
れ
、

一
方
的
な
講
義

だ
け
で
は
な
く
、
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
今
ま
で

に
や
っ
て
き
た
そ
の
よ
う
な
活
動
を
幾
っ

か
紹
介
し
よ
う
。

ハ
ン
ガ
ー
バ
ン
ケ
ッ
ト

とルフクツルう同ヨ因
ご lルロチ lがじンを世
飯プコスグプ、金で考界
、は lのルに会額あえの
そいス掛 l分場のるる飢
しすのかプけでチ 。シ餓
てに食つはらはケ参ミの
下座事たテれ 三 ツ加ユ現
層つ、食 lるつト者レ状
グて中 卓 ブ 。のをは lや
ル 亘 グでルリグ買皆シ原
lの

プシ Lーーー γ はチ
床ユ
で l

ご
飯
と
水
の
み
の

食
事
を
す
る
。
グ

摂

ル
l
プ
分
け
は
実

F
イ

す
う
せ
い

タ

際
の
世
界
の
趨
勢
仰

に
従
っ
て
行
わ
れ
此

る
の
で
、

一
番

数

釦

が
多
い
の
は
下
層
的
E
i
土

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

一
の
-
回

食
事
を
し
な
が
ら
、

一倍

O
D
A
(
政
府
開

一一

発
援
助
)
の
問
題
、

一

貧
困
の
原
因
な
ど
、

「
一

い
ろ
い
ろ
な
問
題
提
起
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
す
る
。
実
際
の
状
況
が
分
か
り
ゃ

す
く
、
大
変
而
白
い
活
動
で
あ
る
。

ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ムこ

れ
も
世
界
の
状
況
を

体
験
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
参
加
者
は
入
場
時
に

国
籍
、
宗
教
な
ど
の
情
報

が
書
い
て
あ
る
役
割
カ
ー

ド
を
受
け
取
る
。
こ
の
情

報
は
世
界
の
実
際
の
姿
に

基
づ
い
て
い
る
。
部
屋
い

っ
ぱ
い
の
巨
大
な
世
界
地

図
の
上
で
、
世
界
の
状
況

が
表
現
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

み
ん
な
が
自
分
に
割
り
当

て
ら
れ
た
国
の
場
所
に
座
れ
ば
、
人
口
の

分
布
が

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
宗
教
に
よ
っ

て
分
け
れ
ば
、
ど
の
宗
教
の
人
が
ど

こ
に
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
も
分
か
る
。

タ
イ
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

タ
イ
ム
最
大
の
行
事
「
タ
イ
ム

・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
年
に

一
回、

鳥
取
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
団
体

や
在
烏
外
国
人
が
集
ま
る
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。
各
国
・
団
体
の
ブ

ー
ス
や
カ
フ
ェ
、
歌
や
踊
り
、
そ
の

他
の
催
し
で
に
ぎ
わ
う
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

同
じ
志
を
持
つ
人
々
と
協
力
し
合
う
と

い
う
の
は
、
設
立
当
初
か
ら
の
願
い
だ
っ

た
。
タ
イ
ム
は
大
学
や
他
国
体
と
の
連
携

を
大
切
に
し
て
い
る
。
特
に
地
元
の
二
つ

の
大
学
の
国
際
交
流
団
体
と
は
、
お
互

い
に
助
け
合
え
る
関
係
を
築
い
て
き
た
。

そ
の
他
の
活
動

年
四
回
の
機
関
紙
「
タ
イ
ム

・
ト
ッ
ト

リ
」
を
発
行
し
て
い
る
。
鳥
取
の
国
際
交

流
活
動
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載

だ
。
そ
の
他
、
年
二
回
の
在
住
外
国
人
を

対
象
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ

l
も
す
っ

か
り
定
着
し
て
い
る
。

タ
イ
ム
の
長
所
は
広
く
門
戸
を
聞
い
て

い
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
協
力

し
合
っ
て
、
よ
い
会
に
し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
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特
定
非
曽
利
活
動
法
人

e
ネ
ッ
ト
・
リ
ア
ス

情
報
弱
者
に
対
す
る

ー

T
支
援
の
地
域
活
動

釜
石
市
は
岩
手
県
南
東
部
の
中
心
に
位

置
し
、
風
光
明
美
な
景
観
と
天
然
記
念
物

に
恵
ま
れ
た
陸
中
海
岸
国
立
公
園
の
中
に

あ
る
。
市
内
に
は
現
存
す
る
日
本
最
古
の

洋
式
高
炉
で
、
近
代
製
鉄
業
の
発
祥
の
地

で
も
あ
る
橋
野
高
炉
遺
跡

(
国
文
化
財
)

が
あ
る
。
釜
石
市
は
少
子
高
齢
化
を
避
け

て
通
る
こ
と
が
で
き
ず
、
高
齢
化
率
三

0
・
九
六
%
と
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て

い
る
。
私
た
ち
は
、

高
度
情
報
化
社
会
が
急
速

に
進
展
す
る
中
に
あ
っ
て
、
情
報
弱
者
と

言
わ
れ
る
高
年
齢
者
並
び
に
身
体
障
害
者

に
対
し
て
、
情
報
通
信
技
術
の
普
及
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、

一
般
の
人
と
同
様
に
、

そ
の
利
便
性
を
享
受
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
、
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
支
援
に

寄
与
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
主
な
地
域
活
動
の
事
例
を
紹
介

す
る
。

副
理
事
長

・
企
画
部
長

川
崎
洋

• 

パ
ソ
コ
ン
普
友
活
動

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
の
ほ
か
に
、
会
員
制
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン

学
習
会
を
行
っ
て
い
る
。
同
学
習
会
は、

「
教
え
ら
れ
た
り
教
え
た
り
」
を
モ
ッ
ト

ー
に、

「前
歴
を
問
わ
な
い
」

(誰
で
も
参

加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
)、
「
先
生
と
呼

ば
な
い
、
名
前
で
呼
ぶ
」
(
親
睦

・
交
流

を
深
め
る
)
を
学
習
す
る
た
め
の
約
束
事

と
し
て
進
め
て
い
る
。
年
間
の
学
習
人
員

は
延
べ

二
千
三
百
人
ほ
ど
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
映
像
に
よ
る

歴
史

・
文
化
な
ど
の
紹
介
と
伝
承

岩
手
県
が
進
め
て
い
る
地
元
を
再
認
識

す
る
活
動

「
い
わ
て
地
元
学」

を
通
じ
て

体
験
し
た
取
材

・
指
影
記
録
な
ど
を
活
か

し
た
活
動
で
あ
る
。

①
釜
石
地
域
の
伝
統
芸
能
の
紹
介
(
ホ
l

ム
ベ

l
ジ
の
作
成
)

②
釜
石
の
「
祭
り

・
イ
ベ
ン
ト
」
の
紹
介

(取
材
・
ホ
1
ム
ベ

l
ジ
作
成
、

C
P

R
に
収
録
な
ど
)

陸
中
海
岸
国
立
公
園
の
名
勝

・
天
然
記

念
物
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
差
し
た
文
化

な
ど
の
情
報
発
信
力
を
高
め
、
人
口
交
流

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

自
立

・
社
会
参
加
支
援
の
福
祉
活
動

①
か
ま
い
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
l

ク
事
業
H
釜
石
地
域
お
よ
び
近
郊
の
小

規
模
福
祉
作
業
所
の
障
害
者
を
対
象

に
、
社
会
へ
の
参
加
と
就
労
機
会
の
創

出
を
図
る
た
め
、
六
カ
月
に
わ
た
り
、

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
通
じ
て
交
流
し
、

最
後
に
成
果
発
表
会
を
行
っ
た
。

②
身
体
障
害
者
パ

ソ
コ
ン
訪
問
サ
ポ
ー
ト

38 

伝統芸能の一場面。躍動する釜石の虎舞

H
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
な
ど
の
受
講
が
困

難
な
身
体
障
害
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
八

年
度
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
る
中
に
あ

っ
て
、
こ
う
し
た
体
験

を
踏
ま
え
つ
つ
支
援
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
う
。
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情
報
過
疎
地
で

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

東
北
の
秀
峰
鳥
海
山
の
南
麓
に
位
置
す

る
八
幡
町

(平
成
十
七
年
十

一
月

一
日
合

併
し
酒
田
市
八
怖
総
合
支
所
管
内
)
は
、

過
疎
対
策
・
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
と
い

う
観
点
か
ら
、
地
域
住
民
と
と
も
に
汗
水

流
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
情
報
化
施
策
を

展
開
し
て
き
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
支
え

た
の
は
、
同
じ
町
で
あ
り
な
が
ら
、
平
野

部
と
山
間
部
に
情
報
格
差
が
あ
り
、
民
間

主
導
に
よ
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
構
築
で
は
こ

の
格
差
が
将
来
に
わ
た
り
埋
ま
ら
な
い
と

い
う
危
機
感
だ
っ
た
。

田
舎
か
ら
全
国
に
情
報
を
発
信
す
る

「
e
lな
か
ネ
ッ
ト
」

旧
八
幡
町
の
平
野
の

一
部
で
は
、
地
域

の
若
者
た
ち
の
要
望
を
受
け
、

N
T
T東

日
本
が

A
D
S
L
8
M
b
p
s
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
開
始
し
た
が
、
山
間
部
で
は
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
将
来
も
提
供

さ
れ
る
見
込
み
は
全
く
な
く
、
情
報
化
に

八
幡
総
合
支
所

地
域
振
興
課
長

羽
根
田
篤

• 

関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
全
町

的
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
提
供
を
望

む
声
が
多
く
あ
っ
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
を

検
討
し
た
結
果
、
総
務
省
の
「
加
入
者
系

光
フ
ァ
イ
バ
網
設
備
整
備
事
業
」
を
活
用

『判トー
通置事業者ピル

す
る
こ
と
と
し
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日

か
ら
町
内
約
六
百
の
加
入
世
帯
に
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し

た
。
愛
称
は
「
?
な
か
ネ
ッ
ト
」
。
田
舎

か
ら
全
国
へ
情
報
を
発
信
す
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
利
用
し
て
、
町
民
み
ん
な
が
良
い

仲
(
い
い
仲
)
に
な
る
よ
う
に
と
期
待
を

込
め
て
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

公共縫匝

加
入
者
と
公
共
施
設
を
結
ぶ

地
減
イ
ン
卜
ラ
ネ
ッ
ト
の
整
備

市
が
非
営
利
の
電
気
通
信
事
業
者
と
な

り
、
民
間
の
電
気
通
信
事
業
者

(
N
T
T

東
日
本
)
と
の
波
長
単
位
の
卸
電
気
通
信

役
務
お
よ
び
特
定
地
域
I
P網
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、
加
入
者
に
ブ
ロ
ー
ド
、バ
ン
ド
環

境
を
提
供
し
て
い
る
。

市
で
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

幹
線
部
分
の
伝
送
路
と
通
信

・

伝
送
機
器
を
整
備
し
、
電
柱
か

ら
分
岐
し
て
各
家
庭
に
引
き
込

ま
れ
る
。
引
き
込
み
線
工
事
に

つ
い
て
は
、
加
入
者
の
負
担
と

‘ 
(上)八幡地域内どの家庭でもフロー ドバン
ド環境が利用できる

(右)eーなかネ y卜PR活動

な
り
、
光
終
端
装
置
が
加
入
者
宅
に
設
置

さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
に
接
続
さ
れ
る
。
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
の
総
延
長
は
約
七
十
七
キ

ロ
。
加
入
者
系
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

と
合
わ
せ
て
、
公
共
施
設
聞
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
で
接
続
す
る

「地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
整
備
を
行
っ
た
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
有
効
に
活
用
し
、
全

国
で
唯

一
の
環
境
省
総
禽
類
保
護
セ
ン
タ

ー
の
協
力
を
得
て
、
地
域
特
有
の
情
報
と

し
て
イ
ヌ
ワ
シ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
の
動
画
配
信

も
行
っ
て
い
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
配
信
を
視
野
に

T
V難
視
聴
対
第
を
検
討

当
地
域
で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、

直
哩
蝿
謹
二
O
O六
年
秋
ご
ろ
か
ら

三
副
・
・

サ
ー
ビ
ス
開
始
さ
れ
る
予

監
.

.
 

定
で
あ
る
。
現
在
、
十
あ

4
・
・
圃

る
共
同
受
信
組
合
の
施
設

・

罰

百

に
つ
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ

・
司
U
‘

ル
放
送
に
対
応
す
る
た
め

---FIには
、
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
の

更
新
だ
け
で
な
く
、
増
幅
器
や
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
の
交
換
の
可
能
性
も
あ
り
、
加
入
世

帯
が
大
き
な
費
用
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
今
後
、
共
同
受
信
組

合
の
設
備
更
新
な
ど
の
費
用
負
担
と
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
再
送
信
装
置
構
築
費
用
な
ど
の
比

較
を
行
い
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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か
?
と
ま
ず
考
え
た
。
何
の
手
続
き
を

す
る
に
も

「公
証」

が
必
要
で
あ
る
。
特

に
被
災
後
の
経
済
活
動
に
は
公
証
の
確
保

が
重
要
と
な
る
。
住
民
の

一
番
身
近
に
あ

る
役
場
が
、
そ
の
非
常
時
の
際
も
す
ぐ
に

復
旧
し
、
機
能
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
改

め
て
確
認
せ
、ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
、
町
が
最

初
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
対
策
と
し
て

手
掛
け
た
も
の
は
、

「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ウ

イ
ル
ス
対
策
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
で
あ
る
。

四
園
田
・
圃
圏一

こ
れ
は
、

百
十
人
の

-
-
-
-
-
圃

イ
全
職
員
に
配
置
さ
れ

M---サ

'
i

圃
圃
・

3

て
い
る

P
C
(ク
ラ

3
…
一

一一一

回
・

m

イ
ア
ン
ト
)
へ
の
ウ

，

圃

-------AH

…一

一

ι

圃
・

臨

イ
ル
ス
対
策
パ
タ
l

t

-O

z---の

ご
o

j
「園

況

ン
フ
ァ
イ
ル

更
新

.
)
ト
:
ト

一幽
・
視

を
、
そ
の
都
度
瞬
時

h

.

1

H

H

H

H

一回・・
監

郎

町よ
か
か
か
O

か

府
圃
・
h

に
適
用
す
る
も
の

仰

E

Y

ぶ

一

面
・

ト
で
、
以
前
の
シ
ス
テ

欄

叫
べ
一
.

削
聞

l

h

自
国
圃

も

mr

n
z

圃
・

市J
i

ム
と
比
べ
常
に
最
新

-
圃
圃
量
冒

む
闘

の
対
策
が
で
き
る
こ

・・
司‘
-v当視

・
問
l
l
h団
担
監

と
で
あ
る

(
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ

1
担
当
部
局
主
管
)
。

続
い
て
の
導
入
が
、
「
サ
ー
バ
ー
監
視
シ

ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
当
町
に
設
置
し
て
い

る
五
台
の
基
幹
サ
ー
バ
ー
の
稼
働
状
態
を

遠
隔
監
視
す
る
「
シ
ス
テ
ム
の
見
張
番
」

で
、
起
動
、
不
正
ア
ク
セ
ス
、
ド
ラ
イ
ブ
の
使

用
率
な
ど
、
運
用
状
況
を
日
常
的
に
監
視

す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
具
合
が
生
じ
た
場

情
報
化
時
代
の
先
進
的
な

安
全
安
心
ま
ち
ゃ
つ
く
り

• 

埼
玉
県
皆
野
町
は
、
秩
父
連
山
の
壮
大

な
自
然
に
抱
か
れ
た
秩
父
多
摩
国
立
公
園

の
一
角
に
位
置
す
る
。
公
園
内
に
は

「関

み

や

ま

東
の
吉
野
山
」
と
称
さ
れ
る
美
の
山
が
あ

り、

一
万
本
の
桜
が
咲
き
誇
る
。
ま
た
、

当
町
は
埼
玉
を
代
表
す
る
民
謡
「
秩
父
音

頭
」
の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。

近
年
の
登
山
ブ

l
ム
を
受
け
て
、
低
山

歩
き
の
中
高
年
ハ
イ
カ
ー
の
人
気
が
集
ま

り
、
町
は
四
季
を
通
じ
て
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
る
。
町
の
主
な
産
業
は
商
工
業
だ

が
、
ほ
か
に
ブ
ド
ウ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の

農
産
品
を
特
産
と
す
る
人
口

一
万

一
千
人

余
り
、
面
積
六
十
三
平
方
キ
ロ
の
小
規
模

な
自
治
体
で
あ
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
、
新
潟
県

中
越
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
、
そ
し
て

浅
間
山
噴
火
、
中
越

・
福
井
大
水
害
の
発

生
な
ど
と
、
近
年
は
大
型
の
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
。
幸
い
に
し
て
本
町
は
、

住
民
福
祉
課

住
民
係
長

• 本
橋
典
雄

関
東
大
震
災

(
大
正
十

二
年
)
の
時
で
も
ほ
と

ん
ど
被
害
が
記
録
さ
れ

て
い
な
い
。

地
震
に
対
し
て
は
相

当
程
度
の
耐
力
が
見
込

め
る
が
、
想
定
を
は
る

か
に
上
回
る
規
模
の
自

然
災
害
と
の
遭
遇
に
備

え
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

1
対
策
の
上
で

も
、
確
固
た
る
礎
を
築
く
時
期
に
あ
る
と

の
認
識
を
し
て
い
る
。

被
災
地
の
住
民
の

「
公
証
」
確
保
に
取
り
組
む

こ
の
よ
う
な
大
災
害
の
事
態
に
遭
遇
し

た
時
、
被
災
者
の
人
命
を
最
優
先
す
る
こ

と
は
言
う
に
及
ば
な
い
が
、

全
て
を
失
っ

た
人
々
が
、
次
に
何
を
求
め
る
だ
ろ
う

40 

合
の
い
ち
早
い
対
応
を
可
能
に
し
て
い
る
。

先
の
サ
ー
バ
ー
監
視
シ
ス
テ
ム
と
同
時

に
導
入
し
た

「第
二
次
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
処
理

・
更
新
さ
れ
る
最
新
デ

l
タ
を
、

三
十
分
間
隔
で
デ

1
タ
セ
ン
タ
ー
に
送
る

非
常
時
に
備
え
た
仕
組
み
で
あ
る
。
い
わ

ば
保
険
的
な
シ
ス
テ
ム
と
も
言
え
、
稼
働

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
第

一
次
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
デ
l
タ
の
復
旧
が
困
難
な
事
態
に
備

え
、
容
易
に
復
元
可
能
な
状
態
を
常
に
持

ち
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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L
G
l
W
A
N
に
よ
る

安
全
性
の
確
保
・
向
上

実
は
わ
が
町
の
デ
l
タ
が
、
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り
、
受
託
業

者
の
手
の
内
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、

専
用
線
を
使
用
し
た

L

G
W
A
N
(総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)

お
よ
び
そ
の
認
証
デ
l
タ
セ
ン
タ
ー
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
磁
気
テ
l
プ
の
や
り

取
り
と
比
べ
て
、
安
全
性
が
大
き
く
向
上

し
た
。
そ
れ
は
、
フ

ァ
イ
ア
ウ
オ
l
ル
に
よ
る

防
御
、
通
信
の
暗
号
化
お
よ
び
組
織
認
証

な
ど
、

L
G
W
A
N
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
対
策
の
内
容
に
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

こ
の
存
在
を
揺
る
が
す
よ
う
な
状
態
に
は

陥
つ
て
な
い
と
の
認
識
の
下
、
皆
野
町
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
も
の
で
あ
る
。



地
域
情
報
化
推
進
に
向
け
た

協
働
型
ま
ち
づ
く
り

平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

豊
中
市
は
大
阪
市
の
北
に
隣
接
し
、
而

積
三
十
六
・
六
平
方
キ
ロ
で
、
北
西
部
に

大
阪
国
際
空
港
を
有
し
て
い
る
。
比
較
的

早
く
か
ら
住
宅
市
街
地
の
形
成
が
進
み
、

昭
和
四
十
年
ご
ろ
か
ら

「千
里
ニ
ュ

l
タ

ウ
ン
」
を
は
じ
め
と
す
る
住
宅
開
発
で
人

口
が
急
増
し
た
が
、
そ
の
後
人
口
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
現
在
は
約
三
十
九
万
人
。

急
速
に
進
む
高
齢
化
の
中
、
住
宅
都
市
と

し
て
の
成
熟
段
階
を
迎
え
て
い
る
。

平
成
十
三
年
度
に
全
国
的
に
実
施
さ
れ

た
I
T
講
習
で
は
、
当
市
で

五

-
E
e----

も
八
千
百
四
十
五
人
の
市
民

位
固

・

が
受
講
し
た
。
し
か
し
、
パ

仰
一
圃
・

ソ
コ
ン
操
作
は

一
度
受
講
し

E
4官
圃

た
だ
け
で
習
得
で
き
る
も
の

一

一

正

で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
後
の

戸
戸
-

d

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
望
む
声

門
ーレ
ト
品

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
に
関

し
て
身
近
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
す

る
こ
と
に
し
た
。

政
策
推
進
部

4

情
報
政
策
担
当
理
事

• 松
岡
勝
義

五報キ幽‘~組』ザ イはて地る画の置
点誌ス 園 陸骨 骨 置ロEι ァ、開域施がサすち 「柚
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ダ
!
と
呼
ば
れ
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

選
考
を
経
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

エ
キ
ス
タ
と
よ
な
か
で
は
、
大
き
く
分

け
て
次
の
二
つ
の
事
業
を
通
し

『習

て、

地
域
情
報
化
の
推
進
に
取
り
鵡

組
ん
で
い
る
。
ま
ず
午
前
中
は
、

4

2

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
地
寸

E
EE

域
情
報
の
発
信
事
業
と
し
て
、
生

F
l
l

中
継
で
地
域
の
情
報
を
伝
え
る
四

『
j

番
組
を
提
供
し
て
い
る
。

.
t
n

中
で
も
、
市
民
が
日
ご
ろ
の
活

.
陪

動
成
果
の
発
表
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

圃IP--
‘a 

の
知
ら
せ
た
い
情
報
を
発
信
す
る

一一

E

「
エ
キ
ス
タ
集
ま
れ
」
で
は
、
自
-
-
-

分
た
ち
の
活
動
を
発
表
す
る
場
が
欲
し

い
、
あ
る
い
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
告
知
を

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
行
い
た
い
な
ど
と
い
っ

た
市
民
の
ニ

l
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
、
平
成
十
六
年
度
の
利
用
人
数
は
千
六

人
と
、
大
変
好
評
を
博
し
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
の
集
客
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
テ

レ
ビ
を
見
て
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
視
聴

者
が
、
新
た
に
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、

人
と
人
を
つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
、
現
在

で
は

一
カ
月
先
ま
で
予
約
で
埋
ま
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

地
織

l
T
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と

市
民
交
流
の
拡
大

次
に
、
午
後
は
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

市
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ

l

(利
用
能
力
)

の
向
上
と
し
て
、
基
礎
的
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
る
パ
ソ
コ
ン

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

い域仕そはな情てレは にて将市コぞデ 1_句、、-邑~ in#哩哩主遁て地そ
る活組の大成報取ビ、こで触来域ンれス T ，.・圃圃圃圃・・・・・~f""ー・い域れ
。性みよ 量 果化り事市のきれ的全相のクリ 圃園田園圃圃・旨EFE・る 1tこ
化をうのをや組業民よれ合に体談地を l 司・E彊量4. ー圏直圃・・ 。T 対
に整な技上市み者ボうばいはへ会域担ダ~一一一一一一一一一一一一一一 現リ応
つえ技術げ民を、ラによを、とをで当 lつ市をがに千クるデ域市在 lす
なる術者ての進豊ン、い深地広開パすはて民教市喜四の 。ス I民まダる
がこ力がい Iめ中テエとめ域が催ソるエい同え民-'2十利パク T がで l人
るとを定る T る市イキ考る住りすコだキる士るに市 ー 用ソなリ講に育材
こで地年 。活このアスえ場民をるンけス 。の仕対民人はコど 1習、成を
と、堵を 二 用と 三 、タてががみな講でタさ交組しボに、ンにダを百講育
をさド迎 O 支で者ケとい、 Iせど習なとら流みてラ上岡へ参 1修四習て
期ら塩、 O 援、が lよる市 T て、会く よ にのがパンる年ル加と了十をる
待な元を七に地協ブな 。内をぃ活や、な、場でソテ 。度プし し し五 実 た
しるすぷ年大域働ルか 随遡る動パそか地ときコイそでデてて、人施め
て地る、にきのしテで 所し 。がソれの域な、ンアれ 二 スい同地のしの
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
情
報
社
会
生
活
研
究
所

田
舎
の
魅
力
を
情
報
化
し
た

ま
ち
お
こ
し
活
動

情
報
社
会
生
活
研
究
所
は
兵
庫
県
の
農

村
部
、
丹
波
市
に
本
拠
を
構
え
て
い
る
。

情
報
通
信
白
書
に

「ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が

も
た
ら
す
I
T
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
う
た

わ
れ
た
二
O
O
一
年
。
ま
だ
ダ
イ
ア
ル
回

線
に
よ
る
常
時
接
続
サ
ー
ビ
ス
さ
え
な
か

っ
た
当
地
方
に
お
い
て
、
危
機
感
を
共
有

し
た
二
十
代
か
ら
四
十
代
の
青
年
が
中
心

に
な
っ
て
始
め
た
ま
ち
お
こ
し
活
動

「
シ

フ
ト
ア

ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
発
端
だ
。

シ
フ
ト
ア
ッ
プ
と
い
う

名
の
由
来
は
、
車
を
ギ
ア

チ
ェ
ン
ジ
し
て
加
速
し
て

い
く
様
子
に
あ
る
。
新
し

い
何
か
を
持
ち
込
む
の
で

は
な
く
、

昔
か
ら
あ
る
魅

力
的
な
車
体

(田
舎
の
資

源
)
は
そ
の
ま
ま
に
、
そ

れ
を
掘
り
起
こ
し
伝
え
て

代
表
理
事

小
橋
間
彦

• 

い
く
(
加
速
す
る
)
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
ろ

う
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。
現
在
の

メ
ン
バ
ー
は
お
よ
そ
四
十
人
、

「パ

ソ
コ

ン
の
勉
強
に
」
と
定
年
後
参
加
す
る
六
十

歳
代
の
人
も
増
え
て
き
た
。

「
田
舎

B
B
」
と

「
田
舎

T
V」
を
核
に
活
動

こ
の
地
域
を
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
す
る
た
め

に
私
た
ち
は
、
「
情
報
緑
化
事
業
」

と

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放

送
局
事
業
」
と
い
う

二
つ
を
活
動
の
柱
に

立
て
て
い
る
。
情
報

緑
化
と
い
う
の
は
、

春
に
な
る
と
野
に
花

が
咲
く
よ
う
に
、
里

山
か
ら
情
報
が
芽
吹

く
基
離
を
整
え
る
事

業
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
放
送
局
事
業
は、

芽
生
え
た
花
、
つ
ま
り
情
報
を
外
に
向
け

て
届
け
て
い
く
事
業
だ
。

手
探
り
で
始
め
た
活
動
だ
っ
た
が
、
前

者
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
「
田
舎

B
B
」
と
し
て
結
実
し、

「学
び
i
塾
」

と
呼
ぶ
地
域
の
人
が
互
い
に
情
報
リ
テ
ラ

シ
l

(利
用
能
力
)
を
研
さ
ん
す
る
場
も

開
設
し
た
。
後
者
に
関
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

『田
舎
T
V
」

i

「

m
E
圃

和宣

-

-・
4

・・圃・

を
核
に
活
動
を
続
け

小
量
'
f

j

・

て
い
る
。
こ
れ
は
、

学

a
f
}圃
眠
島

地
域
の
人
た
ち
が
レ

d
奄
V
副
圃

ポ

1
タ
ー
と
な
っ
て
、

融

γ
a

写
真
な
い
し
動
画
で

芯踏

h
f』
.

.

 

田
舎
の
様
子
を
届
け

，
パ

a

，...
 

て
い
く
サ
イ
ト
だ
。

ドい
駐

日
淘

圃

イ
ベ
ン
ト
や
名
所

『

叫
湿

の
紹
介
は
禁
止
と
い

lhL
T

え
ば
、
ユ
ニ
ー
ク
さ

・
圃
1
R
m幽
・
・

を
つ
か
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
。
ツ

バ
メ
が
巣
を
作
っ
た
、
畑
を
耕
し
て
い
て

虫
が
出
て
き
た
な
ど
、
田
舎
の
日
常
を
届

け
て
い
る
。
現
在
ブ
l
ム
に
な
っ
て
い
る

「ブ
ロ
グ
」
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
先
取
り

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
サ
イ
ト
に
昨
年
新
し
く
登
場
し
た

の
が

「草
む
ら
カ
メ
ラ
」
。
土
手
に
据
え

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
メ
ラ
か
ら
、

草
む

ら
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
で
流
し
て
い
る
だ
け

の
内
容
だ
。
あ
ま
り
の
脱
力
ぶ
り
に

「開

き
直
り
だ
ね
」
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
そ

42 

ん
な
開
き
直
り
か
ら
、

「
田
舎
こ
そ
面
白

い
」
と
い
う
思
い
が
広
が
り
、
地
域
を
活

性
化
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

地
械
情
報
を
日
常
化
し
て

主
体
性
を
回
復

2006・4月号i記誠治

こ
の
五
年
間
、
こ
れ
ま
で
田
舎
は
遅
れ

て
い
る
と
感
じ
、
と
も
す
れ
ば
他
人
頼
み

だ
っ
た
地
域
の
人
た
ち
の
姿
勢
が
、
少
し

寸

圃

ず

つ

変

わ

っ
て
き
た
。
多
く
の

・3・人か
ら
、

「
こ
ん
な
こ
と
し
た

圃
圃
い
の
だ
け
れ
ど
、

一
緒
に
ど
う
」

E
F・
と

い

う

相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
よ

.

.
 ，
う
に
な
っ
た
。

-

可

新

年

度

を

迎

え

る

に

当
た
つ

咽

て

、

そ

れ

ら

を

リ

ス

ト

ア

ッ
プ

し
た
ら
、
両
手
両
足
の
指
を
折

F
 

ー

っ

て
も
足
り
な
か

っ
た
。
地
元

，
 

•. 

の
一
集
落
を
巻
き
こ
み
、
民
家

・
・
・
を
開
放
し
て
自
由
に
田
舎
を
散

策
で
き
る

一
日
を
設
け
た

「里
山
ウ
オ
ー

ク
デ
イ
」
な
ど
が
そ
の

一
例
だ
。

こ
れ
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
こ
そ
使
っ
て

い
な
い
け
れ
ど
、
田
舎
の
日
常
を
す
く
い

上
げ
て
「
情
報
化
」
し
、
外
部
に
伝
え
て

い
く
コ
ン
セ
プ
ト
は
共
通
し
て
い
る
。一

つ
一
つ
の
活
動
は
ま
だ
小
さ
い
け
れ
ど
、

情
報
化
は
確
か
に
地
域
の
人
た
ち
の
主
体

性
を
取
り
戻
す

一
助
に
は
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
個
々
の
主
体
性
を
連
携
し
、
大
き

な
動
き
に
つ
な
ぐ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
励

ん
で
い
き
た
い
。



平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

新
し
い
地
域
コ
ミ
ユ

注
目
の
電
子
町
内
会

だて可を会い活 主 パでの住の対然財 震 を
1 情欠守のる動防ト守ま民み策災産と不学
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士
ア
ィ
と
し
て

市
民
局
市
民
総
務
課

峰
松
秀
年

• 

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
取
り
組
み

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
電
子
町
内
会
」

・
司
」

は
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え

司

-

ょ
う
と
し
て
い
る
。

-
E・
印
電
子
町
内
会
と
は
、
町
内

・

・

問

会

員
の
み
閲
覧
で
き
る

「会

日・
・
一
昨
員
専
用
ベ

l
ジ
」
と
、
世
界

圃

咽

れ
中
誰
で
も
閲
覧
で
き
る

「外

・

日

掛
向
け
ウ
エ
ブ
ペ

l
ジ
」
か
ら

'
幽
圃
話

成

り

立
っ
て
い
る
。

斗

・・・・・・・・・
曽寵

』」

・

・

糊
岡
山
市
が
ウ
エ
ブ

三

E
f

d

連

サ
ー
バ
ー
と
電
子

ゆー

リ
ヲ

l
d

会

」

E
F一
附
町
内
会
シ
ス
テ
ム

丁
E

匝

・

軒

を

提

供

。
町
内
会

冨

が
自
主
的
に
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
を

君

作
成
す
る
こ
と
で
地
域
情
報
を

穂
圃
A
崎

2

発
信
し
、

電
子
町
内
会
シ
ス
テ

ム地

ム
に
よ
る

「
e
交
流

(電
子
掲

陶

示
板
)」
や

「
e
御
意
見

(電
子

町

ア
ン
ケ
ー
ト
)
」
な
ど
の
機
能

川

を
活
用
し
、
会
員
相
互
の
意
見
交
換
や
地

域
の
情
報
共
有
に
よ
っ
て
、

I
T
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
つ
つ
、
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

地
峨
の
情
報
発
信
と

意
見
交
換
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成
十
四
年
三
月
に
市
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
七
町
内
会
二
百
八
十
七
人
で
始
ま

っ
た
電
子
町
内
会
は
、
同
十
七
年
十
二
月

末
現
在
、
四
十
八
町
内
会
二
千
七
百
七
十

六
人
が
参
加
し
て
い
る
。
電
子
町
内
会
に

よ
る
地
域
の
情
報
発
信
と
意
見
交
換
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

新
し
い
形
と
し
て
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ

て
き
た
。

昔
名
所
で
あ
っ
た
さ
び
れ
た
滝
が
、
電

子
町
内
会
掲
示
板
で
の
呼
び
掛
け
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
清

せ
ん
て
い

掃

・
樹
木
掠
定
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
た

り
、
使
わ
な
く
な
っ
た
石
臼
を
掲
示
板
に

掲
載
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
の
際
の

も
ち餅
つ
き
に
使
わ

れ
る
な
ど
、
世

代
を
超
え
た
さ

ま
ざ
ま
な
交
流

が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
、
つ

に
電
子
町
内
会

が

媒

体

と

な

意見交換会では自町内会の活動など活発に意見交換
される (2005年3月5日)

り
、
リ
ア
ル
な
地
域
活
動
が
活
性
化
し
て

い
る
。
平
成
十
六
年
五
月
に
は
市
の
モ
デ
ル
事

業
か
ら
岡
山
市
連
合
町
内
会
の
活
動
事
業

に
位
置
付
け
ら
れ
、
住
民
自
治
組
織
が
自

主
的
に
拡
大
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
電
子
町
内
会
連
絡
協
議
会
も
発
足

し、

意
見
交
換
会
や
町
内
会
独
自
の
パ
ソ

コ
ン
講
習
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
行
政
の

手
に
よ
ら
な
い
市
民
情
報
化
が
ま
す
ま
す

拡
大
し
て
い
る
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
。つ
く
り
へ
の

応
用

I
T
の
普
及
に
よ
り
、
電
子
町
内
会
は

着
実
に
全
市
域
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
単

な
る
近
所
の
井
戸
端
会
議
か
ら
始
ま
っ
た

電
子
町
内
会
も
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
発

展
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ベ

l
ス
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
へ
の

E
メ
l
ル
配
信
は
、
情
報

の
即
時
性
と
い
う
点
で
計
り
知
れ
な
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

現
在
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
全
国
的
に
起
こ
っ
て
い
る
。

電
子
町
内
会
は
、
町
内
会
活
動
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
学

校
、
保
護
者

(P
T
A
)、
警
察
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
・
組
織
と
つ
な
が
り
を
持

ち
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
活
動
へ
と
新

た
な

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
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携
帯
観
光
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
で

歴
史
文
化
情
報
を
提
供

• 

尾
道
市
は
歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
景

観
を
持
ち
、
訪
れ
た
旅
人
に
ど
こ
か
懐
か

し
い
気
持
ち
と
癒
し
を
与
え
る
ま
ち
で
あ

る
。
ま
る
で
川
の
よ
う
な
尾
道
水
道
と
山

に
挟
ま
れ
た
市
街
地
に
は
、
寺
社
や
町
並

み
へ
続
く
坂
道
や
小
路
が
情
緒
あ
ふ
れ
る

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
お
り
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

「
ど
こ
で
も
博
物
館
」
は
二
O
O
二
年、

市
と
地
元
経
済
界
が
設
立
し
た
ニ
ュ

l
ビ

ジ
ネ
ス
懇
話
会
で
、
竹
村
真

二
尽
都
造
形

芸
術
大
学
教
授
が
、
携
帯
電
話
で
ま
ち
の

情
報
を
自
由
に
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
従
来
と
は
違
っ
た
観
光
案
内
と
な
り
、

物
語
が
街
中
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
尾
道
で

ぜ
ひ
試
し
て
み
れ
ば
と
の
提
案
を
受
け
て

始
ま
っ
た
。

製
作
は
、
尾
道
商
工
会
議
所
の
百
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
開
始
し
、
完
成
後
市

に
寄
贈
さ
れ
た
。
作
業
は
、
竹
村
教
授
に

企
画
部
観
光
文
化
課
課
長
補
佐

兼
観
光
企
画
振
興
係
長

• 岡
田
豊
岡

かの 発つゃなのも生 立 大市のそ当 P 委
ら品、 見て、い観らに尾好民人れた O 託

金よ i22Zいき新光いも道きの脈ぞっ法、
重 ア :/0 ;;たれ鮮案 i参大人中をれ十人東
警?G副 E情てな内れ加 学 型空予の iS5
きン、 Jレが が報し情にましのや尾し組た内大
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単
純
な
仕
組
み
で
あ
る
。
現
地
に
検
索
番

号
を
付
与
し
た
ア
イ
コ
ン
を
設
置
し
、
こ

の
番
号
を
入
力
す
れ
ば
そ
の
場
で
そ
の
場

の
情
報
を
取
得
で
き
る
。

闘

司

副

ア
イ
コ
ン
は
、
市
内
で
芸

謝

龍

術
活
動
を
し
て
い
る
絵
師
の

羽

凶

園
山
春
二
氏
の
提
案
・
製
作

圃
圃
・

で
、
石
の
フ
ク
ロ
ウ
を
使
用

圃
圃
圃
圃
す
る
こ
と
に
し
た
。
フ
ク
ロ

Z
鴨
配
置
ウ
は
、
知
恵
を
運
ぶ
烏
と
し

量
困
層

て
知
ら
れ
、
情
報
を
運
ぶ

珊
調
副

グ
「
ど
こ
で
も
博
物
館
」
の
シ

副
司

a
・・ヨ

邑
且

V
の

ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
昔
当

.

.

.

 チ
地
で
盛
ん
で
あ
っ
た
石
彫
を

・・・ω
思
い
起
こ
さ
せ
て
い
る
。

.

.

.

.

.
 民-a田市
二
O
O
三
年
四
月

一
日
よ

り
正
式
に
運
用
を
開
始
し
、
こ
れ
に
先
立

つ
同
年
三
月
、
市
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協

会
、
ニ
ュ

l
ビ
ジ
ネ
ス
懇
話
会
、
観
光
パ

ー
ト
ナ
ー
尾
道
の
会
で
構
成
す
る

「
尾
道

携
帯
観
光
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
運
営
委
員
会
」

を
設
立
し
て
、
運
用
・管
理
を
委
任
し
た
。
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運
営
委
員
会
は
、
シ
ス
テ
ム

の
保
守
管
理
を

「
N
P
O法
人

プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
お
の
み

ち
」
に
全
面
的
に
委
託
し
て
い

る
。

こ
の

N
P
O
法
人
は
、

「ど
こ
で
も
博
物
館
」
の
製
作

に
当
初
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た

市
民
を
中
心
と
し
て
、
会
社
経

営
者
、
教
師
、
僧
侶
、
作
家
、

商
庖
主
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
が
市

民
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
設
立
し
た
。
自

治
体
で
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
る

と
後
が
続
か
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
本
当

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
市
民
が
取
り
組
む

こ
と
で
、
常
に
新
し
く
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
イ

ト
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
ボ
l
タ
ル
サ
イ
卜
の

役
割
を
目
指
す

2006・4月号持記語~~

千光寺とフクロウ
現
在
で
は
、
観
光
案
内
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
商
庖

・
飲
食
庖
情
報
、
小
学
生
に

よ
る
観
光
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
ま
た

市
広
報
誌
の
メ

l
ル
マ
ガ
ジ
ン
化
も
検
討

す
る
な
ど
、
地
域
の
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
と

し
て
の
役
割
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
行
政
と
住
民
が
知
恵
を

結
集
し
て
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
新
し
い

情
報
や
埋
も
れ
た
情
報
を
発
見
し
、
将
来

に
継
承
し
て
い
く
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

で
、
市
民
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
仕
組
み
が
、
市
の
貴
重
な
財

産
と
な
っ
て
い
る
。



住
墓
力
l

ド
の
普
及
促
進
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

平成17年度・地域づくり総務大臣表彰

宮
崎
市
は
、
太
陽
と
緑
に
恵
ま
れ
、

気

候
も

一
年
を
通
し
て
穏
や
か
で
、

立
春
二

月
と
も
な
れ
ば
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
な
ど
プ

ロ
の
各
チ
l
ム
が
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
し
、
市

内
の
各
競
技
施
設
は

一
流
選
手
の
プ
レ
ー

を

一
目
見
ょ
う
と
、

県
内
外
か
ら
の
多
く

の
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
う
。

平
成
十
七
年
十
二
月
末
現
在
、
市
の
住

民
基
本
台
帳
カ

l
ド
累
計
交
付
枚
数
は
六

万
三
千
四
百
五
十
六
枚
。
カ
ー
ド
交
付
開

始
直
後
か
ら
、
そ
の
枚
数
の
多
さ
で
市
は

注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
報
道

機
関
は

「
宮
崎
市
は
申
請
ラ
ッ
シ
ュ

」

「窓
口
業
務
が
混
乱
」
な
ど
と
報
じ
た
。

住
基
カ

1
ド
交
付
開
始
当
日
と
な
っ
た

同
十
五
年
八
月
二
十
五
日
、
市
民
課
ロ
ビ

ー
に
設
置
し
た

「
こ
れ
か
ら
は
、
住
基
カ

ー
ド
で
!
」
の
懸
垂
幕
の
前
で
セ
レ
モ
ニ

ー
を
行
い
、
津
村
重
光
市
長
が
最
初
の
交

付
者
と
な
る
市
民
に
住
基
カ
l
ド
を
手
渡

市
民
部
市
民
課
管
理
係

主
任
主
事

・

本

輝
幸

し
た
。
こ
の
市
民
第

一
号
は
、
同
年
四
月

に

「運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を

持
た
な
い
人
の
た
め
に
、
公
的
な
身
分
証

明
書
を
発
行
し
て
」
と
新
聞
に
投
書
し
た

七
十
歳
の
人
だ
っ
た
。
セ
レ
モ
ニ

・

1
の
内
容
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
に

v
a

よ
り
、
多
く
の
高
齢
者
が
窓
口
に

咽J

申
請
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

手
数
料
の
無
料
化
で

力

l
ド
へ
の
切
り
替
え
促
進

一
方
、
住
基
カ

l
ド
普
及
の
方

策
と
し
て
、

平
成
十
五
年
三
月
定

例
市
議
会
で
条
例
化
し
た
上
で
、

カ
l
ド
を
印
鑑
登
録
証
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
に
し
、
そ
れ
ま
で
行

っ
て
い
た
印
鑑
登
録
証
の
発
行
は

中
止
し
た
。
約
十
八
万
五
千
人
の

既
印
鑑
登
録
者
全
員
に
切
り
替
え

案
内
通
知
を
発
送
、
そ
の
中
で

「平
成
二
十

一
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
に
切
り
替
え
る
場
合
に
は
、
住
基
カ

ー
ド
の
交
付
手
数
料
(
五
百
円
)
を
無
料

と
し
ま
す

(条
例
に
規
定
)」

と
、
少
々

強
引
と
も
受
け
取
れ
る
手
法
で
切
り
替
え

を
促
し
た
こ
と
が
、
多
く
の
申
請
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
最
大
の
要
因
で
は
な
い

か
と
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
基
カ

l
ド
は
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
市
民
の
う
ち
、
希
望
す
る

人
に
の
み
交
付
さ
れ
る
た
め
、
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
人
や
住
基
カ
l
ド
を
希
望

し
な
い
市
民
の
印
鑑
登
録
証
と
し
て
、

I

C
カ
1
ド
製
の
宮
崎
市
民
カ

l
ド
の
交
付

も
併
せ
て
開
始
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
住

基

・
市
民
の
両
カ

l
ド
を
対
象
と
し
た
サ

市民課ロビーの証明書自動交付機

市民課、転入転出窓口風景 (奥にカード交付窓口)

ー
ビ
ス
と
し
て
、

住
民
票
な
ど
の
自
動
交

付
機
利
用
や
窓
口
で
の
証
明
書
交
付
、
市

立
図
書
館
利
用
者
証
と
し
て
利
用
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

電
子
市
役
所
の
実
現
に
向
け
た

サ
ー
ビ
ス
を
狐
充
ヘ

全
印
鑑
登
録
者
数
と
比
較
す
る
と
、
現

在
の
交
付
枚
数
と
の
聞
に
は
ま
だ
ま
だ
聞

き
が
あ
る
。
今
後
は
電
子
申
請
な
ど
、
電

子
市
役
所
の
実
現
を
視
野
に
入
れ
、
市
民

に
と
っ
て
も
っ
と
魅
力
あ
る
も
の
に
な
る

よ
う
に
、
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な
ど
、

付
加
価
値
を
持
た
せ
る
こ
と
を
研
究
し
、

よ
り
身
近
な
ツ

l
ル
と
し
て
、

安
全
で
便

利
に
、
そ
し
て
利
用
し
や
す
い
価
値
あ
る

住
基
カ

l
ド
と
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に

謀
せ
ら
れ
た
大
き
な
謀
題
と
受
け
止
め
て

い
る
。
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重l圃圃圃
園田園Iー
養成塾

第
げ
期
全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
修
了
式

犯
人
が
地
域
活
性
化
の

「灯
.
こ
よ
日
一
、
、
工
ナ
こ

立
木
十
ノ
チ
/

4
中
J
I
し
コ
づ
l
b
v

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
全
国

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
第
十
七
期
の
修
了

式
が
二
月
二
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
銀

座
ラ
フ
ィ
ナ
l
ト
で
行
わ
れ
た
。
大
森
嫡

塾

長

(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
を
は
じ
め

と
す
る
講
師
陣
、
総
務
省
の
稗
団
地
域
振

興
課
長
、
塾
生
派
遣
元
団
体
の
関
係
者
ら

が
出
席
す
る
中
、
市
町
村
、
地
域
づ
く
り

団
体
な
ど
か
ら
参
加
し
た
三
十
八
人
の
塾

生
が
研
修
を
終
え
、
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

修
了
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
の
後
に
行
わ
れ

た
修
了
式
で
は
、
小
林
実
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
理
事
長
が

「
こ
の

一
年
間、

塾
生

の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
熱
心
に
研
修
に
打
ち
込
ま
れ
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
深
い
知

識
と
実
践
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
た
っ
ぷ
り
身
に

付
け
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
塾
生
の

皆
さ
ん
に
は
、
ど
う
か
地
元
に
帰
ら
れ
た

後
も
、
さ
ら
な
る
自
己
研
さ
ん
を
積
ん
で

い
た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
を
強
力
に
推

し
進
め
る
担
い
手
と
し
て
、
大
い
に
ご
活

躍
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
い
ろ
い

ろ
な
困
難
に
遭
遇
し
た
場
合
に
は
、

寝
食

を
共
に
し
た
リ
ー
ダ
ー
塾
の
同
期
生
や
先

輩
方
、
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、

ご
精
進
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
た
。

続
い
て
、
大
森
塾
長
は

「変
化
変
革
の

時
代
に
は
、
志
の
あ
る
人
が
求
め
ら
れ
て

修了証書の授与

あでき人度の 辞帰りたがた 生 まれ 宝 ご会らミ 塾 エいれまかい
る十たのにリ 全 のりの 。とだ方すたととえし 子 生こ lたたれれま
ほカ 。「 開 l 国 言 日 哲 先うきの 。気 自に、いさ代れルだ後たたす
か 月 間リ講ダ地葉々 学 生ご、ご個が 信 自研先ん 表 にをき、研と
、養 l し l予を 実 の方ざ誠指性しが分修生はの対語れ地究思研

問委27ig{美智 ヲ22222z雪z長z五市しzどぎ葉2宅
2Z 2ミ2275Eヲ 長しりい先りらにる出晴ス六 。と禁zて芸
視 一 月 全 で目 養 了いをさ E主 丸一 一""""曲二三= せう 皆 を
察 般か 国計 的成式り胸れ E 土ιー園田園田・園面醤E S ''!! tるぞさ掲
を研らに五に 塾 をまにた 医弓Tマヲー盟国・胃融1州 !mlも地ん凶
す祭 望書聖zqy士一議i円以̂I-ilr冨脳Z iz2zi 
な七月し十 元 地 と元づ L.. ~・I_¥L ~ 11措置置晶画・，， ~:Ij Iし 戻 りを
ど固まて四 年 域だ謝にく 量密電 場長al耐置置圃・..UJ~ てら組 磨

か l う身了 て聞を - '.圃.・，'.・・・・・・・・・・・る重長
らと地に証こい催対 ・・. '・・・E圃圃J;週・・・・・・・・・・・講点 主 期
でし域付をうるす象・・・E ・・圃園 正司圃・・・・・・・・・・ 義 テなの
あてにけ 手 し ) ると圃・ 闘圃・・~睡釘叩明司・園田 ・ l 特研
側)るの還たにたななし園田 ・3園田-;;RIiI薗臥 ヲ雪国略 研マ徴修
歳 。真元 知し研どどた 塾生代表の謝辞 - 修にとと
重 価し識た修がフ研 ( をつしな
型lF がてや 三 を 挙 オ修後をし 塾 式人 ③ 多面イワな問 ② 体いて つ
主主 問いネ十修げロ会も行て 生 の数 主 くをベ l講の 専 系てはて
幸元 わく ツ 八了ら l 、定っきの講の任取 重 l ク師 実 門的、、い・7 れのト人しれア情期てめ謀 座 ゼ講り視トシ陣践 家 に複 ① る
野語 るかワが、る ツ 報的い細題をミ師入しなヨを 家 、行数 義
ロ与 の、 l 、こ 。プ交にるか研開ナにれたど ツ登 な行 つ 講り
it はリク研の を換修 ④ い究講 1よて演、プ用ど政て師込
さ 課 こ lを修日 行会了 卒 指にしルるい 習実 、し多 ・ いにん
子 れダどで修 つ を者 塾導 対、形少るを践デた彩民るよだ

46 2006・4月号地局毒物



「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
l

で
|
仲
間
づ
く
り
」

沖
縄
大
会

全
国
各
地
か
ら
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
三
百
四
十
人
を
超
え
る
人
々
が
一
同
に
会
し
た
、
第
二
十
三
団
地
域
“つ
く

り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
沖
縄
大
会
が
二
月
十
日
、
十
一
の
両
日
、
沖
縄
県
内
で
聞
か
れ
た

(宮
古
島
市
、
石
垣
市
の

分
科
会
は
十
二
日
ま
で
)。

大
会
は
、
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
、
沖
縄
県
、
第
二
十
三
園
地
域
"つ
く
り
団
体
全

国
研
修
交
流
会
沖
縄
大
会
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
沖
縄
県
内
の
多
く
の
団
体
が
参
加
し
た
。

- 地域づくり団体全国研修交流会 ・全園地域リーダー養成塾. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
-. . . . . . . . . 今

大
会
の
テ
l
マ
は

「美
ら
島

・
シ
マ

お
こ
し
大
会

1
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ

l
で
l

仲
間
づ
く
り

1
」
で
あ
る
。「
シ
マ
」
と

は、

「島」

の
意
味
の
ほ
か
に
沖
縄
で
は

「地
元
」「
地
域
」
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ

て
い
る
。「
シ
マ
お
こ
し
」
は
、
つ
ま
り

「地
域
お
こ
し
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
l

で
1
」
は
、
沖
縄
の
こ
と
わ
ざ
で
「
行
き

出
会
え
ば
皆
兄
弟
」。

一
度
出
会
っ
た
ら

み
ん
な
兄
弟
だ
か
ら
、
仲
良
く
付
き
合
い

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

大
会
初
日
は
、
那
覇
市
内
の
奥
武
山
公

園
内
に
あ
る
沖
縄
県
立
武
道
館
に
お
い

て
、
全
体
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
で

は、

主
催
者
と
し
て
伊
藤
善
市
地
域
づ
く

り
団
体
全
国
協
議
会
特
別
顧
問
の
あ
い
さ

つ
や
来
賓
か
ら
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
の
芸
大

琉
球
芸
能
専
攻
O
B
会
に
よ
る
琉
球
芸
能

が
披
露
さ
れ
た
。
参
加
者
ら
は
若
い
世
代

が
郷
土
芸
能
の
継
承
、
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
こ
と
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
若
者

が
演
じ
る
「
お
じ
い

l
」
「
お
ば
あ

l
」

の
軽
妙
で
こ
っ
け
い
な

寸
劇
を
交
え
た
紹
介

に
、
笑
い
と
拍
手
を
送

り
な
が
ら
沖
縄
の
独
特

な
芸
能
を
鑑
賞
し
た
。

そ
の
後
、
映
像
を
使

っ
て
沖
縄
県
の
地
域
づ

く
り
活
動
が
紹
介
さ
れ

た
。
分
科
会
を
開
催
す

る
各
団
体
の
取
り
組
み

の
様
子
が
よ
く
分
か

り
、
分
科
会
参
加
へ
の
期
待
を
高
め
た
。

最
後
は
、
次
回
大
会
開
催
地
で
あ
る
愛

知
県
か
ら
の
参
加
者
、
総
勢
五
十
八
人
が

壇
上
に
上
が
り
、
予
定
し
て
い
る
分
科
会

の
紹
介
や
参
加
の
呼
び
掛
け
、
ま
た
ハ
ー

ト
の
バ
ル
ー
ン
を
手
に
つ
人
“
の
元
気

が
"
地
域
“
の
元
気

1
愛
+
智
の
固
に
ょ

う
こ
そ

1
」
の
テ

l
マ
発
表
が
行
わ
れ
、

全
体
会
が
終
了
し
た
。

全
体
会
に
引
き
続
き
、
県
内
十
二
市
町

村
(
名
護
市
、
東
村
、
恩
納
村
、
う
る
ま

市、

読
谷
村
、
那
覇
市
、
浦
添
市
、
糸
満

市、

豊
見
城
市
、
佐
敷
町
、
宮
古
島
市
、

石
垣
市
)
の
計
十
七
会
場
に
分

散
し
て
、
分
科
会
前
編
が
開
催

さ
れ
た
。
私
が
参
加
し
た
第
九

分
科
会
で
は
、

「な
は
の
街
エ
コ

ツ
ア

l
」
と
い
う
テ

l
マ
の
下
、

当
分
科
会
を
主
管
す
る

N
P
O

法
人
お
き
な
わ
環
境
ク
ラ
ブ
か

ら
、
那
覇
市
内
に
あ
る
歴
史
、

自
然
、
文
化
資
源
を
ゆ
い
レ
ー

ル
と
徒
歩
で
行
う
エ
コ
ツ
ア
l

展
開
の
事
例
発
表
が
あ
っ
た
。

そ
の
取
り
組
み
に
対
し
、
参
加
者
か
ら

N
P
O
法
人
の
経
営
状
況
や
行
政
と
の
か

か
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
問
題
提
起
や

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
(
行
政
、
団
体
、

N
P

O
団
体
な
ど
)
に
お
け
る
悩
み
な
ど
、
本

音
に
よ
る
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ

た
。
夜
は
、
分
科
会
参
加
者
全
員
に
よ
る

現
地
交
流
会
が
聞
か
れ
、
参
加
者
か
ら
日

ご
ろ
の
地
域
づ
く
り
活
動
内
容
の

P
R
が

行
わ
れ
た
。

交
流
会
の
後
は
、
思
い
思
い
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
那
覇
市
内
に
繰
り
出
し
、

地
域
づ
く
り
に
対
す
る
熱
意
の
表
明
と
意

.•••....•••••..•..•.•••.••........•••••. 
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見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。

翌
日
は
、
分
科
会
後
編
と
し
て
エ
コ
ツ

ア
1
体
験
が
行
わ
れ
た
。
丁
寧
な
ガ
イ
ド

の
説
明
を
受
け
、
那
覇
市
の
街
の
中
で
自

分
だ
け
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

沖
縄
な
ら
で
は
の
花
や
樹
木
、
建
物
の
特

徴
な
ど
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地

域
へ
の
誇
り
は
地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
昼
食
後

に
現
地
解
散
と
な
り
、

二
日
間
の
大
会
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
無
事
終
了
し
た
。

な
お
、
大
会
開
催
に
先
立
ち
オ
プ
シ
ョ

ン
企
画
と
し
て
、

二
月
九
日
に
那
覇
市
の

お
き
で
ん
那
覇
ピ
ル
に
お
い
て

「
こ
れ
で

あ
な
た
も
ウ
チ
ナ
l
ン
チ
ユ

(沖
縄
人
)
」

の
テ
l
マ
で
、
沖
縄
の
地
域
色
を
感
じ
さ

せ
る
華
や
か
な
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

今
大
会
で
は
、
現
地
の
人
か
ら
心
瀧
ま

る
も
て
な
し
を
受
け
る
と
と
も
に
、
各
地

の
地
域
，つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
の

熱
意
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
参
加
者
同
士
に
よ
る

「
い
ち
ゃ
り

ば
ち
ょ

l
で
l
(仲
間
づ
く
り
)
」
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
活
動

に
必
要
な
連
帯
と
二
日
間
で
習
得
し
た
知

恵
、
そ
れ
に
地
元
に
帰
っ
て
取
り
組
む
心

意
気
と
元
気
が
生
み
出
さ
れ
た
と
思
う
。

次
回
の
愛
知
大
会
は
、
今
年
十

一
月
十

日
制
、
十

一
日

ωの
両
日
に
開
催
の
予
定
。
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地
域
再
生
の
担
い
手
づ
く
り
事
業
を
創
設
一

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
再
生
を
担
う
人
材
育
成
を
推
進
す
る
た
め

「
地
域
再
生
実
践
塾
」
と
「
地
域
再
生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
平
成
十
七
年
度
に
創
設

し
た
。
地
場
産
業
の
振
興
、
観
光
振
興
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
な
ど
、
地
域
再

生
・
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
基
に
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
あ
る

『地
域

再
生
実
践
塾
」
と

『地
域
再
生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
域
再
生

の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
全
国
的
な
普
漫
な
ど
に
取
り
組
む
の
が
狙
い
で
あ
る
。

『
地
域
再
生
実
践
塾
』
|
|
地
域
づ
く
リ
の
ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ン
ト
を
習
得

招
き
、

講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
の
指
導

と
地
域
再
生
実
践
塾
全
体
の
コ

l
デ
ィ
ネ

l
ト
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
特
別
講

師
と
し
て
、
開
催
地
で
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
関
係
者
か
ら
、

苦
労
話
や

体

験

談

を
通
じ
た

「感
動
」
や

「
驚
き
」

な
ど
、
現
地
で
し
か

地
域
再
生
実
践
塾
は
、
地
域
再
生

・
活

性
化
の
優
良
事
例
地
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
形
式
の
事
例
研
究
な
ど
に
よ
り

実
践
的
な
手
法
の
取
得
を
目
指
す
研
修
。

市
民
や

N
P
O
な
ど
地
域
づ
く
り
実
践

者
、
そ
れ
に
行
政
な
ど
多

く
の
関
係
者
参
加
の
下
、

講
義
、
事
例
地
の
現
地
調

査
、
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
を

行
い
、
地
域
づ
く
り
の
ア

イ
デ
ア
や
ヒ
ン
ト
を
習
得

す
る
。

十
七
年
度
は
全
国
五
カ

所
、
各
三
日
間
の
日
程
で

開
催
し
た
。
主
任
講
師
に

は
、
テ

l
マ
に
精
通
し
た

活
動
経
験
豊
か
な
先
生
を

クル プワーク発表の機子

聞
く
こ
と
の
で
き
な

い
話
を
紹
介
し
て
も

ら

っ
た
。
ま
た
、
開

地域再生実践塾

催
地
に
よ
っ
て
は
首

長
に
よ
る
講
演
も
実

現
で
き
、
充
実
し
た

内
容
と
な
っ
た
。

現
地
調
査
は、

参

加
者
が
地
域
再
生
の

舞
台
を
実
際
に
調
査
し
、
取
り
組

み
ゃ
進
め
方
な
ど
で
参
考
と
な
る

点
を
学
ん
で
も
ら

っ
た
。
続
く
グ

ル
ー
プ
ワ

l
ク
は
、
開
催
地
や
参

加
者
が
抱
え
る
事
例
か
ら
選
ん
だ

課
題
に
つ
い
て
、

全
員
で
解
決
の

手
法
を
考
え
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
や
ア
イ

デ
ア
を
持
ち
帰
り
、

今
後
の
地
域

活
動
に
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。

平成17年度「地盤事再生実践塾j開催状況

開催地 テーマ 講 自市

①岩手県遠野市 グリーンツーリズム (株)地域振興研究所

H17. 8/9~ 1 1 代表取締役須川一幸氏

②佐賀県伊万里市 コミュニティ -ビジネス コミュ二ティ ビジネス-

H17. 8/31 ~9/2 ネットワーク

理事長細内信孝氏

③I奇玉県入間市 公共施設跡地の利活用 NPO舞台芸術環境フォー
H17. 10/3~5 ラム地域演劇マネジメ

ントセンタ 理事長

lii紀生氏

④長野市 地域に残された都市資源 多摩大学大学院教綬

H17.11 /9~11 の利活用 望月照彦氏

⑤愛媛県内子町 伝統的建造物群保存 (株)地域振興研究所

H17.11/30-12/2 代表取締役須川一幸氏
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『
地
域
再
生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

|

|
地
域
再
生
の
手
法
を
全
国
に
発
信

域
づ
く
り
に
か
か
わ
る
人
に
対
す
る
各
講

師
の
考
え
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

ま
た
、

金
子
郁
容
慶
膳
義
塾
大
学
大
学

院
教
授
に
よ
る
、

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ

前
記
の
五
カ
所
で
開
催
し
た
地
域
再
生

実
践
塾
の
集
大
成
と
し
て
、
地
域
再
生
の

必
要
性
や
そ
の
手
法
を
全
国
に
発
信
し、

地
域
に
お
け
る
創
造
と
工
夫
を
、
つ
な
が
す

「
自
主

・
自
立

・
自
考
」
に
よ
る
地
域
活

力
再
生
を
目
的
に
、
東
京
の
丸
ピ
ル
ホ
ー

ル
で
平
成
十
八
年
三
月
七
日
、

「
地
域
再

生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
五

カ
所
で
主
任
講
師
と
し
て
携
わ

っ
た
凶
人

の
講
師
に
よ
る
ト

l
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
で

は、

「
地
域
が
育
て
る
人
づ
く
り
人
が

育
て
る
地
域
づ
く
り
」
を
テ

l
マ
に
、
地

く
り
|
ソ
l
シ
ヤ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
考
え

方
の
実
践
」
を
テ

l
マ
に
し
た
特
別
講
演

を
開
催
し
た
。
講
演
の
中
で
金
子
教
授
は
、

地
域
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
参
画
の
機
運

の
高
ま
り
ゃ
必
要
性
、
地
域
づ
く
り
と
市

民
活
動
の
活
性
化
の
相
互
関
連
性
な
ど
を

強
調
し
た
。



「
出
前
研
修
会
」
を

地
域
の
要
請
に
応
じ
て
開
催
!

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
「
イ
ベ
ン
ト
実
務

研
修
会
」
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
な
ど
の
研
修
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
実
務
経

験
豊
富
な
講
師
の
指
導
に
よ
る
実
践
的
な
研
修
会
「
地
域
お
こ
し
研
修
会
」

(
出
前
研
修
会
)
を
、
地
域
の
要
請
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
が

講
師
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
し
、
講
師
謝
金
の
半
額
と
講
師
の
旅
費
を
負
担

し
て
い
る
。
平
成
十
七
年
度
は
、
要
請
の
あ
っ
た
三
カ
所
で
イ
ベ
ン
ト
企
画
や

特
産
品
開
発
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会
を
行
っ
た
。
こ
の
「
出
前
研
修
会
」
を

利
用
し
た
団
体
の
担
当
者
に
、
研
修
会
の
実
施
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。

-

高
知
県
四
万
十
市

都
市
と
の
交
流
拡
大
で
地
域
に
活
力
を

石
川
健
太

四
万
十
市
西
土
佐
地
域
雇
用
促
進
協
議
会

- 平成17年度地域おこし研修会報告/地域再生実践塾 ・地域再生実践フォーラム

四
万
十
市
西
土
佐
地
域
(
旧
西
土
佐
村
)

は
、
高
知
県
の
西
部
に
位
置
し
、
日
本
最

後
の
清
流
と
呼
ば
れ
る
四
万
十
川
が
中
心

を
流
れ
る
自
然
豊
か
な
中
山
間
地
域
で
あ

る
。
人
口
が
約
三
千
八
百
人
、
基
幹
産
業

が
農
林
業
と
い
う
典
型
的
な
農
山
村
(
平

成
十
七
年
四
月
十
日
付
け
で
旧
中
村
市
と

合
併
し
、
四
万
十
市
に
)
で
あ
っ
た
が
、

近
年
は
カ
ヌ

I
体
験
施
設
で
あ
る
カ
ヌ
l

館
、
自
然
体
験
全
般
が
可
能
な
四
万
十
楽

舎
な
ど
を
中
心
に
し
て
、
観
光
産
業
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
景
気
の
停
滞
、
過
疎
化
、
少
子

高
齢
化
、
農
林
業
の
衰
退
、
観
光
客
の
減
少

事
業
推
進
員

な
ど
が
相
ま
っ
て
、
地
域
か
ら
活
力
が
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、

西
土
佐
地
域
で
は
役
場
、
商
工
会
、

J
A
、

旅
館
組
合
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
新
た
に

「
四
万
十
市
西
土
佐
地
域
雇
用
促
進
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
厚

生
労
働
省
の
地
域
提
案

型
一雇
用
創
出
事
業
を
受

託
し
、
平
成
十
六
年
度

か
ら
雇
用
機
会
の
創
出
、

ひ
い
て
は
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
、
都
市
住

民
と
の
交
流
人
口
の
拡

大
が
地
域
活
性
化
の
カ
ギ
の

一
つ
と
い
う

結
論
に
達
し
、
そ
の
起
爆
剤
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
た
。
し
か
し
、

地
域

ル
ー
プ
ワ

l
ク
を
行
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
で
は
、
既
に
開
催
が

決
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が

二
つ
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
各
グ
ル
ー
プ

と
も
、
西
土
佐
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
る
四
万

十
川
と
い
う
資
源
を
い
か
に

イ
ベ
ン
ト
に
活
か
す
か
、
と

い
う
課
題
に
議
論
が
向
か

い、

川
で
の
イ
ベ
ン
ト
演
出

に
は
炎
を
使
用
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
こ

瓶
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
最
終

的
に
は
各
グ
ル
ー
プ
と
も
、
炎
を
取
り
入

れ
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
な
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

に
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
既

存
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
観
光

川
開
き
に
し
て
も
、
多
く
の

集
客
を
得
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
を
克

服
す
る
た
め
に
、
協
議
会
が

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、

「地
域

再
生
実
践
塾

I
N
西
土
佐
」
と
題
し
て、

イ
ベ
ン
ト
企
画
の
研
修
会
を
平
成
十
八
年

一
月
に
三
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
。

研
修
会
は
、
東
京
か
ら
伽
タ
ツ

プ
ク
リ
エ

l
ト
の
二
瓶
長
記
先
生

糊

に
お
越
し
い
た
だ
き
、

一
日
目
に

鵬

全
国
で
の
成
功
実
例
を
交
え
て
イ

)品冨

ベ
ン
ト
開
催
の
意
義
に
つ
い
て
講

鵬

演
し
て
い
た
だ
い
た
。
二
日
目
か

蜘

ら
は
、
行
政
関
係
者
、

(

観
光
事
業
者
な
ど
を
中

路

心
に
十
五
人
の
参
加
者

川

が
五
人
ず
つ

三
つ
に
分

抗

か
れ
て
、

「観
光
川
開
き

糊

(
四
月
開
催
予
定
)
」
「
カ

配

ヌ
l
祭
り
(
一一一
月
開
催
予

碍

定
)
」
「
新
し
い
地
域
イ
ベ

成

ン
ト
」
を
テ

l
マ
に
、
グ
平

開催地 実施日 開催テ マ 言語 自市

高知県 H18. 1/16 
イベント企画

(株)タップクリ工ー卜
四万十市 ~ 18 二瓶長記氏

茨城県
H18.2/18 

グリーンツーリズムによる (株)リージヨナルプフン
下妻市 観光おこし 二ング前田豪氏

愛媛県
H18.2/19 

地域資源を活力、した (株)地域振興研究所

内子町 特産品開発 須川一幸氏

ル
ー
プ
で
考
え
出
さ
れ
た
企

画
で
は
、
炎
だ
け
で
は
な
く
、

巨
大
カ
ル
夕
、
カ
ヌ

l
、
河

童

(
エ
ン
コ
ウ
)
と
い
う
テ

ー
マ
の
下
で
独
自
の
演
出
が

考
え
出
さ
れ
、

三
日
目
の
企

画
発
表
は
大
い
に
躍
り
上
が

っ
た
。

U~ω 

研
修
会
後
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
が
迫
っ
た
一
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
を
中
心
に
、
こ
の
企
画
内

容
を
基
に
し
て
準
備
に
取
り

掛
か
っ
て
い
る
。
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ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ

「
服
車
県
の
地
酒
フ
ェ
ア
」
が

盛
況
!

岐
阜
県
が
主
催
す
る
「
飛
騨
美
濃

地
酒
ま
つ
り
」
が
二
月
六
日
か
ら
五
日

間
、
東
京
・
有
楽
町
の
ふ
る
さ
と
情
報

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
で
は
、
首
都
圏
で
入
手
困
難
な

日
本
酒
や
焼
酎
が
展
示

・
試
飲

・
販
売

さ
れ
、
寒
い
中
を
約
三
千
人
の
来
館
者

が
詰
め
掛
け
、
個
性
豊
か
な
昧
に
舌
苗

を
打
ち
な
が
ら
、
し
ば
し
体
を
温
め
て

い
た
。
ま
た
、
美
濃
焼
の
酒
器
も
人
気

を
集
め
た
。

中
に
は

一
人
で
十
個
も
買

い
求
め
る
外
国
人
観
光
者
も
お
り
、
商

品
の
追
加
注
文
を
行

っ
た
が
、
す
ぐ

に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛
況

だ
っ
た
。

• 

る
地
域
づ
く
り

誌
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
各
団

体

の

活

動

報

告
・
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
ベ
ン
ト

や
産
品
、
人
物
紹
介
な
ど
、
地
域
情
報

の
重
要
な
発
信
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
域
ゆ
っ
く
り
の
現

場
で
情
報
発
信
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
地
域
e

つ
く
り
誌
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
た
も
の
で
、

側
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
と
附
日
本
宝
く
じ
協
会
が
後

援
し
て
い
る
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

平
成
何
年
度

「
地
減
づ
く
り
誌
・
ホ

l
ム
ベ

i
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式

十
団
体
が
優
秀
賞
・
奨
励
賞
を
受
賞

地
域
内つ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
は
、

優
れ
た
地
域
つ
く
り
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
発
行

・
製
作
し
た
団
体
を
表
彰
す

る
「
地
域
ゃつ
く
り
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
を
三
月
九
日
、

東
京
都
内
で
開
催
し
た
。
地
域
づ
く
り

誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ジ
の
両
部
門
と
も
優

秀
賞
三
団
体
、
奨
励
賞
二
団
体
が
選
出

さ
れ
、
三
浦
勉
副
会
長
か
ら
受
賞
団
体

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

地
域
ゆ
っ
く
り
団
体
が
発
行
・
製
作
す

受賞団体

[優秀賞1
・ 特定非営利活動法人尾上蔵保存利活用促進会〔青森県平川市 (旧尾上町))

「季刊蔵ジャーナルj

・ 久留米市ふるさと文化創生市民協会〔福岡県久留米市〕

r-市民の手作り文化情報誌~カルキャッチくるめ通信J
. 特定非営利活動法人筑後川流域連携倶楽部 〔徳岡県久留米市〕

{筑後川新聞J
[奨励賞]

. 学生団体(4(茨城県つくば市)rツクマガj

. 彦名地区環境をよくする会 〔鳥取県米子市)r環境新聞『中海JJ

阪阜県の地酒フェア

平成17年度地嫌づくり誌・ホームページコンテスト

地
域
づ
く
り
誌
の
部

全
国
各

[優秀賞1
. 特定非営利活動法人青森県環境パートナーシップセンター〔青森県八戸市〕

URL: http://www.eco-aomori.jp/ 

・ 財団法人但罵ふるさとづくり協会〔兵庫県豊岡市〕

URL : http://www.tajima.or.jp/ 

. 今治商庖街おかみさん会〔愛媛県今治市〕

URL : http://okamisanmain.jp/ 

[奨励賞}

. 特定非営利活動法人市民メディアぺぱーみんとかんばに一 〔前橋市〕

URL : http://www.pep-net.gr.jp/ 
・ 特定非営利活動法人さんが俸座〔奈良市〕

URL : http://www.sanga-kurumaza.com/ 

ホ
ム
ペ
ー
ジ
の
部

地
の
地
域
事つ
く
り

団
体
か
ら
、
地
域

づ
く
り
誌
の
部
に

二
十
四
件
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
部
に

四
十
七
件
の
応
募

が
寄
せ
ら
れ
、
審

査
の
結
果
、
上
記

の
計
十
点
が
受
賞

し
た
。

-・・・・・・・・園田

地域づくり誌の部受賞団体

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
雄
進
事
業

4
月
の
承
認
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

お近くの方はぜひ会場へ 1小中高校生の熱戦をご観戦ください。

開催日 大会名 大会会場

4/3 第7回全国高等学校選銭ラグビーフツ 熊谷スポーツ文化公園 熊谷ラグ
- 9 トボール大会 ピ一場 (情玉県熊谷市)

4/15 日本陸上競技選手権大会50km競歩大会 輪島市立鳳至小学校を発着点とす
-16 兼全日本競歩輪島大会 るコ ス (石川県輪島市)

副蝉甑盛直通躍

第1回フラットウォ タ レシングジュニア
ジュニアユース小松大会 (10月開催石川県小松市)

第 1回全国高等学校力一リング選手権大会
(3月開催青森市)

※大会に関する詳しい内容、その他スポーツ拠点づくり推進事業に関するお問い合わせ先

情報サービス課 TEL. 03-5202-6135 FAX. 03-5202-0755 
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佐
賀
県

有田町

佐 賀県北部に位置する有町有

田焼で知られる焼き物の産地であ
ありたまち にしありた

る。今年3月1日に、旧有田町と旧西有国
ちょう ありたちょう

町が合併し「有田町」が誕生した。面積

65.8平方キ口、人口2万2千人の自然に固

まれた緑豊かな町である。

町のイベン卜として全国的に有名なの

か旬、 5月のゴールデンウィーク期間中に開

催される「有国陶器市Jo1896年に陶磁
器品評会とともに開催された「蔵ざらえ」

が始まりで、今年103回目を迎える。町

内のメインストリートには約600軒の焼

き物庖が立ち並び、期間中には全国各地

から約100万人の人出でにぎわう。

近年は、春の陶器市以外の時期にも観

光客に足を運んでもらおうと、さまざま

なイベン卜を開{雀している。11月にはお

もてなしをメインコンセプ卜に「秋の有

田陶器市」を開催。樹齢千年を誇る大公

孫樹など、紅葉に彩られた有田の町をゆ

っくりと散策していただこうというもの

である。また、2月上旬から4月上旬にか

けては「有田雛のやきものまつりJを開
催している。世界初磁器製雛人形七段飾

りや世界最大の磁器の雛人形は見ごたえ

毎年4月29日から5月5日まで開催される有国陶器市

窯の廃材で造られたトンバイ塀

十分。いずれも有国の新しい魅力を満喫

できるイベントで、言方れた人にはたいへ

ん好評でもある。

また、|日西有田町は「棚田Jという地
域特性を持った農業のまちであり 、県下

有数の畜産地。この稲作文化を生かした

棚田とっこ積みフェスティパル

イベン卜として、7月には「全国田植唄大

会j、10月には「棚田とっこ積みフェステ

イ1¥)レ」を開{雀している。

焼き物と農業の両方の文化を堪能でき

る有田町。伝統と歴史、豊かな観光資源

を生かした町づくりに取り組んでいる。

焼き物と農業文化のまち
鱒後幾多3ftの視

地漏切 2006・4月号 52



CORNER 

f 4月 、
¥ (予定)J

女日本橋プラザピル

イベントスペース

・4月 6日 ~ 7日
須賀川市 (福島県)・4月14日
藤岡市 (群馬県)

・4月 27日 ~28日
富岡町(福島県)

EVENT 

女ふるさと情報プラザ

・4月 3日 ~ 7日
熱海市 ・熱海市観光商工課

(静岡県)
花と光のファンタジー熱海

~アタミア トガデンフェ
ステイJ~ !レ2006~

・4月 10 日 ~ 14日
南三陸町 (宮城県)
好奇心の旅、始めませんか?
大人が楽しむ臨海学校・南三

陸町

・4月 17 日 ~ 21 日
飯能市-飯能商工会議所

(i奇玉県)

ぶらりと飯能名栗へ~木らく

に日帰り旅行~

・4月 24日 ~28日
塩尻市 (長野県)
悠々旅人。ほっと一息、信州

しおじり北木曽路

.2月 6 日 ~ 10 日

岐阜県

岐阜の地酒で冷えた体もポカポ力

にー ~飛騨・美濃地酒まつり~
(2) 

・2月 14日 ~ 16 日
千葉県君津市観光協会
“おいて・よ11きみつ"観光キャン

ペーン

・2月 21 日 ~22日
北九州市 (福岡県)

北九州市観光展

・2月 23日 ~24日
富山県

富山の美酒と出会うローカル列車

の旅

・2月 27日 ~3月 3 日
徳島県
阿波の逸品~阿波の魅力

*日本橋プラザピルイベントスペース

・2月 2 日 ~ 3 日
能代観光協会 (秋田県能代市)

白神山麓からの贈り物 打}

・2月6日 ~ 7 日
Feel KOBE観光推進協議会
(神戸市)
神戸空港開港キャンぺーン

・2月 21 日 ~ 22 日
七尾特産品協会 (石川県七尾市)

能登半島七尾の観光と物産展・2月24日
(社)山口県物産協会

やまぐち福ふくまつり

*ふるさと情報プラザ

・2月 1 日 ~3 日
岡山 倉敷観光推進協議会

岡山・倉敷おいしいお酒のおもてなし

【
編
集
後
記
】

今
月
号
は
、
毎
年
恒
例
の
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

(平
成
十
七
年
度
)
を
特
集
に
取
り
上
げ
た
。
各
都
道
府
県

な
ど
の
推
薦
の
中
か
ら
三
部
門
計
三
十
五
団
体
の
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。
日
ご
ろ
の
地
道
な

努
力
に
よ
る
活
動
の
結
果
が
実
を
結
ん
だ
と
き
守
え
る
。
祝

意
を
表
し
た
い
。

今
回
も
昨
年
に
続
き
、
歴
史
や
文
化
な
ど
地
域
資
源
を

活
か
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
保
護
や
景
観
整

備
に
よ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
産
品
な
ど
の
開
発

に
よ
る
地
域
振
興
、
外
国
人
と
の
交
流
や
共
生
の
ま
ち
ε

つ

く
り
、
地
域
特
性
を
発
揮
し
た
商
庖
街
振
興
、

I
T
を
利

用
し
た
地
域
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
展
を
受
け
て
、
地
域
住
民

に
よ
る
高
齢
者
見
回
り
、
行
政
と
住
民
の
地
域
交
通
シ
ス

テ
ム
導
入
、

子
供
を
狙

っ
た
凶
悪
事
件
の
増
加
を
受
け
た

防
犯
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
事
例
も
光
っ
た
。
各
団
体
と
も
、

大
臣
か
ら
の
表
彰
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
努
力

・
苦
労

が
報
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
誌
の
編
集
委
員
と
し
て
誌
而
の
企
画

・
立
案
、
編

集

・
作
成
に
携
っ
た
池
田
義
之

(宮
城
県
)
、
佐
久
間
尉
介

(
千
葉
県
茂
原
市
)
、
山
口
美
登
里
(
千
葉
市
)
、
川
畑
瑞
恵

(石
川
県
)
、
曽
根
達
雄

(
長
野
市
)
、
清
水
浩

一
(岐
阜
県
高

山
市
)
、
西
森
繁
(
徳
島
県
)
、

椛
島
真
弥

(福
岡
県
久
留

米
市
)
、
山
田
博
則
(
佐
賀
県
)
の
九
氏
が
一一一
月
末
で
帰
任

し
た
。
新
し
い
職
場
で
の
活
躍
を
期
待
す
る
。

【

5
月
号
予
告
】

特
集
H
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

(沢
)
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暮らしのさまざまな場面で

お役に立っている宝くじの収益金。

たとえば近年では、
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宝くじの収益金は、 佐当~
身近な街づくりに役立っています0_ _  

緑いっぱいの公園施設にオカピ舎を作りました。

これかちも、大当たりの夢のお隣りで、

優しい営みを続けていきます。
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年.外国発行の宝くじを‘日本国内において購入することは、法律で禁止されています.
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